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「第 19代石見銀山領代官 井戸平左衛門正明公 

 いも代官頌徳碑５３３基全覧」発刊にあたって 

 

 

 

 この冊子は、大田市文化協会が石見銀山基金事業の助成を受けて、中国地方４県に建立され

ている第 19代石見銀山領代官 井戸平左衛門正明公の頌徳碑（以下「井戸公碑」）全５３３基を

現地調査してまとめたものです。 

 調査にあたっては令和２年度に当協会が同じく石見銀山基金事業の助成を受けて実施した照

会調査の結果や、大田市川合町の故宮本豊さんが調査された資料、各地域で調査されてまとめ

られた資料を参考にしながら、各市町村の教育委員会や公民館等をはじめ多くの皆さんのお力

をお借りして、令和３年度と４年度の２か年で約４００基を調査しました。現地調査を終えた

段階で確認した井戸公碑は５３３基となり、令和２年度に調査を開始する前の４９３基から 40

基増えています。現地点で把握したものはこれですべてですが、各地で「ほかにもあるかもし

れない」という話も聞いていますので、今後情報をいただいてさらに充実した資料にしていけ

ればと考えています。 

 碑は市町村別に整理し、１ページに２基紹介（長文の碑文があるものなどは追加）しており、

所在地、緯度経度、写真、寸法を記載。石碑に刻まれている文字を可能な限り判読し、国土地

理院地図（電子国土 Web）も添付し、碑の場所を赤丸で示しました。地図と緯度経度を掲載した

のは、井戸公碑を訪ねる際の参考になればと考えたからです。ただし、地図はできるだけ碑の

場所がわかりやすいようにトリミングしているので、縮尺は一定ではありません。 

また、碑銘は元々文字がないと思われるものは「なし」とし、石がやせたり剥落したりして

読めなくなっているものは「不明」としました。所在地の「R」は国道、「K」は県道です。刻字

の判読では、1文字分が不明のものは「□」で、何文字あるかも不明なものは「……」と表記し

ています。文中の「／」は改行を示しており、碑石の寸法はそれぞれ最大値を記載しています。 

 わずか２年足らずの在任期間だったにもかかわらず数々の善政で領民を導き、領民が飢えで

命を落とすことがないようにと、困難を押して薩摩国からサツマイモを導入した井戸公に感謝

を捧げるとともに、この冊子が今後、井戸公の研究をされる方の少しでも参考になれば望外の

喜びです。さらに、井戸公碑そのものはもちろん、建立に関わられた多くの先輩方を地域の貴

重な文化遺産として後世に語り継ぐための資料となれば幸いです。 

 調査に当たっては、多くの皆様、特に調査させていただいた地元の皆様にご指導、ご協力、

ご尽力をいただきました。おかげさまですべての井戸公碑を調査することができました。あり

がとうございました。また、力強いご支援をいただきました、石見銀山協働会議様、本通り商

店会協同組合様（大田市大田町）にも、合わせて厚くお礼申し上げます。 

 

２０２３（令和５）年３月 
 

島根県大田市文化協会会長  石 賀   了 
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第19代石見銀山領代官 井戸平左衛門の偉業と５３３基の頌徳碑 
 

大田市文化協会会長  石 賀   了 

■井戸平左衛門公の事蹟 

 

 江戸時代、享保の大飢饉に際し、薩摩藩からサツマイモを取り

寄せて栽培を奨励して領民を飢饉から救い、今でも「いも代官」

と慕われている、石見銀山領の第 19代大森代官、井戸平左衛門正

明（以下「井戸公」）は享保 16年（1731）11月に現大田市の大森

に着任。２年後の享保 18年５月に併任地である岡山県の笠岡陣屋

で亡くなっており、在任期間はわずかに１年半と短いが、その功

績は大きく、数多くの頌徳碑が建てられている。 

 井戸公は寛文 12年（1672）、御徒（おかち）、野中八右衛門重貞

の子として武蔵に生まれ、21歳の元禄５年（1692）に勘定の井戸

平左衛門正和の養子となって小普請に迎えられた。その後、江戸

城中の火災の警戒に当たる表火之番に進み、同 15年（1702）に勘

定方に抜擢された。以来、諸国河川の治水工事や幕府直轄領の巡検などを真面目に励み、享保６

年（1721）、20年の精勤に対して黄金２枚を拝領している。さらに、享保 10年には諸地域での検

見添役（米などの出来具合を検査する役）の功績に対しても黄金２枚が贈られており、井戸公の

真面目さ、精勤ぶりが偲ばれる。その仕事ぶりを評価されたことが、60歳という高齢での代官就

任につながったと思われる。 

 着任翌年の享保 17年は大飢饉の年となる。この飢饉に際して、井戸公は精力的に自分の足で領

内を歩き、実態をつぶさに調べ、被害が大きかった鳥井村、磯竹村（以上現大田市）、黒松村（現

江津市）などでは年貢を免除し、真鍋島（現笠岡市）などでは被害に応じて減免するなど、思い

切った救済策を講じた。 

 また、自らの財産や裕福な領民から募った資金で米を購入したほか、幕府の許可を待たずに代

官所の米蔵を開いて領民に与えたと伝えられている。 

 極めつけは、まるで大飢饉が来ることを予見していたように、同年の春から夏にかけて、薩摩

からサツマイモを取り寄せて栽培を奨励したことだ。このころすでに、普及はしていなかったが

江戸にはサツマイモが伝わっていたという記録もあり、井戸公は長年検見添役として諸国を巡見

する中で、サツマイモの情報を持っていたと思われる。その上、代官着任２年前の享保 14年（1729）

に検見添役として石見を訪れていて、米の実りが少ないことも自分の目で見ており、代官就任に

当たって、「石見を救うのはサツマイモしかない」と考えていたと思われる。 

サツマイモは年貢の対象にはなっていなかったが、いや、年貢の対象でないからこそ、サツマ

イモを植え広め、領民が米の代わりに腹一杯に食べてくれれば、きっと元気を出してくれるに違

いないと確信したのだと思われる。忠義を何より重んじる井戸公にとって、「忠」とはお上によく

仕えるというだけでなく、自分自身に対しても誠実であるということであり、サツマイモ導入に

は「自分が代官になったからには領民の一人の命も見捨てない」という強い意志が感じられる。 

残念ながら、サツマイモ導入の最初の年はほとんどが失敗に終わったが、唯一、福光村の松浦

屋与兵衛が栽培に成功し、「いも釜」という保存法も考案したため、石見では翌享保 18 年から栽

井戸公肖像画（井戸神社蔵）  
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培が広まることになる。しかし、井戸公はおそらくそのサツマイモを味わうことなく、その年の

４月に併任地の笠岡に赴いて病に倒れ、５月 26 日に帰らぬ人となった。享年 62歳。葬儀は笠岡

の威徳寺で営まれ、「泰雲院義岳良忠居士」の名が贈られた。 

 

■頌徳碑は中国地方４県に５３３基も 

 

井戸公の死から 74 年後の文化４年（1807）、那賀郡太田村（現在の江津市松川町）の江の川沿

いに、建立年がわかるものとしては最も早く、井戸公の頌徳碑が建てられた。その後、頌徳碑建

立は銀山領全体に広がり、浜田藩、松江藩、鳥取県、そして広島県、岡山県へと広がっていく。そ

の総数は大田市川合町の故宮本豊氏の調査によると 500 基以上にもなり、その資料を元に大田市

文化協会が調査を進めた結果、総数は 533 基になった。一人の人間に対する頌徳碑がこれほど多

いのはおそらくほかには例がないと思われる。 

頌徳碑を建てたのはどんな人たちかを見てみると、それはそれぞれの石碑に刻まれており、ほ

とんどのものが、村々の人々がお金を出し合い、力を合わせて建てており、台石には「村中のみ

んなで」という意味の「當村中」とか、「村中みんなが等しく力を合わせて」という意味の「村中

合等」などの文字が力強く彫られている。 

米が十分にできなかった地域の人々が決して豊かだったとは思えないが、それでも「サツマイ

モを取り寄せて私たちを助けてくれ、そのおかげで飢え死にすることなく親から子へ、子から孫

へと命がつながった。その殿様に感謝を捧げたい」という人々の思いが、それぞれの石碑に込め

られている。当時藩外に持ち出すのが難しかったサツマイモを薩摩から入手した井戸公もすごい

が、その恩に報いようと頌徳碑を建てた後世の人々もまたすごい。その人々は井戸公への感謝の

気持ちを表すとともに、サツマイモを通じて食物に感謝し、そして命の尊さを見つめていた人た

ちだったのだ。 

 

■今も続くまつりや法事。石碑再建の動きも 

 

533基の頌徳碑の中には、長年の風雪で傷んでいるものも多く、彫られた文字が読めなくなるも

の、石碑自体がやせ細って崩壊するものもある。そんな井戸公碑を再建する動きも見られる。江

津市清見町、和木町、嘉久志町、出雲市湖陵町差海などで見事に再建され、２０１８年４月の島

根県西部地震で倒れた、大田市波根町の波根八幡宮にある井戸公碑も場所を変えて再建された。 

頌徳碑にまつわる法事やまつりは、今でも大田市内の数か所で続けられているほか、各地で行

われている。県外でも、米子市の迎接院（こうしょういん）、広島県の生口島の正善寺などでにぎ

やかに続けられている。 

現代の日本では、コメのかわりにサツマイモを食べることはなくなったが、それでも、井戸公

の数々の事蹟はいまだに語り継がれ、その恩に報いようと建てられた 533 基の頌徳碑は、今でも

各地で大切に守られている。 
 

【参考文献】「石見銀山～いも代官井戸平左衛門の事蹟」（平成 13年大田市外２町広域行政組合企画担

当）／「いも神さま 井戸平左衛門 石見銀山代官」（石村勝郎著）（平成６年石見銀山資料館）／「日

本民衆史７ 甘藷の歴史」（宮本常一著）（昭和 37年未来社）／「野國總管甘藷伝来 400年祭記念誌『野

國總管』」（平成 17年沖縄県嘉手納町）／「代官井戸平左衛門の事績と顕彰」（藤原雄高著）（平成 29年

島根県教育庁発行「石見銀山の社会と経済」に収録）ほか 



№ 碑　　　銘 場　　　所
建立年

西暦/和暦
建 立 者

掲載
ﾍﾟｰｼﾞ

1 井戸明府之碑 大田市大田町加土　法蔵寺 1928/昭和３年 加土区民一同 17
2 井戸正朋碑 大田市大田町宮島　大願寺 1895/明治28年 世話人中 17
3 井戸正朋公碑 大田市大田町蛭子　明善寺 1955/昭和30年 世 話 人 18
4 井明府追念 大田市川合町鶴府　湯川氏宅横 不明 不明 18
5 井戸明府紀念碑 大田市川合町南　浄教寺 1887/明治20年 川 合 村 19
6 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市川合町吉永下　建功寺　無縁墓地 1889/明治22年 不明 19
7 なし 大田市三瓶町池田野畑 不明 不明 20
8 井明府追念 大田市三瓶町小屋原　徳善寺向い 1889/明治22年 （世話人名等あり） 20
9 井戸正明公碑 大田市三瓶町志学　東上山　専勝寺 1931/昭和６年 青年団上山支部 21
10 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市三瓶町多根　宝陀寺 不明 多 根 中 21
11 井戸明府碑 大田市三瓶町野城　円城寺下 1885/明治18年 不明 22
12 芋代官頌徳碑 大田市富山町高原　松林寺 1973/昭和48年 富山町内中 22
13 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市富山町本郷 1847/弘化４年 村　　中 23
14 泰雲院義岳良忠居士 大田市朝山町朝倉　朝倉彦命神社 不明 當村中合等 23
15 井明府恩澤碑 大田市朝山町仙山　元花雪温泉横 1857/安政４年 村中合等 24
16 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市波根町上町　波根八幡宮 1820/文政３年 不明 24
17 井戸明府（石宮） 大田市久手町宮の前　苅田神社 2002/平成14年 不明 25
18 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市久手町寺前　観音寺 不明 久手・柳瀬・大津 26
19 井戸明府霊（石宮） 大田市久手町柳瀬 不明 不明 26
20 井戸明府之碑 大田市久手町西川　県道三差路 1906/明治39年 七 老 人 27
21 井戸公追善（歌碑） 大田市久手町西川　県道三差路 1915/大正４年 岩　　谷 27
22 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市久手町刺鹿　円光寺 不明 不明 28
23 井戸恩澤碑 大田市鳥井町新田　旧道沿い 不明 村中合等 28
24 井戸明府厚澤碑 大田市鳥井町八幡　まちづくりセンター前 1839/天保10年 鳥井村中 29
25 井戸仁澤碑 大田市長久町川南 1892/明治25年 川 南 中 29
26 泰雲院表徳碑 大田市静間町堋　ＪＲ静間駅前 不明 不明 30
27 泰雲院殿義嶽良忠大居士 大田市静間町仮屋　円通寺 1890/明治23年 當 組 中 30
28 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市静間町平　静間小学校入口 1943/昭和18年 楠　　屋 31
29 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市静間町魚津　市道沿い 不明 魚津浦中 31
30 泰雲院義岳良忠居士 大田市静間町新田 不明 新 田 中 32
31 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市静間町和江　大年神社北隣 1841/天保12年 和江浦中 32
32 泰雲院殿義岳良忠居士塔 大田市五十猛町湊　共同墓地 不明 不明 33
33 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市五十猛町地頭所 不明 不明 33
34 ……良忠居…… 大田市五十猛町嘉庭 1847/弘化４年 （世話人名あり） 34
35 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市五十猛町野梅　林氏宅裏山 不明 野梅・畑井 34
36 井明府君碑 大田市五十猛町丹波 不明 不明 35
37 井戸公之碑 大田市五十猛町赤井 1928/昭和３年 赤井區立 35
38 泰運院殿義岳良忠大居士 大田市五十猛町大浦　浄圓寺 不明 大浦湊中 36
39 井戸明府之碑 大田市大屋町尾波 1924/大正13年 不明 36
40 欽澤碑 大田市大屋町鬼村　八代上入口付近 1926/大正15年 不明 37
41 泰……忠居士 大田市大屋町菰口 不明 不明 37
42 （家紋）井戸公之碑 大田市久利町市原　元正善坊 不明 不明 38
43 井戸公之碑 大田市久利町赤波 1918/大正７年 （世話人名あり） 38
44 井戸神社 大田市大森町昭和 1916/大正５年 井戸神社興復会 39
45 井戸公顕彰碑 大田市大森町昭和　井戸神社 1982/昭和57年 わかさの会 40
46 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市大森町上佐摩上　尾川氏宅上 1856/安政３年 上 組 中 41
47 泰雲院殿義……士位 大田市水上町白坏　肥田氏宅裏 不明 當 村 中 41
48 泰雲院殿義岳良□□居士 大田市水上町三久須　元森山商店横 1854/嘉永７年 三久須中 42
49 井朙府之碑 大田市水上町福原　元中島商店横 1858/安政５年 當 村 中 42
50 泰雲院義岳良忠居士 大田市水上町荻原　元本宗寺跡 1958/昭和33年 荻原村中 43
51 井戸正朋公碑 大田市祖式町下町　円福寺 1933/昭和８年 不明 43
52 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市祖式町瀬戸　バス停横 1854/嘉永７年 瀬戸本江惣連中 44
53 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市祖式町山中 1857/安政４年 祖式村上組中 44
54 井明府……碑 大田市祖式町南山 不明 南 山 中 45
55 井明府□碑 大田市祖式町横谷 1911/明治44年 横 谷 中 45
56 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市祖式町猪ノ目 1854/嘉永７年 井之目谷内 46
57 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市祖式町大原 1854/嘉永７年 當 組 中 46
58 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市大代町新屋本郷　大葉氏宅横 不明 新屋本郷 47
59 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市大代町新屋山田　バス停前 1844/天保15年 知　　雲 47
60 井戸明君碑 大田市大代町新屋飯谷　浄願寺 不明 新屋村飯谷組中 48
61 泰…… 大田市大代町新屋右原 1893/明治26年 右 原 組 48
62 井戸君報徳碑 大田市大代町大家植松　正法寺 1856/安政３年 當 町 中 49
63 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市大代町大家四日市　西臨寺先 不明 當 組 中 50
64 ……殿義岳良…… 大田市大代町大家八反田 不明 八反田組 50
65 泰雲院殿義岳良忠…… 大田市大代町大家柿田 不明 柿 田 組 51
66 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市大代町大家川上 不明 川上連中 51

井 戸 公 碑 一 覧 表

 大 田 市
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67 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町湯里　専念寺 1840/天保11年 本郷・温泉郷下組・湯湊 52
68 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町湯里中村 1828/文政11年 温泉本郷上組 52
69 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町湯里　野田新谷 不明 野田組中 53
70 井明府之碑 大田市温泉津町湯里西田　水上神社 1855/安政２年 不明 53
71 正朋井戸君碑 大田市温泉津町小浜　厳島神社 1911/明治44年 小 濱 中 54
72 井戸平左衛門君之碑 大田市温泉津町日祖　大元神社 1914/大正３年 日 祖 中 54
73 正明井戸君碑 大田市温泉津町温泉上町 1883/明治16年 不明 55
74 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市温泉津町上村 1854/嘉永７年 當上村中 56
75 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市温泉津町飯原 1996/平成８年 飯原地区中 57
76 井戸公之碑 大田市温泉津町福光市　浄光寺 1984/昭和59年 （発起人名等あり） 57
77 井明府之…… 大田市温泉津町福光林　西田氏宅裏 不明 不明 58
78 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町福光白谷　市道三差路 1868/慶応４年 上 組 中 58
79 井戸神社 大田市温泉津町福光　福光八幡宮 不明 不明 59
80 井戸公頌徳碑 大田市温泉津町福光湊西 1951/昭和26年 不明 59
81 井戸殿墓□ 大田市温泉津町福光釜野 不明 不明 60
82 井戸公頌徳碑 大田市温泉津町今浦 1970/昭和45年 今浦浦会 60
83 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町吉浦 不明 不明 61
84 井戸公之碑 大田市温泉津町井田元井田 1926/大正15年 不明 61
85 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町井田津渕　K32沿い 不明 當 邑 中 62
86 寿真碑 大田市温泉津町井田井尻　高野寺下 不明 當 村 中 62
87 井戸正明碑 大田市温泉津町井田殿村　市道沿い 不明 元殿村中 63
88 嘉恵碑 大田市温泉津町井田福田　願林寺向い 不明 當 村 中 63
89 井明府之碑 大田市温泉津町井田横道 1855/安政２年 當 村 中 64
90 井戸神社 大田市温泉津町井田太田　太田八幡宮 1907/明治40年 太田八幡宮 64
91 泰雲院殿義岳良忠大居士 大田市温泉津町井田太田　市道沿い 1930/昭和５年 太 田 區 65
92 泰雲院殿義岳良忠居士 大田市温泉津町井田菰口 荻村集会所向い 不明 荻　　邑 65
93 井戸正明…… 大田市仁摩町仁万天神　仁摩小学校下 1897/明治30年 不明 66
94 泰雲院殿義岳良忠居士欽徳碑 大田市仁摩町天河内 不明 不明 66
95 丼朙府報徳碑 大田市仁摩町宅野　波啼寺上 1864/元治元年 不明 67
96 井戸平左衛門府君遺澤之碑 大田市仁摩町大国　石見城下 1989/平成元年 大国町文化推進協 67
97 永欽遺澤 大田市仁摩町馬路　乙見神社 1883/明治16年 馬 路 村 68

※　泰雲院殿義岳良忠居士 川合町真光寺 現在は存在しないため
※　謝恩碑 五十猛町湊　共同墓地 井戸公碑ではないため
※　恒松隆慶頌功碑 大森町　井戸神社 井戸公碑ではないため
※　松浦屋与兵衛之碑 大森町　井戸神社 井戸公碑ではないため

1 泰雲院殿義岳良忠居士塔 江津市黒松町内の浦 1998/平成10年 當 村 中 70
2 井明府之碑（新碑） 江津市波積町北　堂ヶ鼻入口 不明 波 □ □ 70
3 不明（旧碑） 江津市波積町北　堂ヶ鼻入口 不明 波 積 北 71
4 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市波積町本郷　福城寺 1827/文政10年 不明 71
5 泰雲…… 江津市波積町南　立畑前　道路沿い高手 1844/天保15年 波 積 南 72
6 不明 江津市後地町波来浜 大火矢 1812/文化９年 不明 72
7 井戸公頌徳碑 江津市後地町尾浜　共同集荷所横 1992/平成４年 尾 浜 浦 73
8 井戸平左衛門之碑 江津市後地町藪　K171沿い 2003/平成15年 藪自治会 73
9 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市浅利町宮町　浅利寺 1885/明治18年 不明 74
10 泰雲井□君碑 江津市浅利町椽　寄江神社西200ｍ 1810/文化７年 □ 村 中 74
11 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市浅利町曙　岡野屋前　道路沿い 1898/明治31年 當村奥口中 75
12 井明府碑 江津市渡津町塩田　R9沿い 1948/昭和23年 嘉戸・塩田・金川 76
13 井戸公碑 江津市渡津町岩貝　コミュニティ広場 1958/昭和33年 不明 76
14 泰雲院殿義岳良忠居士塔 江津市松川町太田　元佐々木店後 1807/文化４年 （施主名大勢あり） 77
15 泰雲院殿義…… 江津市松川町上河戸　浄国寺 1818/文化15年 村　　民 78
16 井戸神社 江津市松川町下河戸　天満宮 1887/明治20年 （寄附人名等あり） 79
17 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町下河戸　円立寺 不明 當 村 中 79
18 泰雲院殿義岳良忠居士塔 江津市松川町市村　三仏寺 1832/天保３年 當 村 中 80
19 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町畑田四熊　坂本氏宅横 1896/明治29年 （発起人名等あり） 80
20 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町畑田　旧都治道分岐点 1832/天保３年 當 村 中 81
21 井明恩澤碑 江津市松川町上津井 宮本氏宅前 1856/安政３年 不明 81
22 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町長良　久坪橋東南 不明 不明 82
23 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町長良呂木 峠上 不明 當所上中 82
24 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市松川町長良新屋原　R261沿い 不明 不明 83
25 嘉恵碑（新碑） 江津市江津町　郷田小学校前 1858/安政５年 不明 83
26 井戸明府公恩碑（旧碑） 江津市江津町　郷田小学校前 1818/文政元年 不明 84
27 遺澤碑 江津市金田町千金　人丸渡し　K112沿い 1881/明治14年 金田村中 84
28 泰雲院義岳良忠居士 江津市金田町大野　林道沿い 1871/明治４年 大野講中 85
29 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市川平町鍛冶屋谷　加藤氏宅東 不明 當 村 中 85
30 なし 江津市川平町平床　元願宗寺 1863/文久３年 不明 86
31 正明碑 江津市川平町沖口　元田原店奥 不明 不明 86

 江 津 市
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32 井戸正明君碑 江津市川平町芦山谷　田ノ迫 1902/明治35年 田 ノ 迫 87
33 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市川平町空城下　嘉戸氏宅前 1902/明治35年 不明 87
34 嘉恵碑 江津市嘉久志町　岩根神社前 2019/令和元年 村　　中 88
35 なし 江津市嘉久志町久保川　地蔵堂前 不明 不明 89
36 慶遺澤 江津市和木町　向の浜 1878/明治11年 小川八左衞門 89
37 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市都野津町　大年神社前 1862/文久２年 村　　中 90
38 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市二宮町神主　大寶坊 不明 不明 91
39 泰雲院殿 江津市二宮町神主　太平寺　墓地横 1864/元治元年 當 村 中 91
40 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市二宮町神主飯田　三原屋入口 不明 飯田邑中 92
41 泰雲院殿 江津市二宮町神村　長久寺 不明 當 村 中 92
42 泰雲院 江津市敬川町　霊泉寺入口　K299沿い 1892/明治25年 村　　中 93
43 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市波子町　常福寺山門前 1872/明治５年 當 村 中 93
44 井戸君碑 江津市千田町 浄光寺向い 寺子屋跡 1889/明治22年 組　　中 94
45 泰雲院殿塚 江津市千田町　後千田　森口氏宅下 1863/文久３年 不明 94
46 泰雲院殿墓 江津市千田町大佐張　佐々木氏宅裏 1872/明治５年 谷　　中 95
47 泰雲院殿碑 江津市千田町大年迫　道路沿い地蔵堂横 1872/明治５年 谷　　中 95
48 井明府 江津市跡市町徳田　切通し 1914/大正３年 不明 96
49 泰雲院 江津市跡市町生り畑　元中学校前 1899/明治32年 不明 96
50 なし 江津市跡市町金口　島田氏宅入口 不明 不明 97
51 正明碑（新碑） 江津市跡市町大久保　興福庵 1896/明治29年 不明 97
52 なし（旧碑） 江津市跡市町大久保　興福庵下 不明 不明 98
53 井戸君之碑 江津市跡市町出り原　モチノ木横 1930/昭和５年 （多くの氏名あり） 98
54 正明君碑 江津市有福温泉町堂庭　福泉寺向い 不明 不明 99
55 なし 江津市有福温泉町湯谷　たじまや駐車場 不明 不明 99
56 泰雲院殿碑 江津市有福温泉町本明　松下氏宅東 1865/慶応元年 不明 100
57 正明君碑 江津市有福温泉町本明　本明山登山口 1896/明治29年 谷　　中 100
58 正明碑 江津市有福温泉町本明　千代延氏宅西 1895/明治28年 不明 101
59 井戸君碑 江津市有福温泉町本明　福田八幡宮参道 1893/明治26年 福 田 中 101
60 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市清見町　K297沿い　集会所横 1997/平成９年 清見連中 102
61 井戸正□□ 江津市井沢町　K297沿い　浜田屋横 1888/明治21年 不明 102
62 井戸神社 江津市桜江町川越鹿賀　春日神社本殿左 不明 不明 103
63 井戸正明碑 江津市桜江町川越　元渡踏切西 不明 當 村 中 103
64 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市桜江町川越坂本　原田氏宅後 1857/安政４年 坂本・渦巻中 104
65 (梵)泰雲院殿義岳良忠居士 江津市桜江町川越大貫　興盛寺 不明 （８人の名あり） 104
66 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市桜江町川越田津　正泉寺 1906/明治39年 田津中 105
67 不明 江津市桜江町谷住郷日浦　R261沿い 1861/万延２年 鍋倉・日裏中 105
68 泰雲院殿義岳良忠大居士 江津市桜江町谷住郷　天神郷集会所横 2000/平成12年 住江・谷・入野組 106
69 為泰雲院殿義岳良忠居士 江津市桜江町谷住郷　長戸路集会所西 1872/明治５年 當村連中 106
70 泰雲院殿義岳□□大居士 江津市桜江町川戸　薬王寺 1827/文政10年 當 村 中 107
71 井戸明君碑 江津市桜江町小田　新旧道交差点 1891/明治24年 （世話人名あり） 107
72 井戸明君碑 江津市桜江町今田　田淵氏宅横 旧会場跡 1891/明治24年 今 田 中 108
73 井戸明君之碑 江津市桜江町市山　市山八幡宮参道 1862/文久２年 當 村 中 108
74 井戸明君之碑 江津市桜江町市山江尾　松野氏宅横 1877/明治10年 當 村 中 109
75 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市桜江町後山　集落センター横 1863/文久３年 當 邑 中 109
76 泰雲院殿義岳良忠居士 江津市桜江町長谷　長谷西（松ヶ下右） 1886/明治19年 長谷村・徳治組 110
77 泰雲院殿 江津市桜江町長谷　長谷東（横手上） 1910/明治43年 長 谷 中 110
78 井戸正明碑 江津市桜江町長谷　山中郷　迫田屋上 1887/明治20年 山中上組 111

79 井戸君碑 江津市桜江町長谷　山中東　峠屋前 1887/明治20年
山中村下組

八戸内田尻組
111

80 泰雲院碑 江津市桜江町長谷勝地　松納屋横 1902/明治35年 勝地組中 112
81 井戸君追慕碑 江津市桜江町八戸　集会所 1908/明治41年 不明 112

※都治町中都治　円勝寺の碑は2003年ごろに撤去されている。
※松川町八神本田前の碑は、R261のガード外に台石の部分石がわずかに残存しているだけなので除外した。
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西暦/和暦
建 立 者

掲載
ﾍﾟｰｼﾞ

1 泰雲院殿碑 浜田市下有福町 K50沿い 1862/文久２年 不明 113
2 井戸君之碑 浜田市大金町 大年神社前・姉金公民館横 1859/安政６年 當 村 中 113
3 泰雲院 浜田市大金町　K50交差点 1914/大正３年 大 津 中 114
4 泰雲院 浜田市宇野町　市道三差路 2010/平成22年 宇野町再建委 114
5 井戸平左衛門正明顕彰碑 浜田市宇野町　河野氏宅横 2009/平成21年 河 野 氏 115
6 井戸平左エ門正朋塚 浜田市久代町荒相　太子堂前 1832/天保３年 荒 和 村 115
7 泰雲院殿義岳良忠大居士 浜田市久代町　浄土寺 1993/平成５年 久代自治会 116
8 泰雲院殿 浜田市国分町　国分寺跡入口 1859/安政６年 国 分 村 116
9 泰雲院殿 浜田市国分町唐鐘　忠魂碑横 1909/明治42年 唐鐘區中 117
10 不明 浜田市国分町　唐鐘公民館（安楽寺）横 不明 不明 118
11 泰雲院殿義岳良忠居士 浜田市下府町　光明寺 1936/昭和11年 下府村中 118
12 泰雲院義岳良忠大居士 浜田市上府町　三宅墓地 不明 不明 119
13 泰雲院殿之碑 浜田市長沢町４の２町内　地蔵堂横 1855/安政２年 不明 119
14 泰雲院殿 浜田市松原町　心覚院 不明 不明 120
15 井戸君之碑 浜田市天満町　今宮トンネル西 小公園 不明 不明 120
16 泰雲院殿 浜田市大辻町　寶福寺墓地 不明 不明 121
17 泰雲院殿墓 浜田市原井町　JRガード南 不明 不明 121
18 泰雲院殿 浜田市高佐町　大光ハイツ下 1857/安政４年 谷　　中 122
19 泰雲院殿 浜田市浅井町　交差点のお堂横 1856/安政３年 浅 井 村 122
20 泰雲院殿 浜田市黒川町　大石内科横 1862/文久２年 （世話人名あり） 123
21 井戸之碑 浜田市黒川町　高佐川放水路口 不明 不明 123
22 泰雲院殿之碑 浜田市後野町　地蔵堂横 1864/元治元年 上ヶ山組 124
23 不明 浜田市河内町　K179河内バス停東 不明 不明 124
24 不明 浜田市河内町　K179河内バス停東 不明 不明 124
25 不明 浜田市河内町　K179河内バス停東 不明 不明 124
26 泰雲院殿 浜田市相生町　足王神社横 1879/明治12年 不明 125
27 なし 浜田市相生町　岩崎橋たもと交差点 不明 不明 125
28 不明 浜田市野原町 １公民館裏広場 不明 不明 126
29 不明 浜田市野原町 １公民館裏広場 不明 不明 126
30 泰雲院殿 浜田市三階町下倉 1855/安政２年 下倉三郎右衛門 126
31 なし 浜田市三階町野地　小川氏宅前 不明 不明 127
32 なし 浜田市三階町　石見まちｾﾝ細谷分館後ろ 不明 不明 127
33 なし 浜田市三階町　２町内集会所下 不明 不明 128
34 泰雲院殿 浜田市三階町中東口　ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停横 1855/安政２年 不明 128
35 泰雲院殿 浜田市三階町東岡 長見6・7町内交差点 1863/文久３年 東ヲカ中 129
36 泰雲院殿 浜田市熱田町　福恩寺 不明 不明 129
37 なし 浜田市内田町 K34沿い 上内田バス停近く 不明 不明 130
38 なし 浜田市内村町　長福寺 不明 不明 130
39 なし 浜田市内村町　K304沿い　元善明寺 不明 不明 131
40 井戸正明卿之像 浜田市田橋町　金口氏墓地 1936/昭和11年 金口伊太郎 131
41 泰雲院殿義岳良忠大居士 浜田市田橋町東中 K304東　往還道広場 不明 不明 132
42 なし 浜田市田橋町　観音バス停南 不明 不明 132
43 なし 浜田市檪田原町　中櫟田原バス停 不明 不明 133
44 なし 浜田市櫟田原上　串崎氏宅入口道路法面 不明 不明 133
45 なし 浜田市横山町 なるなる会加工場前 不明 不明 134
46 なし 浜田市横山町　西集会所前 不明 不明 134
47 なし 浜田市内田町猪伏 道路沿い 不明 不明 135
48 泰雲院殿墓 浜田市内田町の熱田町、長浜町境の畑　　 1850/嘉永３年 内田村善太郎 135
49 泰雲院殿 浜田市長浜町　大元神社横 不明 不明 136
50 南無弘法大師 浜田市日脚町　ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ長寿の里横 1860/万延元年 不明 136
51 泰雲院殿 浜田市日脚町　浜田三中下ＪＲ沿い 1950/昭和25年 日脚区中 137
52 なし 浜田市西村町　地蔵堂前 不明 不明 137
53 井戸公頌徳碑 浜田市西村町　陽光台入口　蔵本氏宅横 1962/昭和37年 青 組 中 138
54 なし 浜田市西村町　R9のIC入口交差点北の畑 不明 不明 138
55 なし 浜田市西村町荒磯谷　R9登坂車線 不明 不明 139
56 なし 浜田市西村町荒磯谷　一町内集会所裏 不明 不明 139
57 なし 浜田市西村町荒磯谷　長見氏宅横 不明 不明 140
58 井戸公之碑 浜田市折居町　厳島神社 不明 不明 140
59 泰雲院殿 浜田市旭町後谷入口 不明 不明 141
60 なし 浜田市旭町丸原　元育苗センター前 不明 不明 141
61 泰雲院殿碑 浜田市旭町今市　満福寺 不明 不明 142
62 嘉恵碑 浜田市旭町木田白角　大元神社 1892/明治25年 白角谷中 142
63 泰雲院殿碑 浜田市旭町山ノ内　市道三差路 1892/明治25年 山之内惣連中 143
64 正明君之碑 浜田市旭町木田　旧小学校裏 1901/明治34年 不明 143
65 嘉恵碑 浜田市旭町木田　正蓮寺 1892/明治25年 木田村中 144
66 井戸正明君碑 浜田市旭町戸川　大元神社参道 1916/大正５年 戸 川 中 144
67 井戸正明君碑 浜田市旭町本郷　K50沿い 1889/明治22年 本郷有志者 145
68 泰雲院殿碑 浜田市旭町和田　和田八幡宮参道 1890/明治23年 和 田 中 145

 浜 田 市
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69 井戸正明碑 浜田市旭町重富　教員住宅入口 1890/明治23年 重 富 中 146
70 井戸泰雲院 浜田市旭町坂本　徳善寺前三差路 1892/明治25年 不明 146
71 井戸君之碑 浜田市旭町都川　林蔵寺東K5沿い 1891/明治24年 不明 147
72 井戸正明君碑 浜田市旭町岩畳　葛ケ谷バス停横 1890/明治23年 組内有志者 147
73 泰雲院殿 浜田市旭町来尾　棚田向い 不明 不明 148
74 井戸正明君碑 浜田市旭町越木　浜田道直下 1899/明治32年 越 木 中 148
75 井戸正明君霊 浜田市旭町市木中郡　森迫バス停 1898/明治31年 中郡・宮ノ地講中 149
76 井戸平左エ門 浜田市金城町水上谷　集会所先高手 不明 不明 149
77 なし 浜田市金城町七条　さざんか向い 不明 不明 150
78 なし 浜田市金城町新開　新開集会所 不明 不明 150
79 なし 浜田市金城町若林　R186沿い　蔦屋向い 不明 不明 151
80 泰雲院 浜田市金城町伊木 伊木バス停40m南 1913/大正２年 伊 木 区 151
81 井戸公之碑 浜田市金城町青原　なごみの里横 1915/大正４年 青原區中 152
82 泰雲院 浜田市金城町今田　永徳寺下 1926/大正15年 不明 152
83 泰雲院殿碑 浜田市金城町下来原吉留　八幡宮前の丘 1904/明治37年 不明 153
84 泰雲院殿碑 浜田市金城町下来原　上組集会所前 1904/明治37年 谷中有志 153

85 泰雲院殿塔 浜田市金城町下来原 金田集会所先400ｍ 1865/慶応元年
金田・吉富・長屋

上組・七町・坂原講中
154

86 なし 浜田市金城町下来原 下長屋集会所裏 不明 不明 154
87 泰雲院殿義岳良忠大居士 浜田市金城町上来原　農村公園 1891/明治24年 神藤兵治 155
88 泰雲院 浜田市金城町今福元谷 辻屋入口 1897/明治30年 山　　原 155
89 なし 浜田市金城町今福二タ村 二タ村集会所 不明 不明 156
90 なし 浜田市金城町今福皆合　安楽寺 不明 不明 156
91 なし 浜田市金城町上長屋JA施設近く十字路下 不明 不明 157
92 井戸正明碑 浜田市金城町上長屋　上長屋集会所南 1892/明治25年 不明 157
93 なし 浜田市金城町小瀬原　温泉入口バス停 不明 不明 158
94 泰雲院殿 浜田市金城町今福　久佐川集会所東 1907/明治40年 久佐川・中倉 158
95 なし 浜田市金城町久佐山根原　K114 T字路 不明 不明 159
96 不明 浜田市金城町小原谷　小原谷集会所向い 不明 不明 159
97 泰雲院殿碑 浜田市金城町美又 美又温泉向い K50沿 1894/明治27年 美 又 組 160
98 なし 浜田市金城町追原　植松集会所 不明 不明 160
99 なし 浜田市金城町入野 岡本氏宅100ｍ先法面 不明 不明 161
100 泰雲院殿碑 浜田市金城町入野　越沢集会所 1891/明治24年 當 谷 中 161
101 泰雲院 浜田市金城町追原　大元坂本谷十字路 1897/明治30年 當 谷 中 162

102 泰雲院殿義岳良忠居士 浜田市金城町追原　福原集会所向い 1897/明治30年
追原原組・大倉谷
平□組・板木谷組

162

103 泰雲院 浜田市金城町追原　大元集会所左上 1897/明治30年 追 原 組 163
104 芋代官碑 浜田市金城町追原 大元美又線無線塔向 不明 不明 163
105 井戸正明之碑 浜田市金城町小国柚根東　K52から東へ 1893/明治26年 不明 164
106 井戸正明碑 浜田市金城町小国上徳田　K114沿い 1903/明治36年 上徳田講中 164
107 井戸正明之碑 浜田市金城町小国徳田下　K52沿い 1898/明治31年 不明 165
108 井戸正明之碑 浜田市金城町小国　最中山神社横 1955/昭和30年 不明 165
109 なし 浜田市金城町小国 R186新小国橋の西 不明 不明 166
110 （家紋）井戸霊位 浜田市金城町波佐　R186沿いまちセン南 不明 不明 166
111 泰雲院殿之墓 浜田市弥栄町安城　畑 1897/明治30年 畑 組 中 167
112 なし 浜田市弥栄町安城　山賀　集会所上150ｍ 不明 不明 167
113 井戸碑 浜田市弥栄町高内　日高集会所 不明 不明 168
114 泰雲院殿義岳良忠大居士 浜田市弥栄町小坂　K179沿い（新碑） 1928/昭和３年 小板郷区中 168
115 不明（114の旧碑） 浜田市弥栄町小坂　K179沿い（旧碑） 不明 不明 169
116 なし 浜田市弥栄町西河内　六地蔵横 不明 不明 169
117 泰雲院殿之碑 浜田市弥栄町栃木　金岡集会所向い 1901/明治34年 不明 170
118 泰雲院殿墓 浜田市弥栄町六歩谷　集会所横 1859/安政６年 （世話人名あり） 170
119 井戸正明之碑 浜田市弥栄町門田　六地蔵横 1904/明治37年 當 村 中 171
120 井戸正明公之碑 浜田市弥栄町長安本郷　多目的広場上 1910/明治43年 （発起者名あり） 171
121 為泰雲院殿義岳良忠大居士位 浜田市弥栄町稲代　道路辻 1897/明治30年 （世話人名等あり） 172
122 井戸公之墓 浜田市弥栄町大坪　ハツラツ事業拠点下 1899/明治32年 不明 172
123 井戸公之墓 浜田市弥栄町安城　小角　興勝寺下 1897/明治30年 両 組 中 173
124 なし 浜田市弥栄町程原下 どんびき橋東道路沿 不明 不明 173
125 泰雲院殿義嶽良忠大居士 浜田市弥栄町程原下　六地蔵横 1898/明治31年 （主唱人名あり） 174
126 井戸公墓 浜田市弥栄町安城　横谷　旧道沿い 1897/明治30年 （発起人名あり） 174
127 泰雲院良忠居士 浜田市弥栄町安城 程原上　臼供養横 1919/大正８年 不明 175
128 （梵）泰雲院殿墓 浜田市弥栄町杵束西ノ郷　道路沿い 1896/明治29年 不明 175
129 泰雲院殿之碑 浜田市弥栄町杵束　仲三集会所 1899/明治32年 山賀連中 176
130 泰雲院殿碑 浜田市弥栄町杵束　下谷　集会所上 1896/明治29年 （発起人名あり） 176
131 不明 浜田市弥栄町杵束　仲三　道路沿い広場 1897/明治30年 不明 177
132 泰雲院殿之塚 浜田市弥栄町杵束　仲三　林道沿い 1894/明治27年 横川・谷連中 177
133 泰雲院殿之碑 浜田市弥栄町杵束　田野原下 1925/大正14年 （発起人名あり） 178
134 なし 浜田市弥栄町杵束　熊野山集会所横 不明 不明 178
135 梵字１文字 浜田市弥栄町杵束　田野原上 1899/明治32年 （世話人名あり） 179
136 井戸明府 浜田市三隅町今浦　旧道沿い 1931/昭和６年 今 浦 區 179
137 なし 浜田市三隅町東平原上 集会所近く 不明 不明 180
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138 なし 浜田市三隅町東平原上 中ノ原 柿園内 不明 不明 180
139 なし 浜田市三隅町東平原下 寺田平 不明 不明 181
140 なし 浜田市三隅町東平原下 宮ノ尾 旧里道沿 不明 不明 181
141 （句碑） 浜田市三隅町東平原　地蔵橋たもと 1979/昭和54年 美川句会 182
142 泰雲院殿碑 浜田市三隅町福浦 福浦集会所前 不明 不明 182
143 なし 浜田市三隅町古市場 上古市集会所 不明 不明 183
144 なし 浜田市三隅町古市場中組 山本家墓地 不明 不明 183
145 泰雲院殿 浜田市三隅町古市場　禮光寺 1948/昭和23年 門殿･下古市･古湊青年 184
146 なし 浜田市三隅町松原 川土手 不明 不明 184
147 なし 浜田市三隅町松原 川土手 不明 不明 185
148 井戸明府 浜田市三隅町中山 中山自治会館横 1912/明治45年 不明 185
149 なし 浜田市三隅町岡崎 三保第２水源地裏 不明 不明 186
150 なし 浜田市三隅町小野 洞明寺 不明 不明 186
151 泰雲院殿之碑 浜田市三隅町向野田　良忠寺 不明 不明 187
152 なし 浜田市三隅町下河内集会所 不明 不明 187
153 なし 浜田市三隅町向野田　元神社参道 不明 不明 188
154 不明 浜田市三隅町芦谷本谷　道路沿い 不明 不明 188
155 なし 浜田市三隅町井野諸谷　室谷との間の田 不明 不明 189
156 泰雲院殿碑 浜田市三隅町上今明　西川氏畑 1896/明治29年 上今明・金口組中 189
157 なし 浜田市三隅町下今明藤ケ瀬 不明 不明 190
158 なし 浜田市三隅町下今明大井出口 K304沿い 不明 不明 190
159 なし 浜田市三隅町下小原　徳泉寺北200ｍ 不明 不明 191
160 なし 浜田市三隅町芦谷下芦谷 旧里道沿い 不明 不明 191
161 なし 浜田市三隅町上小原柚ノ木 K304沿い 不明 不明 192
162 なし 浜田市三隅町下小原大下谷 不明 不明 192
163 井戸正明之碑 浜田市三隅町周布地　周布地集会所上 不明 不明 193
164 なし 浜田市三隅町井野大谷　神事場内 不明 不明 193
165 梵字１文字 浜田市三隅町久根郷　報恩寺 1856/安政３年 當 村 中 194
166 なし 浜田市三隅町井野下大口 山道沿い 不明 不明 194
167 泰雲院殿之墓 浜田市三隅町上大口 1903/明治36年 上大口若連中 195
168 なし 浜田市三隅町井野上小原小山 不明 不明 195
169 （梵）泰雲院殿之碑 浜田市三隅町黒沢的野 六地蔵堂 1929/昭和４年 不明 196
170 なし 浜田市三隅町黒沢長尾 不明 不明 196
171 なし 浜田市三隅町黒沢下古和　出合橋近く 不明 不明 197
172 なし 浜田市三隅町矢原　安楽寺参道法面 不明 不明 198
173 なし 浜田市三隅町矢原　松永牧場裏 不明 不明 198

※竹迫町 新正寺の碑は現存しない。
※西村町荒磯谷 長元氏宅横の碑は山陰道工事の際に消滅した。
※上府町 覚永寺前の碑ははS58の河川改修の際に粉砕。覚永寺の地蔵堂の礎石になった。
※佐野町 慈雲寺の碑は現地調査の結果、境内には存在しないことを確認。
※三隅町 釜田橋の碑は確認できていない。

1 なし 益田市金山町宇治　六地蔵近く 不明 不明 199
2 なし 益田市木部町釜口　旧山陰道鎌手峠 不明 不明 199
3 井戸正朋君頌徳碑 益田市木部町　R9沿い 不明 不明 200
4 泰雲院殿子孫榮 益田市木部町　R9沿い 不明 不明 200
5 泰雲院殿義岳良忠大居士 益田市遠田町井ノ迫　海岸道路 1892/明治25年 十方信者 201
6 （梵）泰雲院殿義岳良忠居 益田市元町吉田　延命寺 大師堂横 1947/昭和22年 不明 201
7 芋塚 益田市高津町　高津川土手 不明 不明 202
8 井戸正明殿碑 益田市小浜町　明圓寺 不明 （発起者名等あり） 202
9 井戸正明君之碑 益田市 高島　灯台への道沿い 1937/昭和12年 髙島婦人會 203
10 なし 益田市美都町小原堀　四つ山城址北登口 不明 不明 203
11 井戸正朋之碑 益田市美都町東仙道 元JA事務所前 不明 不明 204
12 泰雲院殿 益田市美都町丸茂下　大智寺 1909/明治42年 （願主名あり） 205
13 なし 益田市美都町丸茂　明正寺 不明 不明 205
14 泰雲院殿之碑 益田市美都町宇津川 K34沿い 新宮橋近く 1921/大正10年 不明 206
15 泰雲院殿之碑 益田市美都町板井川　神田橋近く 1923/大正12年 不明 206
16 なし 益田市美都町板井川 茶ノ木橋先道路沿い 不明 不明 207
17 南无阿弥陀佛　井戸正明君碑 益田市美都町長橋　祠内 1913/大正２年 河野升太 207
18 井戸平左エ門つか 益田市美都町宇津川横見　二ツ倉との境 不明 （発起人名あり） 208
19 なし 益田市美都町宇津川右田原　仏の峠 不明 不明 208
20 なし 益田市美都町宇津川右田原　中の原 不明 不明 209

1 泰雲院殿義岳良忠大居士 津和野町日原　丸立寺 1863/文久３年 不明 210

 益 田 市

 津和野町
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№ 碑　　　銘 場　　　所
建立年

西暦/和暦
建 立 者

掲載
ﾍﾟｰｼﾞ

1 嗟仁公井戸君碑 邑南町日和　上郷  K112沿い 1887/明治20年 （世話人名あり） 211
2 泰雲院殿義岳良忠大居士 邑南町日貫　山之内　K297沿い 1894/明治27年 山之内連中 211
3 井戸正明君碑 邑南町日貫　泊里K7沿い 1892/明治25年 泊里原・川下中 212
4 不明 邑南町日貫　東屋 不明 不明 212
5 井戸正明君 邑南町日貫　東屋横手 1917/大正６年 横手連中 213
6 泰雲院殿義岳良忠居士 邑南町日貫　宝光寺 1895/明治28年 不明 213
7 井戸明君 邑南町日貫　花の木 K295沿い 1890/明治23年 不明 214
8 井戸正明碑 邑南町日貫　福原 K295沿い 1917/大正６年 不明 214
9 井戸君 邑南町日貫　青笹下之段 1918/大正７年 下之谷連中 215
10 井戸君 邑南町日貫　青笹上之段 1917/大正６年 不明 215
11 井戸正明君 邑南町日貫　簾 K7南100ｍ 1892/明治25年 吉原組中 216
12 井戸正明君 邑南町矢上峠ノ原 小掛谷集会所 1898/明治31年 小掛谷中 216
13 井戸正明碑 邑南町矢上峠ノ原 小掛谷K7沿い 1899/明治32年 荻 原 中 217
14 井戸正明君之碑 邑南町矢上　諏訪神社参道 1921/大正10年 片平松□ 217
15 井戸君嘉恵碑 邑南町矢上　諏訪神社拝殿向い 1889/明治22年 當 村 中 218
16 井戸明府碑 邑南町中野　賀茂神社拝殿左手 1921/大正10年 中野村戸主會 218
17 泰雲院殿大居士石碑 邑南町中野　長円寺山門前 不明 不明 219
18 井戸正朋君碑 邑南町中野掛屋　道路沿い 1928/昭和３年 （世話人名等あり） 219
19 井戸正明君碑 邑南町井原上町　満行寺参道 1892/明治25年 村　　中 220
20 井戸正明墓 邑南町市木麦尾 集会所 1892/明治25年 麦 尾 中 221
21 井戸君碑 邑南町上田所中野原 旧道沿い 1911/明治44年 中ノ原・玉田 221
22 井戸君碑 邑南町上亀谷朝原 大歳神社 1897/明治30年 朝 原 中 222
23 井戸君碑 邑南町出羽　町道沿い 不明 不明 222
24 井戸公頌徳碑 邑南町原村　西福寺 1910/明治43年 和田・原村・上原 223
25 井戸明君碑 邑南町高見　高福寺 1899/明治32年 不明 223
26 井戸正明君 邑南町八色石 龍岩保養館 1918/大正７年 松島松次郎 224
27 井戸正明君碑 邑南町鱒渕馬野原上　集会所裏山 1914/大正３年 馬野原中 224

1 泰雲院殿義岳良忠大居士 川本町因原　児童公園入口 1887/明治20年 村　　中 225
2 泰雲院殿 川本町日向　丸谷産業横（新碑） 1912/大正元年 日向区・青年中 225
3 …………士 川本町日向　丸谷産業横（旧碑） 不明 不明 226
4 泰雲院殿碑 川本町中倉　芋殿さん公園 1933/昭和８年 （世話係名あり） 226
5 泰雲院殿 川本町市井原　全長寺下 不明 市井原組中 227
6 井戸君碑 川本町谷　大町氏宅横K31沿い 1897/明治30年 谷 組 中 227
7 井戸明府頌徳碑 川本町川本　法隆寺 1930/昭和５年 不明 228
8 井戸君之碑 川本町畑野　鶴ヶ城 1898/明治31年 當 村 中 228
9 井戸朙府碑 川本町木路原　元踏切沿い 1914/大正３年 木路原中 229
10 井戸明君碑 川本町久座仁　警察官舎下 1987/昭和62年 川下村有志者 229
11 泰雲院殿義岳良忠大居士 川本町谷戸　小笠原氏宅横 1954/昭和29年 谷戸区中 230
12 井明府之碑 川本町三島　龍源寺 1998/平成10年 三 嶋 中 230
13 井明府之碑 川本町木谷　木谷石塔横 2003/平成15年 當 村 中 231
14 泰雲院殿いもどのさん 川本町尾原　R261沿い 1954/昭和29年 不明 232
15 泰雲院殿義岳良忠居士 川本町木屋原　K32沿い 1852/嘉永５年 木屋原中 232
16 井戸正明之碑 川本町田原　K32沿い 1892/明治25年 當村筑紫原中 233
17 井戸君之碑 川本町三原　南部峠　集会所向い 1900/明治33年 當三原中 233
18 酬鴻澤 川本町田窪中石 K46沿い 1888/明治21年 中 石 中 234
19 井戸正明碑 川本町田窪堂庭　上石 1886/明治19年 當村上石中 235
20 井戸平左衛門正朋公之碑 川本町南佐木　K32沿い 泉石油向い 1977/昭和52年 南佐木一同 235
21 不明 川本町白地　K32沿い　大田市境 1885/明治18年 當 村 中 236
22 報遺徳 川本町湯谷上組 真光寺裏 1886/明治19年 湯谷村之上組中 236
23 泰雲院殿義岳良忠居士 川本町北佐木　石川氏宅横 不明 當 村 中 237
24 報遺勣 川本町湯谷　K187沿い中原橋たもと 1894/明治27年 湯谷本郷□中 237
25 井戸明府洪徳碑 川本町三俣　八幡宮 1856/安政３年 當 村 中 238
26 泰雲院殿碑 川本町笹畑　笹遊里入口交差点 1848/嘉永元年 笹 畑 中 239
27 井戸明□□ 川本町材木入口　小川沿い旧道 1848/嘉永元年 材 木 中 240
28 泰雲院殿義岳良忠居士 川本町馬野原　澤田氏宅下 不明 馬野原區中 240
29 井戸明府紀念碑 川本町川内　下谷氏宅裏山　川内旧道 1888/明治21年 川内村中 241
30 （台石のみ） 川本町半部　高良氏宅裏山 不明 不明 241
31 泰雲院殿義岳良忠居士 川本町多田　三宅氏墓地 不明 不明 242

 邑 南 町

 川 本 町
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№ 碑　　　銘 場　　　所
建立年

西暦/和暦
建 立 者

掲載
ﾍﾟｰｼﾞ

1 井戸正明之碑 美郷町沢谷 K166沿い 千原八幡宮 1887/明治20年 （世話人名等あり） 243
2 井戸明府碑 美郷町浜原 上川戸K166沿い 1892/明治25年 川戸上區中 243
3 井明府之碑 美郷町浜原 新町 桂根八幡宮参道 1893/明治26年 （世話人名等あり） 244
4 泰雲院儀岳良忠大居士 美郷町浜原 滝原地蔵畑 町道山側 1857/安政４年 （世話人名等あり） 244
5 井戸正明君之碑 美郷町浜原 信喜 町道山側 1914/大正３年 信喜区中 245
6 井戸君頌徳碑 美郷町粕淵 高畑土居上 大谷氏宅前 1923/大正12年 在郷軍人會高畑班 245
7 不明 美郷町君谷 志君 神田橋南の丘の上 不明 不明 246
8 泰雲院殿儀岳良忠居士 美郷町君谷 日焼畑 小林入口から100ｍ 1858/安政５年 惣森村中 246
9 泰雲院殿義岳良忠居士 美郷町君谷 小松地 銀山街道 1860/万延元年 小松地村中 247
10 泰雲院殿義岳良忠居士 美郷町君谷 堂ヶ鼻 大田市境K186沿い 1860/安政７年 枦谷村中 247
11 井戸明君碑 美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 1924/大正13年 久喜原區 248
12 泰雲院殿儀岳良忠居士 美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 1857/安政４年 （願主名あり） 248
13 なし 美郷町君谷 地頭所 K291から橋渡る 不明 不明 249
14 為井戸氏御菩提 美郷町君谷 志君 やなしお坂　中の休 不明 不明 249
15 井戸明府碑 美郷町吾郷 田水 田平氏宅前の道路沿い 1934/昭和９年 （発起人名あり） 250
16 井戸正明君碑 美郷町吾郷 堂山 奥野庵裏山 1917/大正６年 髙山区中 250
17 泰雲院殿義岳良忠居士 美郷町吾郷 越堂 旧道三差路小山上 1857/安政４年 當 村 中 251
18 泰雲院殿義岳良忠居士碑 美郷町吾郷 栗原 願泉寺境内 1934/昭和９年 村　　中 252
19 井戸明府碑 美郷町吾郷 江戸 町道山側 尾原屋敷内 1926/大正15年 尾 原 氏 252
20 井戸府君碑 美郷町吾郷 団地広場　吾郷集会所前 1886/明治19年 吾郷本郷区 253
21 泰…… 美郷町吾郷 堂平 奥山集会所前三差路 1857/安政４年 奥 山 村 253
22 泰雲院殿義岳良忠居士 美郷町大和潮 信喜橋上 斎木砂利工場脇 1861/万延２年 潮 村 中 254
23 井戸正明君之碑 美郷町大和都賀行 町道郷地区三差路 1902/明治35年 （企起人名等あり） 254
24 井戸明府 美郷町大和宮内 元小学校裏 町営住宅前 1922/大正11年 宮 内 中 255
25 泰運殿之碑 美郷町大和都賀本郷 本郷浄水場後 1884/明治17年 都賀本郷村中 255

1 泰雲院義岳良忠居士 出雲市多伎町　清龍寺 不明 不明 256
2 井戸明府碑 出雲市湖陵町大池　彌久賀神社 不明 村　　中 256
3 泰雲院殿 出雲市湖陵町板津　荒神社後 1873/明治６年 村　　内 257
4 泰雲院殿 出雲市湖陵町砂子　砂子会館 1854/嘉永７年 砂 子 中 257
5 泰雲院殿義岳良忠大居士 出雲市湖陵町差海　観音寺向い 2013/平成25年 差海区民一同 258
6 芋代官井戸平左エ門氏祀 出雲市西園町　長浜神社裏山 1960/昭和35年 （世話人名あり） 259
7 井戸神社 出雲市西園町　外園幸神社（境内社） 1999/平成11年 外 園 区 259

1 泰雲院殿 松江市福原町　長慶寺 1840/天保11年 不明 260
2 泰雲院殿 松江市上本庄町川部　元公民館前道路 不明 不明 260
3 泰雲院殿 松江市邑生町　邑生公会堂 不明 不明 261
4 泰雲院殿 松江市手角町　象田寺 1834/天保５年 不明 261
5 泰雲院殿芋元祖 松江市鹿島町御津　観潮寺 不明 若 連 中 262
6 泰雲院殿 松江市美保関町万原　地区学習会館前 不明 不明 262
7 泰雲院殿 松江市美保関町下宇部尾　元正法寺 不明 不明 263
8 泰雲院殿 松江市美保関町森山　萬福寺 1834/天保５年 當 村 中 263
9 泰雲院殿 松江市美保関町福浦　源正寺 1836/天保７年 村　　中 264
10 泰雲院殿 松江市美保関町長浜 学習供用施設向い 不明 男鹿・長浜 264
11 泰雲院殿義岳良忠大居士 松江市美保関町海崎　K2沿 不明 不明 265
12 泰雲院 松江市美保関町才浦　集会所前 不明 不明 265
13 泰雲院殿 松江市美保関町軽尾　港入口東側 不明 村　　中 266
14 泰雲院殿 松江市美保関町雲津　覚源寺 不明 村　　中 266
15 泰雲院殿 松江市美保関町諸喰　明音寺 1838/天保９年 不明 267
16 泰雲院殿 松江市美保関町法田　観音堂 1864/文久４年 不明 267
17 泰雲院殿 松江市美保関町七類　大日堂 不明 不明 268
18 泰雲院殿 松江市美保関町惣津　阿弥陀堂 不明 不明 268
19 泰雲院殿 松江市美保関町笹子　山上　忠魂碑横 1916/大正５年 不明 269
20 泰雲院殿 松江市美保関町片江　長寿寺 1829/文政12年 不明 269
21 泰雲院殿 松江市美保関町菅浦　現種院 1836/天保７年 當 邑 中 270
22 泰雲□□□岳良忠大居士 松江市美保関町稲積　稲積橋東 1836/天保７年 （年寄役名等あり） 270
23 泰雲院殿 松江市美保関町北浦　北禅寺 不明 不明 271
24 泰雲院殿義岳良忠大居士 松江市美保関町笠浦　元地蔵堂 不明 不明 271
25 泰雲院殿義岳良忠大居士 松江市島根町野井　お堂前 不明 不明 272
26 泰雲院殿 松江市島根町瀬崎　集落上お堂下 1852/嘉永５年 不明 272
27 泰雲院殿 松江市島根町野波　小波地区小広場 不明 不明 273
28 泰雲院殿 松江市島根町多古　多古庵前 1838/天保９年 不明 273
29 泰雲院殿 松江市島根町沖泊　阿弥陀堂横 1838/天保９年 不明 274

 松 江 市

 美 郷 町

 出 雲 市

※美郷町銀山街道を護る会調査の№1沢谷九日市貝の平の碑は水害で流失し現存しないので掲載しなかった。
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30 泰雲院殿 松江市島根町野波　ＪＡ裏　交差点 1851/嘉永４年 若 連 中 274
31 泰雲院殿 松江市八束町馬渡　いこいセンター後 1835/天保６年 不明 275
32 泰雲院殿義岳良忠大居士 松江市八束町江島　老人集会所横 不明 不明 275
33 泰雲院殿義岳良忠居士 松江市八束町亀尻　お堂（法福寺）向い 1836/天保７年 （年寄名等あり） 276
34 不明 松江市八束町遅江　お堂（海禅寺）前 不明 不明 276
35 泰雲院殿 松江市八束町寺津　お堂横 不明 不明 277
36 泰雲院殿碑 松江市八束町二子　二松睦会館 2011/平成23年 不明 277
37 泰雲院殿 松江市八束町入江　児童公園 1835/天保６年 組　　中 278
38 泰雲院殿 松江市八束町波入　お堂（円通寺） 1835/天保６年 （年寄名等あり） 278

※　美保関町千酌と島根町楡木の碑は現存しないことを確認した。

1 井戸平左…… 知夫村多沢　お堂裏手 不明 不明 279
2 井戸平左衛門正明□□ 知夫村郡　一宮神社参道階段右手 不明 不明 279
3 井戸平左衛門正明灵代 知夫村大江　お堂左手 不明 大江村中 280
4 井戸平左衛門正明霊代 知夫村仁夫　お堂右手 不明 村　　中 280
5 泰……… 知夫村古海　愛宕神社境内（拝殿左手） 不明 不明 281

1 泰雲院殿義岳良忠大居士碑 西ノ島町宇賀　県道沿い　倉ノ谷との境 1980/昭和55年 宇賀・倉ノ谷 281
2 (梵)泰雲院殿儀岳良忠居士 西ノ島町物井　大日堂前 不明 不明 282
3 (梵)泰雲院殿義岳良忠大居士□□位 ／ 西ノ島町別府 黒木天皇山下 不明 村　　中 282
4 (梵)泰雲院殿儀…… 西ノ島町美田尻　美田尻堂横 不明 （世話人名あり） 283
5 泰雲院殿義岳良忠大居士 西ノ島町大津　長福寺墓地入口左手 1881/明治14年 村　　中 283
6 なし 西ノ島町小向　木村家裏旧道沿い山側 不明 不明 284
7 泰雲院義岳良忠居士 西ノ島町船越　運河沿い道路横 1971/昭和46年 船 越 区 284
8 泰雲□□塚 西ノ島町本郷　専念寺参道右手 1886/明治19年 不明 285
9 甘藷代官之碑 西ノ島町赤之江　共同墓地海側の端 1919/大正８年 不明 285

1 井戸平左エ門正明神霊 海士町豊田入口　県道沿い地蔵堂横 不明 不明 286
2 伊藤平左エ門神灵 海士町保々見　清水寺下の池畔 1886/明治19年 當 村 中 286

1 真砂神 境港市渡町下　とんど場 1833/天保４年 不明 287
2 泰雲院殿 境港市馬場崎町　光祐寺 1838/天保９年 不明 287
3 泰雲院殿 境港市外江町　補岩寺 1839/天保10年 村　　中 288
4 泰雲院殿義岳良忠大居士 境港市財ノ木町　文化会館 1865/慶応元年 不明 288
5 泰雲院殿義岳良忠居士 境港市麦垣町　永井家墓地 不明 不明 289
6 泰雲院殿義岳良忠大居士 境港市麦垣町　麦垣神社 不明 不明 289
7 不明 境港市中野町　村田家墓地　 不明 不明 290

1 泰雲院展義岳良忠大居士 米子市葭津町　元任宗寺前 1891/明治24年 葭津村中 291
2 泰雲院殿義岳良忠大居士 米子市和田町　雲泉寺 1832/天保３年 村　　中 291
3 井戸正朙大人碑 米子市富益町　富益神社 1908/明治41年 村　　中 292
4 泰雲院殿義岳良忠大居士 米子市夜見町　迎接院 不明 （世話人名あり） 292

1 泰雲院殿義岳良忠居士 鳥取市青谷町灘町　共同墓地入口 1856/安政３年 （世話人名あり） 293

1 泰雲院殿儀岳良忠大居士 尾道市因島洲江町　正善寺境内 1863/文久３年 當村世話人中 294

1 泰雲院義岳良忠居士（墓） 笠岡市笠岡町　威徳寺 不明 不明 295
2 井戸明府碑 笠岡市笠岡町　井戸公園 1944/昭和19年 岩瀬　亮 295
3 井戸代官終焉之地 笠岡市笠岡町　笠岡小学校　貫閲講堂前 1952/昭和27年 事蹟保存会 296
4 井戸明府碑 笠岡市カブト南町　道の駅ベイファーム 2011/平成23年 鳴本石材 297

 鳥 取 市（鳥取県）

 尾 道 市（広島県）

 笠 岡 市（岡山県）

 知 夫 村

 西ノ島町

 海 士 町

 境 港 市（鳥取県）

 米 子 市（鳥取県）
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建立年代の分布 

 

 

 

 

 建立年代の構成比は上記のとおりとなる。最古の碑は江津市№14 松川町太田で文化４年（1807）。井

戸公没後 74年後だ。次いで同№10浅利町椽で文化７年、３番目が同№06後地町波来浜で文化９年、そ

して同№15松川町上河戸（文化 15年）、同№26江津町と続き、ここまですべて江津市で、６番目にやっ

と大田市№16 波根町（文政３年／1820）となる。ただ、これはあくまでも建立年が分かるもののうち、

であって、208基もある「建立年不明」の中にもっと古いものがあるのかもしれない。 

 逆に、新しいものは江津市№34嘉久志町の令和元年（2019）、次いで出雲市№５湖陵町差海の平成 25

年（2013）となるが、平成以降ではほとんどが再建になるので、新設で最も新しいのは笠岡市№４カブ

ト南町の道の駅ベイファームの碑（平成 23年／2011）となる。 

 サツマイモを主食代わりに食べるということがなくなって久しく、今後井戸公碑の再建は難しくなっ

ていくと思われるが、そんな中でも今でも各地で再建、新設されているのは意義深いことだ。 

 

石碑の高さの分布 

 石碑の高さは、碑石だけの高さでは最も高いものが笠岡市№２笠岡町の井戸公園の 351㌢が唯一３㍍

を超す大きさで、最も低いものは益田市№４木部町の「泰雲院殿子孫榮」で 28㌢。ただこれは隣の№３

の碑と親子碑になっているので、単独の碑として最も低いのは浜田市№６久代町荒相の 40 ㌢となる。

この碑はたまたま浜田市で最も古く、天保３年（1832）建立の碑だ。 

 総高さで最も高いのはやはり笠岡市№２笠岡町の井戸公園の 508㌢。これは本当に大きい。この冊子

の表紙でも紹介しているが、現地でみるとかなりの迫力だ。次いで江津市№１黒松町（423㌢）、大田市

№71温泉津町厳島神社（422㌢）と続く。最も低いのはやはり浜田市№６久代町荒相の 58㌢である。 

 

大正 36基 6.7％ 

 江戸 97基 
18.2％ 

明治132基 
24.8％ 

昭和～ 
60基 

11.3％ 
建立年不明208基 39.0％ 

市町村別の分布 

グラフ右の数字は、令和２年度

に石見銀山基金調査を始める

前の数との比較（計＋40基） 
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石碑の型による分布 

 頌徳碑には石を四角柱に加工した墓石型と、自然石をそのまま（または碑文面のみを加工したもの）

使った自然石型がある。井戸神社のような建物、祠、立像などを除く 524基を比較すると、墓石型が 151

基（28.8％）、自然石型が 373基（71.2％）と自然石型が圧倒的に多く、墓石型が過半数を占めるのは大

田市（52.2％）、江津市（51.9％）などで、地域性がある。 

 

碑銘の類型による分布 

 

 

 

 

 碑銘には姓名の一部を彫った「井戸系」、法名の泰雲院義岳良忠居士からとった「泰雲院系」、それ以

外の「嘉恵碑」「寿真碑」などの３種類がある。碑銘がないものもかなりあるので、この３種類の合計か

ら比率を出すと、井戸系が 40.3％、泰雲院系が 54.5％と、泰雲院系が過半数を占める。 

 「井戸系」が多いのは邑南町（23基 85.2％）、美郷町（13基 52.0％）大田市（46基 47.9％）。興味深

いのは隠岐島前で知夫村は５基中４基、海士町は２基全部が井戸系なのに対して、その間にある西ノ島

町は９基中７基が泰雲院系である。西ノ島町の残り２基は「甘薯代官」「なし」なのでほぼ 100％が泰雲

院系となっている。 

 「泰雲院系」の中には、「泰雲院」の後に「殿」、「居士」の前に「大」を加えたものも多い。 
 

  

現地調査は、基本的に過去に 465基を踏査された、大田市川合町の宮本豊さんの資料にそって進 

めた。宮本資料には大まかな住所と簡単な手書きの付近見取り図があり、それで碑が見つかること 

もあったが、たどりつけないケースも多かった。 

そんなときに大きな力になったのは、令和２年度の郵便による照会調査だった。回答の中には現 

地に行って調査した結果を、写真や地図付きで回答していただいたものもあったので、その結果を 

元に、遠慮なしに教育委員会や公民館等、個人を訪ねて、碑の場所を教えていただいた。そういう 

市町村では、井戸公碑が身近な存在であることが多く、市町村誌に記述があったり、江津市の「石 

見潟」、川本町の「芋殿さんの碑」のように、市町村内の井戸公碑をまとめた資料がある市町村もあ 

って、それを糸口に各施設を訪ねると次々に広がっていったこともあった。 

教育委員会と公民館等にはずいぶん助けていただいた。そこで分からない場合でも、詳しい方を 

紹介していただいて、その方に教えていただいたり、同行していただくこともあった。そういう皆 

さんの力がなければ、たった２年間で約 400基の調査ができなかったと思うし、土地勘のない場所 

でいただいたご親切は身に沁みてありがたかった。改めて皆さんに心から感謝したい。 

533基の調査をまとめることができたのは、お力を貸していただいた皆さんとの協働作業だった 

のだと、いまつくづく思い出している。         （大田市文化協会 井戸公碑調査団） 
 

【現地調査の参考にさせていただいた資料】「井戸公碑巡拝」宮本豊（昭和 50年～平成１８年）／「井戸平

左衛門正明公頌徳碑大田市内分布マップ」 大田ロータリークラブ（平成 24年）／「大田碑石散歩」三谷晃（昭和

52年）／「芋代官頌徳碑調査資料」黒河邦之（昭和 57年）／「石見潟第７号」江津市文化財研究会（昭和 56年）

／「桜江の碑と野の仏」桜江碑を探る会（平成 12年）／「那賀・浜田の泰雲院殿碑を巡拝して」河田竹夫（昭和

59-61年浜田市文化財愛護会「亀山」誌第 11-13号に連載）／「芋殿さんの碑」川本町歴史研究会（平成２年）

／「美郷町内井戸平左衛門正明公頌徳碑資料集」美郷町銀山街道を護る会（平成 24年）／「芋地蔵さん拝観Ｍ

ＡＰ」浜田市弥栄支所産業課（平成 23年）／「美保関町の芋地蔵さん」美保関町永田公夫（令和２年）ほか 

 井戸系 171基 
32.1％ 

泰雲院系 231基 
43.3 

その他 22基 4.1％ 

地元の皆さんのお力なしには完了しなかった現地調査 

不明など 
109基 
20.4％ 
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【大田市０１】大田市大田町加土 法蔵寺 井戸明府之碑 

所在地 大田市大田町加土 法蔵寺本堂左 

北緯３５°１１′４０．０６″／東経１３２°３０′５３．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市０２】大田市大田町宮島 大願寺 井戸正朋碑 

所在地 大田市大田町宮島 大願寺山門前 

北緯３５°１１′２２．６５″／東経１３２°３０′１９．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

写 真 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 113/幅 42/奥行 33 
台石１段目 
高さ 47/幅 86/奥行 65 

台石２段目（石組） 
高さ110/幅140/奥行135 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
） 

【
建
立
者
】
加
土
区
民
一
同 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑(

右
に) 

日
城
謹
書(

左
に)

加
土
区
民
一
同 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
三
年
十
月
十
五
日 

［
碑
石
左
面
］
日
城
代
／
西
本
豊
蔵
／

有
藤
東
蔵
／
山
本
平
吉
／
松
本
勘

造
／
□
□
□
□ 

［
碑
石
裏
面
］
□
□
／
七
十
一
老
／
世

は
か
わ
り
／
□
□
□
れ
中
の
□
□

り
／
は
□
□
□
／
き
み
の
み
□
□

□
／
□
□
し
か
わ
ら
じ 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
石
は
表
面
が
粗
く
、
や
せ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て「
井
戸
明
府
之
碑
」
以
外

の
文
字
は
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
表

記
は「
大
田
碑
石
散
歩
」（
三
谷
晃
／

昭
和
52
年
）
を
転
記
し
た
。
不
安
定

に
見
え
る
が
、
２
０
１
８
年
の
島
根
県

西
部
地
震
で
も
無
事
だ
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ116/幅83/奥行53 
台石１段目 
 高さ30/幅120/奥行95 

台石２段目 
 高さ27/幅153/奥行136 
 

【
建
立
年
】
明
治
28
年
（
１
８
９
５
） 

【
建
立
者
】
世
話
人
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
碑 

［
碑
石
後
面
］（
右
下
）
小
谷
梅
吉
／
外

世
話
人
中
（
中
央
）
享
保
十
八
丑
年

五
月
二
十
六
日
／
當
山
十
四
世
嚴

誉
代
／
明
治
廿
八
年
十
一
月 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
田
町
の
本
通
り
の
１
本
西
側
の

道
路
沿
い
に
４
寺
院
が
並
ん
で
い

る
が
、
北
か
ら
２
番
目
が
大
願
寺
。 

碑
は
石
段
を
上
が
っ
た
右
手
に
立

つ
。
碑
石
は
卵
型
の
自
然
石
。
前
の

植
木
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で

真
正
面
か
ら
は
見
え
な
い
が
、
碑
石

の
表
面
も
裏
面
も
文
字
は
は
っ
き

り
と
読
め
る
。
碑
銘
は
「
正
明
」
で

な
く
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
数
派

の
「
正
朋
」
を
採
用
し
て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 
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【大田市０３】大田市大田町蛭子 明善寺 井戸正朋公碑 

所在地 大田市大田町蛭子 明善寺車参道右手 

北緯３５°１１′２０．７１″／東経１３２°３０′２２．１１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

【大田市０４】大田市川合町鶴府 湯川氏宅横 井明府追念 

所在地 大田市川合町鶴府 湯川氏宅南側の丘の上 地蔵堂の隣 

北緯３５°０７′３１.９２″／東経１３２°３２′３０．１０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
追
念 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

硬
そ
う
に
な
い
自
然
石
だ
が
、
環
境

が
い
い
の
か
、
剥
落
な
ど
は
な
い
。 

大
邑
農
道
の
東
側
、
湯
川
氏
宅
の
南

側
の
丘
の
上
に
あ
る
。
細
い
歩
道
は

草
刈
り
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
の
ち

ょ
っ
と
し
た
広
場
に
地
蔵
と
と
も

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
昔
は
人
の
行

き
来
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
今
は
広

場
の
奥
は
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
井
戸
公
碑
と
地

蔵
に
お
参
り
す
る
た
め
だ
け
の
た

め
に
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
碑
の
前
に
は
線
香
立
て
と
花

立
て
が
あ
っ
た
。 

 

ほ
か
に
文
字
は
な
い
が
、
「
井
明

府
追
念
」
と
い
う
ほ
か
に
は
あ
ま
り

な
い
大
き
な
碑
銘
の
文
字
（
№
08
に

あ
り
）
に
、 

地
域
の
皆
さ 

ん
の
思
い
が 

込
め
ら
れ
て 

い
る
よ
う
に 

見
え
る
。 

 

  （
調
査
日
２
０ 

２
０
年
４
月 

17
日
） 

            （単位：ｃｍ） 
碑石  
高さ 195/幅 105/奥行 47 

台石１段目 
高さ 54/幅 146/奥行 99 

台石２段目 
高さ 32/幅 297/奥行 150 

【
建
立
年
】
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
） 

【
建
立
者
】
世
話
人 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
公
碑
／
勧
学

源
哲
勝
書
㊞
㊞ 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
丗
年
五
月
世
話
人

建
之
／
竹
葉
昇
平
／
岩
倉
富
造
／

熊
谷
誠
之
助
／
深
田
勘
助 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
願
寺
か
ら
約
１
３
０
㍍
南
に
あ

る
明
善
寺
。
車
の
参
道
の
カ
ー
ブ
の

外
側
を
庭
の
よ
う
に
整
備
し
て
、
真

ん
中
に
井
戸
公
碑
を
配
置
。 

こ
の
碑
は
、
門
信
徒
の
皆
さ
ん
が
、

「
昔
は
芋
法
事
が
あ
っ
た
が
、
戦
後

は
営
む
寺
も
少
な
く
な
っ
た
。
せ
め

て
石
碑
で
も
建
て
よ
う
」
と
提
案
さ

れ
て
実
現
し
た
と
い
う
。
巨
石
と
い

っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
大
き
な
碑
石

だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ124/幅80/奥行28 
台石１段目 
 高さ27/幅130/奥行85 

台石２段目 
 高さ28/幅150/奥行139 
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【大田市０５】大田市川合町南 浄教寺 井戸明府紀念碑 

所在地 大田市川合町南 浄教寺境内（物部神社近く、川合保育園前） 

北緯３５°０９′１１．５３″／東経１３２°３０′４６．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市０６】大田市川合町吉永下 建功寺 無縁墓地 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市川合町吉永下 建功寺 無縁墓地 

北緯３５°１０′２２．４９″／東経１３２°３０′３４．００″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

写 真 

碑石 高さ 155/幅 61/奥行 33 
台石１段目（猫足） 
高さ 37/幅 95/奥行 64 

台石２段目 
高さ 33/幅 125/奥行 95 

台石３段目 
  高さ 37/幅 158/奥行 127 
台石４段目 
  高さ 12/幅 181/奥行 150 
 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
川
合
村 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
紀
念
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
二
十
年
十
一
月
建

之
［
一
段
目
台
石
前
面
］
川
合
村
［
二

段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
岩
谷
勝

吉
／
原
田
吉
十
郎
／
三
浦
幾
太
郎

／
祭
田
柳
七
［
三
段
目
台
石
前
面
］

岩
﨑
盛
郎
／
三
ツ
田
政
七
／
岡
本

啓
市
／
松
本
只
八
／
那
須
喜
八
／

坂
本
惣
十
／
松
井
文
四
郎
／
右
田

儀
七
／
森
脇
善
助
／
松
本
亀
市
／

松
本
彌
市
／
藤
本
米
作 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
紀
」
の
文
字
を
使
っ
た
「
紀
念
碑
」

は
珍
し
い
。
福
光
石
だ
が
傷
み
は
少

な
く
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
。
台
石

の
文
字
も
読
み
や
す
い
。
約
10
年
前

に
有
志
が
修
理
さ
れ
た
と
い
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ99/幅40/奥行22 
 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
宮
本
調
査
） 

［
碑
石
右
面
］
当
山
十
三
世
黒
牛
代 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
二
年
五
月 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

碑
が
傷
ん
だ
た
め
、
台
石
を
埋
め
て

碑
石
だ
け
を
無
縁
墓
地
に
残
し
た
。

碑
石
前
面
の
文
字
は
今
で
は
全
く

読
め
な
い
が
、
宮
本
調
査
を
生
か
し

た
。
碑
の
幅
が
40
㌢
あ
る
の
で
、
当

初
は
台
石
を
含
め
る
と
比
較
的
大

き
い
方
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
今

の
う
ち
に
井
戸
公
碑
を
訪
ね
て
写

真
に
残
し
て
お
か
な
く
て
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
宮
本
氏
が
決
意

さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
碑
の
よ
う
に

崩
れ
て
し
ま
う
井
戸
公
碑
が
今
後

次
第
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

 

宮本豊氏の自宅近くにあり、氏が井戸公
碑調査を始めるきっかけとなった碑。無
縁墓地の奥のほぼ中央、五輪塔の隣に安
置されている。 
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【大田市０７】大田市三瓶町池田野畑 なし 

所在地 大田市三瓶町池田野畑（野畑のソリガ市の西、字ジャガ市地内の野畑～槙原への旧道（赤道） 

北緯３５°０８′３７．４２″／東経１３２°３３′２３．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

0  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市０８】大田市三瓶町小屋原 徳善寺向い 井明府追念 

所在地 大田市三瓶町小屋原 徳善寺向い 

北緯３５°０９′１６．５６″／東経１３２°３５′３６．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 93/幅 48/奥行 20 
台石１段目 
高さ 20/幅 53/奥行 33 

台石２段目 
高さ 9/幅 78/奥行不明 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
全
面
］
刻
字
の
全
く
な

い
自
然
石 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

三
瓶
町
池
田
の
中
村
和
平
氏
の
調

査
で
、
場
所
と
、
碑
石
が
倒
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
現
地
調

査
で
確
認
し
た
。 

中
村
氏
の
調
査
票
に
は
「
伐
採
木
搬

出
の
際
、
架
線
の
振
動
に
よ
り
倒
伏

し
た
」
と
あ
る
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
作

成
し
て
み
る
と
、
中
村
氏
の
復
元
想

定
図
と
ほ
ぼ
同
様
の
写
真
に
な
っ

た
。 

隣
に
あ
っ
た
地
蔵
本
体
は
ど
な
た

か
が
ほ
か
の
場
所
に
移
動
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

現
在
は
山
の
中
だ
が
、
以
前
は
碑
の

下
に
道
が
あ
り
、 

人
が
行
き
来
し
て 

い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
１
９ 

年
３
月
26
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ128/幅37/奥行27 
台石１段目 
 高さ23/幅64/奥行55 

台石２段目 
 高さ29/幅98/奥行88 

台石3段目 
 高さ13/幅137/奥行141 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
追
念 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
二
年 

［
碑
石
左
面
］
己
牛
十
一
月
五
日
是
調 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
和
田

森
太
郎
／
田
中
武
七
／
松
本
円
四

郎
／
吉
志
友
四
郎
／
太
田
文
太
郎

／
山
下
竹
市
／
住
田
長
市
／
平
井

兼
太
郎
／
松
尾
與
市
／
岩
田
亀
吉 

［
同
左
面
］
石
工
／
墨
田
惣
市
／
吉
志

久
市
／
森
次
挊
市
／
松
尾
米
市
／

多
根
村
／
林
喜
作
／
大
谷
亀
五
郎

／
森
山
為
助
［
同
右
面
］
村
中
寄
附

／
一
金
五
十
銭
／
熊
谷
吉
二
郎
／

一
金
五
十
銭
／
月
森
傳
十 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
に
傷
み
は
な
く
、
台
石
の
文
字
も

読
め
る
。「
井
明
府
追
念
」
と
い
う
碑

銘
も
珍
し
い
（
№
04
に
あ
り
）
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

  

台石 
↓ 

斜面下に倒れた碑石 
全体像のコラージュ 

↑ 
池田ラジウム鉱泉 
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【大田市０９】大田市三瓶町志学東上山 専勝寺 井戸正明公碑 

所在地 大田市三瓶町志学東上山 専勝寺参道入口 

北緯３５°０６′２０．００″／東経１３２°３９′２５．６４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１０】大田市三瓶町多根 宝陀寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市三瓶町多根 宝陀寺参道入口 

北緯３５°１０′１５．６１″／東経１３２°３５′５５．７０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 136/幅 75/奥行 50 
台石１段目 
高さ 38/幅 106/奥行 89 

台石２段目 
高さ 41/幅 140/奥行 125 

【
建
立
年
】
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
） 

【
建
立
者
】
佐
比
賣
村
青
年
団
上
山
支

部 
［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
公
碑 

［
同
右
面
下
部
］
大
田
町
石
工
／
政
所

要
二
郎 

［
同
左
面
下
部
］
当
山
十
五
世
住
職
敬

書 

［
同
後
面
］
昭
和
六
年
七
月
／
佐
比
賣

村
青
年
団
／
上
山
支
部 

［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

専
勝
寺
の
参
道
入
口
左
手
に
あ
る
。

調
査
の
日
は
４
月
17
日
だ
っ
た
が
、

碑
の
後
ろ
の
桜
が
満
開
で
、
山
門
、

本
堂
を
バ
ッ
ク
に
、
美
し
い
風
景
だ

っ
た
。
自
然
石
だ
が
、
正
面
以
外
の

文
字
は
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
た
。

軟
ら
か
い
石
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

台
石
も
角
か
ら
傷
ん
で
き
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

碑石 高さ165/幅70/奥行27 
台石１段目 
 高さ18/幅76/奥行49 

台石２段目 
 高さ24/幅99/奥行73 

台石3段目 
 高さ20/幅126/奥行105 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
多
根
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
多
根
中 

［
同
右
面
］
發
起
／
寶
陀
寺
／
西
善
寺

／
森
山
覚
五
郎
／
林
藤
十
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

寺
に
入
る
左
手
に
１
段
高
い
場
所

を
作
り
、
一
畑
薬
師
の
碑
な
ど
と
と

も
に
立
っ
て
い
る
。
前
か
ら
見
る

と
、
す
ら
り
と
し
た
三
角
形
の
碑
石

の
形
が
珍
し
い
。
茶
色
っ
ぽ
い
石

で
、
堅
い
素
材
の
よ
う
に
見
え
、
傷

み
は
な
い
。
台
石
の
文
字
も
は
っ
き

り
読
め
る
。
建
立
年
が
な
い
の
が
惜

し
い
。
参
道
に
入
っ
て
す
ぐ
の
場
所

に
あ
る
こ
の
碑
に
手
を
合
わ
せ
た

後
、
寺
に
参
っ
て
い
た
村
人
の
姿
が

想
像
で
き
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 
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【大田市１１】大田市三瓶町野城 円城寺下 井戸明府碑 

所在地 大田市三瓶町野城 円城寺下 三瓶ダム近くから円城寺に上がる道路沿い 

北緯３５°１０′２５．９６″／東経１３２°３４′０８．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１２】大田市富山町高原 松林寺 芋代官頌徳碑 

所在地 大田市富山町山中高原 松林寺参道入口（県道から参道に入ってすぐ右手） 

北緯３５°１２′５４．４６″／東経１３２°３４′１６．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 91/幅 57/奥行 33 
台石１段目 
高さ 14/幅 64/奥行 67 

台石２段目（石組） 
高さ 86/幅 155/奥行 157 

【
建
立
年
】
明
治
18
年
（
１
８
８
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑 

ほ
か
に
文
字
は
読
め
な
い
（
建
立
年

は
宮
本
調
査
に
よ
る
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
調
査
に
よ
る
と
三
瓶
町
野
城

の
香
勝
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
石
碑
の
表
記
、
大
き
さ
が
同

じ
こ
と
か
ら
、
三
瓶
ダ
ム
の
建
設
に

伴
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
同
寺
か
ら

移
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の

場
所
は
県
道
か
ら
円
城
寺
に
上
が

る
道
の
途
中
の
右
カ
ー
ブ
の
外
側

に
平
地
を
作
り
、「
媼
石
翁
石
の
標
」

な
ど
と
と
も
に
、
比
較
的
き
れ
い
に

手
入
れ
さ
れ
た
状
態
で
立
っ
て
い

る
。
香
勝
寺
の
碑
に
は
３
段
の
台
石

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
１
段
目
の
下

に
石
組
の
台
石
が
組
ま
れ
て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ119/幅65/奥行41 
台石１段目 
 高さ27/幅125/奥行63 

台石２段目（石組） 
 高さ98/幅190/奥行110 
 

【
建
立
年
】
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
富
山
町
内
中 

［
碑
石
前
面
］
芋
代
官
頌
徳
碑
（
左
に
）

昭
和
四
十
八
年
春
再
建 

松
林
寺

十
六
世
珠
禅
書 

［
碑
石
右
面
］
碑
石
寄
附
者 

島
林
金

作
／
設
計
施
工 

林
和
吉
／
賛
助 

富
山
町
内
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］
県
道
か
ら
松
林
寺
ま

で
の
、
直
線
で
長
い
坂
道
の
参
道
に

入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
た
め

県
道
か
ら
よ
く
目
立
っ
て
い
る
。 

非
常
に
硬
い
、
表
面
を
鏡
面
状
に
加

工
し
た
自
然
石
。 

 

再
建
に
あ
た
り
、
珠
禅
住
職
は
「
芋

代
官
井
戸
平
左
衛
門
正
明
略
伝
」
を

著
し
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日 

撮
影
は
２
０
１
４
年
９
月
７
日
） 
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【大田市１３】大田市富山町本郷 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市富山町山中本郷 道路沿い地蔵堂隣 

北緯３５°１２′３０．８７″／東経１３２°３４′５１．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１４】大田市朝山町朝倉 朝倉彦命神社 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 大田市朝山町朝倉 朝倉彦命神社境内 本殿左手 

北緯３５°１４′５６．１４″／東経１３２°３３′５４．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 131/幅 40/奥行 45 
台石１段目 
高さ 33/幅 71/奥行 75 

台石２段目 
高さ 36/幅 110/奥行 80 

【
建
立
年
】
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
旹
享
保
十
八
丑
年
五
月

二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
一
段
目
台
石
正
面
］
村
中 

［
同
右
面
］
石
工
林
蔵
／
弘
化
／
四
年

／
未
八
月 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
沿
い
山
手
の
１
段
高
い
と
こ

ろ
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
隣
に
立

つ
。
周
囲
は
き
れ
い
に
手
が
入
っ
て

い
る
。
そ
う
硬
そ
う
に
な
い
自
然
石

で
１
７
０
年
経
っ
て
い
る
が
、
傷
み

は
な
く
、
す
ら
り
と
立
っ
て
い
る
。

気
象
条
件
が
よ
か
っ
た
の
か
。
１
段

目
台
石
の
中
央
に
大
き
な
文
字
で

明
瞭
に
「
村
中
」
と
彫
っ
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

 

碑石 高さ80/幅34/奥行34 
台石１段目 
 高さ36/幅59/奥行60 

台石２段目 
 高さ27/幅77/奥行77 

台石３段目 
 高さ24/幅95/奥行95 

台石４段目 
 高さ28/幅111/奥行110 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中
合
等 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
維
時 

享
保
十
八
癸
丑

年
／
五
月
二
十
有
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
恩
謝
碑 

［
碑
石
後
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
］
當
村
中
合
等 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
碑
の
す
ぐ
後
ろ
は
国
道
９
号
で

車
の
行
き
来
も
あ
る
が
、
境
内
は
静

寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
本
殿
左
手
に

ほ
か
の
碑
石
と
並
ん
で
立
つ
。 

福
光
石
だ
が
剥
落
も
な
い
。
た
だ

し
、
２
０
１
８
年
の
島
根
県
西
部
地

震
で
碑
石
と
台
石
の
１
段
目
が
約

20
度
回
転
し
た
。 

 

「
當
村
中
」
の
文
字
が
多
い
中
、「
當

村
中
合
等
」
と
「
み
ん
な
ひ
と
し
く
」

の
文
字
が
誇
ら
し
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日 

撮
影
は
２
０
１
１
年
２
月
８
日
） 
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【大田市１５】大田市朝山町仙山 元花雪温泉横 井明府恩澤碑 

所在地 大田市朝山町仙山 元花雪温泉横 市道５差路交差点 

北緯３５°１５′１７．４２″／東経１３２°３４′３１．０２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１６】大田市波根町上町 波根八幡宮 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市波根町上町 波根八幡宮境内（拝殿右） 

北緯３５°１４′３４．７１″／東経１３２°３２′０４．３１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 83/幅 33/奥行 24 
台石１段目 
高さ 24/幅 56/奥行 46 

台石２段目 
高さ 25/幅 82/奥行 72 

台石 3段目（石組） 
高さ 28/幅 107/奥行 99 

台石 4段目（石組） 
高さ 28/幅 130/奥行 128 

台石 5段目（石組） 
高さ 15/幅 170/奥行 155 
 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
村
中
合
等 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
恩
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
旹
安
政
四
丁
巳
年
／
七

月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
村
中
合
等 

［
調
査
の
経
過
］ 

国
道
９
号
か
ら
少
し
入
っ
た
市
道

の
５
差
路
の
交
差
点
に
別
の
石
碑

と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
近
所
の
人

に
聞
く
と
、
元
は
別
の
場
所
に
あ
っ

た
よ
う
だ
。
一
番
下
の
台
石
は
半
ば

埋
ま
っ
て
い
る
が
、
台
石
を
５
段
も

積
ん
だ
立
派
な
碑
だ
。
こ
の
碑
に
も

「
村
中
合
等
」
と
あ
る
の
で
、
朝
倉

の
碑
と
前
後
し
て
建
て
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

色
が
黒
ず
ん
で
い
て
わ
か
り
に
く

い
が
福
光
石
の
よ
う
な
石
で
、
少
し

剥
落
も
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ143/幅45/奥行44 
台石１段目 
 高さ37/幅73/奥行72 

台石２段目 
 高さ32/幅119/奥行118 
 

【
建
立
年
】
文
政
３
年
（
１
８
２
０
）

（
別
資
料
に
よ
る
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
ヱ
門
尉
正
□ 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
台
石
］
二
段
目
の
右
側
中
央
の
石
に

「
施
主
當
」
の
文
字
あ
り 

［
調
査
の
経
過
］ 

元
は
拝
殿
左
側
の
高
手
で
目
立
た

な
い
場
所
に
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８

年
４
月
の
島
根
県
西
部
地
震
で
倒

れ
た
た
め
、
地
元
で
再
建
実
行
委
を

組
織
し
て
浄
財
を
集
め
、
同
神
社
の

壷
倉
薫
宮
司
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
拝

殿
の
右
側
の
境
内
社
を
ま
と
め
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
台
の
上
に
移

築
さ
れ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 
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【大田市１６】大田市波根町上町 波根八幡宮 泰雲院殿義岳良忠大居士 続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１７】大田市久手町宮の前 苅田神社 井戸明府 

所在地 大田市久手町宮の前 苅田神社境内（拝殿の下の段） 

北緯３５°１４′０２．０３″／東経１３２°３０′３１．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｃｍ） 

石宮 高さ150/幅106/奥行92 

台石（石組） 

高さ110/幅168/奥行194 

【
建
立
年
】
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

修
復 

【
建
立
者
】
不
明 

［
石
宮
］
な
し 

［
台
石
］
後
面
に
「
平
成
14
年
11
月
吉

日
修
復
」
と
あ
る 

［
石
柱
］
石
宮
の
前
に
立
つ
石
柱
に

「
井
戸
明
府
」
の
文
字
あ
り 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
で
造
ら
れ
、
台
石
は
城
積
み
の
立

派
な
石
宮
。
柳
瀬
の
石
宮
（
№
19
）

と
兄
弟
の
よ
う
な
関
係
な
の
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
７
月
25
日
の
夜
に
祭

り
が
営
ま
れ
る
。 

祭
り
の
日
程
が
寺
院
で
営
ま
れ
る

芋
法
事
の
よ
う
に
秋
で
は
な
く
、
７

月
に
な
っ
た
経
緯
は
わ
か
ら
な
い

が
、
す
ぐ
近
く
の
柳
瀬
で
も
営
ま
れ

て
お
り
、
今
な
お
続
け
ら
れ
て
い
る

の
は
貴
重
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

 

井戸平左衛門正明公謝恩碑 
 

 井戸平左衛門正明公は、享保１６年（１７３１）石

見銀山御料の第１９代代官に任命された。６０歳の高

齢で、その上病気がちであった。 

 翌１７年、近畿以西一帯は長雨や冷夏、害虫の発生

にみまわれ、大飢饉となった。井戸公は御料内を踏査

して現況の把握に努め、年貢米の減免、飢えた領民へ

の飯米の支給、さらには薩摩国からサツマイモを取り

寄せ栽培に成功させた。西日本では１万２千人以上の

餓死者があったが、銀山御料からは飢えによる死者を

一人も出さなかったといわれる。 

 享保１８年（１７３３）５月、兼任していた笠岡の

代官所で病に倒れ、帰らぬ人となった。享年６２歳。

墓は笠岡市の威徳寺にある。在任期間はわずか２年弱

だったが、その功績は大きく、今も「いも代官」とし

て語り継がれている。 

 この碑は元々波根中町の旧荒神社境内（大丸屋の裏

付近）に、村民の浄財を集めて文政３年（１８２０）

に建てられた。その後、明治末年に波根八幡宮拝殿の

西側に移されたが、平成３０年４月９日の島根県西部

地震により倒壊し、この地に移転再建された。 

  平成３０年（２０１８）１２月 

     井戸公碑再建実行委員会 

 

建立年は波根町の加藤家に伝わる「観聴随

筆」によるもので、碑にその文字はない。

文政３年(1820)建立は大田市内では最古

となる。碑の左に設置された説明板（写真

下）の内容は右のとおり。 
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【大田市１８】大田市久手町寺前 観音寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市久手町寺前 観音寺境内 

北緯３５°１３′５６．５７″／東経１３２°３０′２３．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市１９】大田市久手町柳瀬 井戸明府霊 

所在地 大田市久手町柳瀬 県道波根久手線とＪＲ山陰線との間の広場 河元寺墓地向い 

北緯３５°１４′１８．０６″／東経１３２°３１′１６．３７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 121/幅 37/奥行 37 
台石１段目 
高さ 25/幅 60/奥行 61 

台石２段目 
高さ 24/幅 91/奥行 92 

台石３段目（石組） 
高さ 77/幅 130/奥行 130 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
久
手
／
柳
瀬
／
大
津 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
子
五
月
廿
六

日
／
造
主
／
久
手
／
柳
瀬
／
大
津 

［
碑
石
左
面
］
世
名
／
井
戸
平
左
衞
門

尉
正
明
公
塚 

［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

久
手
町
の
中
心
街
に
あ
る
観
音
寺

の
境
内
、
本
堂
と
向
い
合
う
形
で
百

体
地
蔵
の
右
側
に
立
っ
て
い
る
。
碑

は
３
段
の
台
石
を
積
み
、
一
番
下
は

３
段
の
石
組
の
立
派
な
も
の
。
石
の

傷
み
も
少
な
い
。
「
造
主
」
「
世
名
」

な
ど
他
で
は
見
ら
れ
な
い
言
葉
も

彫
ら
れ
て
い
る
。
享
保
18
年
は
丑
年

だ
が
「
子
」
と
間
違
っ
て
い
る
。 

２
段
目
の
台
石
に
盃
状
穴
が
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 

石宮 高さ113/幅89/奥行93 

台石 

高さ56/幅233/奥行102 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
石
宮
］
な
し 

［
台
石
］
な
し 

［
石
柱
］
石
宮
の
左
側
に
倒
れ
て
い
る

石
柱
に
「
井
戸
明
府
霊
」
の
文
字 

［
調
査
の
経
過
］ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
が
、
苅
田
神
社

の
石
宮
と
よ
く
似
て
い
る
。
石
宮
の

左
右
に
は
細
い
脇
宮
の
よ
う
な
も

の
が
立
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
８
年

の
県
西
部
地
震
で
倒
壊
し
た
の
だ

ろ
う
、
屋
根
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

石
宮
の
前
に
は
２
対
の
石
灯
籠
と

大
き
め
の
１
対
の
狛
犬
が
並
び
、
聖

域
の
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま

っ
て
、
毎
年
７
月
26
日
の
夜
に
、
苅

田
神
社
の
宮
司
を
招
い
て
祭
礼
が

に
ぎ
や
か
に
営
ま
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 
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【大田市２０】大田市久手町西川 県道三差路 井戸明府之碑 

所在地 大田市久手町刺鹿西川 県道三差路ＪＲ線路沿い 

北緯３５°１３′２９．４８″／東経１３２°３０′２２．５７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市２１】大田市久手町西川 県道三差路 井戸公追善（歌碑） 

所在地 大田市久手町刺鹿西川 県道三差路ＪＲ線路沿い 

北緯３５°１３′２９．４８″／東経１３２°３０′２２．５７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 
 高さ 207/幅 102/奥行 70 

台石 
高さ 42/幅 165/奥行 110 

【
建
立
年
】
明
治
39
年
（
１
９
０
６
） 

【
建
立
者
】
七
老
人 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑 

［
台
石
前
面
］
明
治
／
三
十
／
九
年
／

八
月
／
建
之
／
発
起
／
七
老
人
／

石
工
磯
八 

［
調
査
の
経
過
］ 

隣
の
歌
碑
と
と
も
に
「
井
戸
さ
ん
を

見
守
る
会
」
が
公
園
と
し
て
整
備

し
、
石
灯
籠
１
対
と
、
擬
木
の
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
設
置
。
横
に
植
え
ら

れ
た
桜
は
直
径
90
㌢
を
超
え
て
お

り
、
満
開
時
に
は
２
つ
の
碑
が
桜
の

花
に
抱
か
れ
る
。
別
の
資
料
か
ら
、

７
老
人
は
岩
谷
竹
三
郎
（
定
屋
）、
中

村
和
十
郎
（
工
屋
）、
森
井
和
七
（
吉

野
屋
）、
品
川
利
兵
衛
（
品
川
）、
中

村
常
四
郎
（
竹
中
屋
）
、
渡
邊
茂
十

（
釜
屋
）、
渡
邊
亀
作
（
吉
本
屋
）
と

わ
か
っ
て
い
る
。 

毎
年
７
月
下
旬
に
祭
り
を
営
む
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ170/幅63/奥行30 

【
建
立
年
】
大
正
４
年
（
１
９
１
５
） 

【
建
立
者
】
岩
谷 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
追
善
／
君
の
恩

徳
を
感
じ
て
／
飢
ゆ
る
こ
と
し
ら

て
／
う
き
世
に
く
ら
す
な
り
／
君

の
功
の
影
に
住
む
身
ハ
／
大
正
四

之
と
し
建
之
／
岩
谷
性 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

隣
の
井
戸
公
碑
の
９
年
後
の
建
立

で
「
岩
谷
」
が
だ
れ
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
井
戸
公
碑
を
建
立
し
た
七
老

人
の
中
に
岩
谷
竹
三
郎
（
定
屋
）
と

い
う
名
が
あ
る
の
で
、
そ
の
人
か
も

し
れ
な
い
。 

国
道
９
号
か
ら
西
に
進
む
と
Ｔ
字

路
の
突
き
当
り
に
井
戸
公
碑
と
こ

の
歌
碑
が
目
に
入
る
。
特
に
桜
の
季

節
に
は
多
く
の
人
が
目
を
止
め
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 
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【大田市２２】大田市久手町刺鹿 円光寺 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市久手町刺鹿 円光寺参道入口（車道参道と階段参道の間 羅漢堂隣） 

北緯３５°１３′０８．５０″／東経１３２°３０′４７．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市２３】大田市鳥井町新田 旧道沿い 井戸恩澤碑 

所在地 大田市鳥井町新田 集落外れの旧道沿い南側 

北緯３５°１３′３２．１３″／東経１３２°２９′５１．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 154/幅 37/奥行 37 
台石１段目 
高さ 32/幅 76/奥行 75 

台石２段目 
高さ 20/幅 94/奥行 95 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
石
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
落
が

あ
る
。
正
面
の
碑
銘
以
外
に
文
字
が

全
く
彫
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
建
立

年
や
建
立
者
が
わ
か
ら
な
い
。
羅
漢

堂
を
挟
ん
で
右
側
に
同
様
の
大
き

さ
で
同
様
の
し
つ
ら
い
の
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
の
碑
が
対
の
よ
う
に
建

っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
寛
保
二

年
（
１
７
４
２
）
」
と
あ
る
。
井
戸
公

碑
は
こ
の
碑
に
倣
っ
て
、
後
年
建
て

た
も
の
だ
ろ
う
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ116/幅69/奥行20 
台石１段目 
 高さ30/幅89/奥行52 

台石２段目 
 高さ15/幅97/奥行60 

台石３段目 
 高さ12/幅103/奥行75 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中
合
等 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
恩
澤
碑 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
村
中
合
等 

［
調
査
の
経
過
］ 

新
田
集
落
の
細
い
道
か
ら
広
い
道

路
に
合
流
す
る
地
点
の
近
く
に
立

つ
。
道
路
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
進

入
路
が
数
㍍
あ
り
、
そ
の
先
の
４
段

の
石
段
を
上
が
る
。 

「
井
戸
恩
澤
碑
」
と
「
村
中
合
等
」

以
外
に
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
碑

石
は
１
段
目
の
台
石
に
約
20
㌢
埋

め
て
あ
り
、
そ
の
た
め
か
１
段
目
の

台
石
が
割
れ
て
い
る
。「
村
中
合
等
」

の
文
字
は
ほ
か
に
は
朝
山
町
に
２

基
あ
る
だ
け
の
珍
し
い
表
記
だ
が
、

「
村
民
が
等
し
く
力
を
合
わ
せ
た
」

と
い
う
意
味
で
興
味
深
い
。
大
き
な

碑
で
は
な
い
が
、
山
影
に
あ
る
白
っ

ぽ
い
石
碑
で
、
よ
く
目
立
つ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 
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【大田市２４】大田市鳥井町八幡 鳥井まちづくりセンター前 井戸明府厚澤碑 

所在地 大田市鳥井町八幡 鳥井まちづくりセンター前の K287沿い（佐比売山神社下） 

北緯３５°１３′０３．３６″／東経１３２°２８′４５．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

0  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市２５】大田市長久町川南 井戸仁澤碑 

所在地 大田市長久町川南（大田町山崎と長久町川南の境付近、現川南１不燃物集積所の上） 

北緯３５°１１′４９．１５″／東経１３２°２９′３７．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 132/幅 51/奥行 31 
台石１段目 
高さ 14/幅 76/奥行 51 

台石２段目（猫足） 
高さ 30/幅 102/奥行 83 

台石３段目 
高さ 26/幅 146/奥行 126 
 

【
建
立
年
】
天
保
10
年
（
１
８
３
９
） 

【
建
立
者
】
鳥
井
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
厚
澤
碑 

［
碑
石
後
面
］
維
旹
天
保
己
亥
之
冬
至

日
後
穀
旦
／
奉
／
祀.

奠
／
本
邨
鳥

井
挙
里
黔
首
等
拝
首
稽
顙
謹
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
２
８
７
号
沿
い
に
玉
垣
を
巻

い
て
庭
に
し
て
あ
る
。
碑
石
は
黒
っ

ぽ
く
堅
そ
う
だ
が
、
一
部
剥
離
が
見

ら
れ
る
。
碑
石
の
裏
に
は
難
し
い
漢

字
を
使
っ
た
漢
文
調
の
碑
文
が
あ

り
、
台
石
に
も
飾
り
罫
が
あ
る
。
２

段
目
台
石
の
猫
足
も
細
か
な
細
工

が
あ
り
、
全
体
と
し
て
格
調
高
い
。

享
保
の
飢
饉
の
と
き
に
免
税
に
な

っ
た
村
だ
け
に
、
井
戸
公
へ
の
思
い

が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

   （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ102/幅33/奥行27 
台石  高さ31/幅53/奥行58 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
川
南
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
仁
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
五
年
九
月 

［
碑
石
左
面
］
長
久
川
南
中 

［
台
石
前
面
］
長
久
村…

…
 

［
調
査
の
経
過
］ 

丘
の
斜
面
に
立
つ
。
碑
石
に
幅
の
狭

い
台
石
１
段
と
い
う
建
て
方
は
隠

岐
島
に
多
い
建
て
方
で
大
田
市
内

で
は
少
な
い
。
水
と
線
香
を
供
え
る

た
め
に
台
石
の
上
が
彫
り
下
げ
て

あ
る
。
碑
石
右
側
か
ら
の
風
が
強
い

の
か
、
正
面
に
比
べ
て
右
面
の
文
字

が
や
せ
て
い
る
。
台
石
の
正
面
に
も

小
さ
い
字
が
彫
っ
て
あ
る
が
読
め

な
く
な
っ
て
い
る
。
宮
本
調
査
で
は

「
長
久
村
／
発
起
人
／
前
原
茂
吉

／
坂
根
栄
二
他
」
と
な
っ
て
い
る
。

広
く
て
人
口
も
多
い
長
久
町
で
た

だ
１
基
の
井
戸
公
碑
で
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

「大田碑石散歩」（三谷晃／昭和52年）
では、古老の話として「神社にあったも
のを合祀せずに単独でこの場所に移し
た」とある。 
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【大田市２６】大田市静間町堋 ＪＲ静間駅前 泰雲院表徳碑 

所在地 大田市静間町堋 ＪＲ静間駅前 

北緯３５°１１′４４．５８″／東経１３２°２８′０５．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市２７】大田市静間町仮屋 円通寺 泰雲院殿義嶽良忠大居士 

所在地 大田市静間町仮屋 円通寺境内 石段を上がって右手 

北緯３５°１１′５４．０９″／東経１３２°２８′１６．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ110/幅74/奥行48 
台石１段目 
高さ 43/幅 184/奥行 139 

台石２段目（石組） 
高さ 58/幅 257/奥行 206 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
表
徳
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

Ｊ
Ｒ
静
間
駅
前
に
あ
る
。
住
宅
の
隣

接
地
に
３
段
の
石
組
を
積
ん
で
広

場
を
作
り
、
そ
の
上
に
こ
の
碑
だ
け

が
立
っ
て
い
る
。
碑
に
は
痛
み
は
な

く
端
正
な
ま
ま
だ
が
、
表
面
の
「
泰

雲
院
表
徳
碑
」
以
外
に
全
く
文
字
が

な
い
。 

地
元
の
方
の
中
に
は
「
こ
こ
は
元
々

楫
野
氏
の
土
地
な
の
で
、
楫
野
氏
が

建
て
ら
れ
、
建
立
者
な
ど
が
彫
ら
れ

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
言

う
方
も
あ
る
。
自
然
石
の
碑
石
も
大

き
く
、
台
石
も
立
派
。
２
段
目
は
形 

を
整
え
、
表
面
を
平
ら
に
し
た
石
を

２
段
組
む 

な
ど
か
な 

り
て
い
ね 

い
な
造
り 

だ
。 

   （
調
査
日 

２
０
２
０ 

年
11
月 

25
日
） 

 

碑石 高さ96/幅27/奥行27 
台石１段目 
 高さ19/幅41/奥行41 

台石２段目 
 高さ22/幅48/奥行48 

台石３段目 
 高さ21/幅82/奥行69 
 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
當
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
嶽
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
卒
／
當
組
中
／
明
治
廿
三
年
辰

十
月
建
之
／
當
山
廿
世
全
山
叟
代 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

円
通
寺
の
石
段
を
上
が
る
と
右
手
、

車
で
上
が
る
と
左
手
の
広
場
の
一

角
に
立
つ
。
広
場
は
よ
く
手
入
れ
さ

れ
て
い
る
。
碑
は
福
光
石
と
思
わ
れ

る
が
傷
み
も
苔
も
な
く
、
文
字
が
は

っ
き
り
読
め
る
。
碑
は
す
っ
き
り
と

し
た
端
正
な
形
で
、
幅
の
狭
い
２
段

の
台
石
が
特
徴
的
。
碑
石
に
は
罫
線

が
刻
ま
れ
、「
義
岳
」
の
「
岳
」
の
字

に
旧
字
体
「
嶽
」
が
使
わ
れ
る
な
ど
、

石
碑
全
体
か
ら
現
代
的
で
す
っ
き

り
と
し
た
上
品
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 
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【大田市２８】大田市静間町平 静間小学校入口 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市静間町平 K297沿い 静間小学校入口交差点 静間まちづくりセンター横 

北緯３５°１２′１３．１３″／東経１３２°２７′５１．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市２９】大田市静間町魚津 市道沿い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市静間町魚津（現在は垂水地内）市道交差点 

北緯３５°１２′０８．９３″／東経１３２°２７′３０．７０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 92/幅 33/奥行 29 
台石１段目 
高さ 12/幅 46/奥行 45 

台石２段目 
高さ 26/幅 64/奥行 64 

台石３段目 
高さ 34/幅 81/奥行 84 
 

 

【
建
立
年
】
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
楠
屋
（
平
部
落
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

廿
六
日
／
昭
和
十
八
年
十
二
月
再

建
／
楠
屋 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
御
代
官
／
井
戸

平
左
衞
門
正
朙 

［
１
段
目
台
石
前
面
］
平
部
落 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
は
地
蔵
堂
の
横
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
黒
っ
ぽ
い

石
で
傷
み
は
な
い
。
以
前
に
平
の
皆

さ
ん
が
建
て
た
も
の
を
、
昭
和
18
年

に
楠
屋
さ
ん
が
再
建
し
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。 

供
花
が
あ
り
、
地
域
の
方
が
こ
の
碑

を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

碑石 高さ126/幅39/奥行39 
台石１段目 
 高さ31/幅69/奥行69 

台石２段目 
 高さ29/幅88/奥行88 

台石３段目（コンクリート） 
 高さ60/幅136/奥行134 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
魚
津
浦
中
（
垂
水
中
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
御
代
官
／
井
戸

平
左
衛
門
尉
正
朋 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
魚
津
浦
中
［
同

後
面
］
垂
水
中
［
二
段
目
台
石
左
面
］

波
根
／
石
工
／
善
蔵
／
勘
四
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

以
前
は
垂
水
も
魚
津
の
一
部
で
あ

り
、
２
段
目
台
石
後
面
の
小
さ
い

「
垂
水
中
」
の
文
字
は
後
年
の
刻
字

か
。
３
段
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
中

に
石
組
が
入
っ
た
ま
ま
、
崩
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
カ
バ
ー
し
た
と
い

う
。
傷
み
は
少
な
く
、
文
字
も
読
め

る
。 

  （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

静間小 

静間保育園 
まちづくりｾﾝﾀｰ 
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【大田市３０】大田市静間町新田 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 大田市静間町新田 静間橋近くの新道沿い 地蔵堂隣 

北緯３５°１２′２６．５４″／東経１３２°２８′１１．５４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市３１】大田市静間町和江 大年神社北隣 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市静間町和江 大年神社北隣 地蔵堂前 

北緯３５°１２′４７．３９″／東経１３２°２８′０８．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 95/幅 33/奥行 30 
台石１段目 
高さ 20/幅 50/奥行 50 

台石２段目 
高さ 26/幅 80/奥行 57 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
田
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
施
主 

新
田
中 

［
碑
石
左
面
］…

…

平
左
衛
門
／
享
保

…
…

／
於
備
中
國
笠…

…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
建
設
に
当
た
り
、
一
時
移
設
し

て
あ
っ
た
が
、
道
路
の
完
成
後
、
地

蔵
堂
と
と
も
に
元
の
位
置
に
戻
っ

た
。
以
前
か
ら
碑
石
の
下
部
で
斜
め

に
割
れ
て
い
て
補
修
し
て
あ
っ
た
。

工
事
中
の
移
動
で
壊
れ
る
恐
れ
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
色
と
見
栄
え
を

考
慮
し
て
ア
ル
ミ
の
ア
ン
グ
ル
で

添
え
木
し
て
あ
る
。
理
想
的
な
形
で

は
な
い
が
、
保
存
し
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
残
し
て
い
た
だ
い
て
よ
か

っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

碑石 高さ110/幅39/奥行38 
台石１段目 
 高さ25/幅58/奥行56 

台石２段目 
 高さ23/幅79/奥行78 

台石3段目 
 高さ28/幅103/奥行103 

台石4段目（石組） 
 高さ46/幅139/奥行155 

【
建
立
年
】
天
保
12
年
（
１
８
４
１
） 

【
建
立
者
】
和
江
浦
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御

代
官
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明
［
碑
石

後
面
］
天
保
十
二
年
／
辛
卯
十
月
／

建
之
［
二
段
目
台
石
前
面
］
和
江
浦

中
［
三
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／

吉
野
屋
／
廣
右
衛
門
／
網
屋
／
圓

平
／
山
田
屋
／
市
兵
衛
［
同
左
面
］

亀
屋
住
吉
丸
／
傳
兵
衛 

［
調
査
の
経
過
］ 

最
近
建
て
た
碑
か
と
思
う
ほ
ど
端

正
な
姿
を
保
っ
て
い
る
。
４
段
目
の

台
石
は
石
組
で
し
か
も
角
に
反
り

加
工
が
あ
っ
て
、
て
い
ね
い
な
造
り

の
碑
だ
。
彫
ら
れ
て
い
る
文
字
情
報

も
多
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 



 

 

33 
 

【大田市３２】大田市五十猛町湊 共同墓地 泰雲院殿義岳良忠居士塔 

所在地 大田市五十猛町湊 共同墓地入口 

北緯３５°１１′３９．９４″／東経１３２°２６′４４．９２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市３３】大田市五十猛町地頭所 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市五十猛町地頭所 市道と里道の三差路の法面の上約１㍍ 

北緯３５°１０′３４．２２″／東経１３２°２６′３７．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 164/幅 62/奥行 60 

台石 高さ 24/幅 114/奥行 63 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
塔 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御
代
官
井
戸

平
左
衛
門
尉
正
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

共
同
墓
地
の
入
口
に
「
謝
恩
碑
」
と

と
も
に
墓
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
台
石
の
左
右

の
石
は
、
二
つ
の
碑
を
囲
む
よ
う
に

置
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
台
石
の
前
に

は
陶
器
の
花
立
て
が
埋
め
ら
れ
、
碑

石
の
前
に
は
湯
飲
み
茶
わ
ん
も
あ

る
の
で
墓
参
に
来
た
人
が
花
を
供

え
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
後
ろ

の
大
き
な
石
が
碑
を
支
え
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

草
に
覆
わ
れ
て
下
の
道
路
か
ら
は

あ
ま
り
見
え
ず
、
草
を
刈
っ
て
見
え

る
よ
う
に
し
た
。
頭
部
が
欠
け
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
最
初
か
ら
こ

の
形
の
自
然
石
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
正
面
の
文
字
以
外
は
何
も
文
字

が
な
い
よ
う
で
、
そ
の
文
字
も
浅
く

ゆ
が
ん
で
お
り
、
も
し
か
し
た
ら
素

人
が
彫
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

宮
本
調
査
で
は
台
石
の
下
の
離
れ

た
場
所
に
小
さ
な
石
が
あ
っ
て
文

字
が
見
え
た
よ
う
な
の
で
、
そ
こ
に

何
か
彫
っ
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

法
面
の
土
が
ず
り
落
ち
て
き
て
後

部
は
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

  

            （単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 92/幅 60/奥行 30 

台石 高さ 22/幅 70/奥行 66 
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【大田市３４】大田市五十猛町嘉庭 ……良忠居…… 

所在地 大田市五十猛町嘉庭 観音堂下 

北緯３５°１０′１０．１３″／東経１３２°２６′５０．４３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市３５】大田市五十猛町野梅 林氏宅裏山 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市五十猛町野梅 林氏宅裏山 賽の神の隣 

北緯３５°１０′５４．９７″／東経１３２°２５′４８．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 71/幅 25/奥行 25 
台石１段目 
高さ 7/幅 62/奥行 52 

台石２段目 
高さ 20/幅 78/奥行 55 

【
建
立
年
】
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］…

…

良
忠
居
（
以
下
欠

落
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月

（
以
下
欠
落
） 

［
碑
石
左
面
］
弘
化
四
年
七
月
建
□
／

世
話
人
／
松
原
（
以
下
欠
落
） 

［
調
査
の
経
過
］
観
音
堂
を
ご
存
じ
の

方
に
案
内
を
依
頼
し
五
十
猛
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
ほ
か
と
現
地

へ
。
山
の
中
の
道
は
竹
が
生
え
て
歩

き
に
く
い
が
川
に
沿
っ
て
道
が
続

き
、
田
の
跡
が
随
所
に
残
っ
て
い

て
、
人
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
た
。 

約
５
０
０
㍍
進
む
と
、
岩
場
の
石
を

加
工
し
て
場
所
を
作
り
、
道
路
か
ら

約
４
㍍
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
観

音
堂
に
上
が
る
分
か
れ
道
の
上
に

な
る
と
い
う
。
碑
の
下
の
道
は
昔
の

往
還
道
で
、
大
屋
町
に
続
く
と
い

う
。 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
４
月
17
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ76/幅27/奥行27 

台石 高さ22/幅46/奥行45 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
野
梅
・
畑
井 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
台
石
右
面
］
野
梅
／
畑
井 

［
調
査
の
経
過
］ 

ツ
ツ
ジ
の
庭
が
美
し
い
林
氏
宅
の

裏
山
に
賽
の
神
と
並
ん
で
立
っ
て

い
る
。
こ
の
場
所
は
大
森
町
へ
の
往

還
道
と
い
い
、
往
来
の
安
全
を
祈
願

し
た
賽
の
神
と
一
緒
に
建
て
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。
周
囲
は
平
成
に
な
っ

て
か
ら
再
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
、
黒

御
影
の
説
明
板
が
２
枚
設
置
さ
れ

て
い
る
。
以
前
は
も
う
１
段
台
石
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
碑
石
は
福
光
石
で

一
部
剥
離
が
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
27
日
） 

 



 

 

35 
 

【大田市３６】大田市五十猛町丹波 井明府君碑 

所在地 大田市五十猛町丹波 R9大浦入口点滅信号から南東へ 細い道との交差点 

北緯３５°１０′４３．８０″／東経１３２°２５′４６．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市３７】大田市五十猛町赤井 井戸公之碑 

所在地 大田市五十猛町赤井 R9近くの市道沿い 地蔵堂隣 

北緯３５°１０′４１．２２″／東経１３２°２５′２２．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
君
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

五
十
猛
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

場
所
を
尋
ね
た
。
国
道
９
号
の
「
大

浦
入
口
」
点
滅
信
号
か
ら
南
に
入
り

ゆ
る
や
か
な
上
り
坂
を
進
ん
だ
峠

付
近
の
、
細
い
道
と
の
交
差
点
の
法

面
に
立
つ
。 

石
碑
の
前
に
石
の
線
香
立
て
と
、
一

対
の
陶
器
の
花
立
て
が
あ
り
、
シ
ビ

キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

宮
本
調
査
時
に
は
台
石
が
も
う
２

段
あ
る
よ
う
に
記
録
が
あ
る
が
、
自

然
石
の
台
石
が
１
段
だ
け
あ
る
。
前

に
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
崩

壊
し
た
台
石
の
石
な
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
27
日
） 

 

碑石 高さ97/幅70/奥行33 
台石１段目 
 高さ16/幅85/奥行80 

台石２段目 
 高さ36/幅43/奥行43 

台石３段目 
 高さ40/幅73/奥行72 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
赤
井
區
立 

［
碑
石
正
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
裏
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
／
元
碑
壊
破
／
昭
和
三
年
九

月
再
建 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
赤
井
區
立 

［
調
査
の
経
過
］ 

国
道
９
号
か
ら
よ
く
見
え
る
。
特
徴

的
な
形
で
、
台
石
の
２
段
目
３
段
目

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
自
然
石
の
碑

石
と
１
段
目
の
台
石
が
宙
に
浮
い

た
よ
う
に
見
え
る
。
碑
石
は
し
っ
か

り
し
た
石
で
、
表
裏
の
碑
文
は
よ
く

読
め
る
。
前
の
花
立
て
に
は
季
節
ご

と
に
花
が
供
え
ら
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。 

碑
石
裏
面
の
「
元
碑
壊
破
」
は
壊
れ

た
た
め
再
建
し
た
と
の
意
だ
ろ
う
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
、 

写
真
２
０
１
４
年
２
月
12
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ92/幅60/奥行30 

台石 高さ22/幅75/奥行48 
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【大田市３８】大田市五十猛町大浦 浄圓寺 泰運院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市五十猛町大浦 浄圓寺墓地入口 

北緯３５°１１′１３．８７″／東経１３２°２５′２３．８０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市３９】大田市大屋町尾波 井戸明府之碑 

所在地 大田市大屋町尾波 中尾波自治会館前 

北緯３５°０８′５６．４２″／東経１３２°２６′５６．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
大
浦
湊
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
運
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
年
（
左

に
）
丑
五
月
廿
六
日 

［
碑
石
右
面
］
俗
性
／
井
戸
平
左
衛
門

尉
保
明
［
碑
石
左
面
］
施
主
／
大
浦

湊
中
［
一
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人

中
／
荒
木
／
善
右
ヱ
門
／
松
尾
／

弥
助
／
林
儀
助
［
二
段
目
台
石
前

面
］
勝
川
屋
／
善
平
舩
／
來
／
福
重

丸 

［
調
査
の
経
過
］ 

建
立
年
は
彫
っ
て
な
い
が
、
白
っ
ぽ

く
て
堅
そ
う
な
石
で
傷
み
は
な
く
、

文
字
も
読
み
や
す
い
。「
泰
雲
院
」
が

「
泰
運
院
」
に
な
っ
て
い
た
り
、「
正

明
」
が
「
保
明
」
に
な
っ
て
い
る
。

花
立
て
と
線
香
立
て
に
隠
れ
て
見

え
な
い
が
、
２
段
目
台
石
前
面
に
も

刻
字
が
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ140/幅71/奥行50 
台石１段目 
 高さ40/幅122/奥行63 

台石２段目（ブロック積） 
 高さ66/幅120/奥行90 
 

【
建
立
年
】
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
大
正
十
三
年
十
一
月
再

建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
の
尾
波
口
バ
ス
停
か
ら
入
り
、

集
落
が
始
ま
る
場
所
の
三
差
路
に

地
蔵
堂
と
と
も
に
あ
る
。
川
を
挟
ん

だ
向
か
い
に
は
中
尾
波
自
治
会
館

が
あ
る
。
周
囲
は
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
、
石
碑
前
に
は
白
い
花
が
咲

き
、
右
側
に
は
ツ
ツ
ジ
の
木
も
あ

る
。
竹
の
花
立
て
に
は
野
の
花
（
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
碑
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
23
日
） 

 

碑石 高さ93/幅37/奥行36 
台石１段目 
 高さ28/幅59/奥行58 

台石２段目 
 高さ29/幅83/奥行78 

台石３段目（石組） 
 高さ87/幅206/奥行183 
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【大田市４０】大田市大屋町鬼村 八代上入口付近 欣澤碑 

所在地 大田市大屋町鬼村 八代上入口付近 

北緯３５°０９′４７．６２″／東経１３２°２７′２５．２７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市４１】大田市大屋町菰口 泰……忠居士 

所在地 大田市大屋町菰口 細い市道沿い 

北緯３５°０９′３６．９９″／東経１３２°２６′１１．００″ 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 144/幅 56/奥行 33 
台石１段目 
高さ 37/幅 153/奥行 116 

台石２段目 
高さ 26/幅 91/奥行 91 

台石３段目 
高さ 23/幅 115/奥行 115 

台石４段目（石組） 
高さ 71/幅 166/奥行 166 

台石５段目(外枠) 
高さ 13/幅 308/奥行不明 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
欣
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明

公
［
碑
石
左
面
］
大
正
十
五
年
十
一

月
再
建
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

か
な
り
広
い
場
所
に
、
石
灯
篭
と
手

水
鉢
と
思
わ
れ
る
（
現
在
は
壊
れ
て

い
る
）
構
造
物
が
残
る
。
５
段
の
台

石
の
上
に
乗
る
堂
々
た
る
石
碑
。
文

字
は
「
欣
澤
碑
」
の
３
文
字
だ
け
。

大
正
15
年
に
再
建
し
た
当
時
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
の
大
き

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

建
立
し
た
皆
さ
ん
の
情
報
が
彫
ら

れ
て
い
な
い
の
が
残
念
だ
。 

碑
の
後
ろ
に
再
建
前
の
旧
碑
が
寝

か
せ
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

 

碑石 高さ98/幅60/奥行41 
台石１段目 
 高さ18/幅66/奥行66 

台石２段目 
 高さ18/幅85/奥行88 

台石３段目（石組） 
 高さ65/幅118/奥行115 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明
（
宮
本
調
査
で
は

「
泰…

…
…

忠
居
士
」
。 

［
碑
石
左
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

第
26
代
代
官
天
野
助
次
郎
の
頌
徳

碑
と
並
ん
で
立
つ
。
天
野
代
官
の
石

碑
も
文
字
が
読
め
な
い
が
、
こ
の
碑

も
全
く
文
字
が
読
め
な
い
。
硬
そ
う

な
石
に
見
え
る
が
、
彫
り
が
浅
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
碑
銘
は
宮
本
調
査

の
記
録
を
採
用
し
た
。
現
在
は
近
く

に
民
家
は
な
い
が
、
今
で
も
碑
の
周

囲
は
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
前

に
は
新
し
そ
う
な
石
の
花
立
て
も

あ
り
、
今
も
変
わ
ら
ず
地
域
の
皆
さ

ん
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 
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【大田市４２】大田市久利町市原 元正善坊 （家紋）井戸公之碑 

所在地 大田市久利町市原 元正善坊 流水氏宅庭 

北緯３５°０８′２５．７０″／東経１３２°２８′１５．０３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市４３】大田市久利町赤波 井戸公之碑 

所在地 大田市久利町赤波 市道沿い 戦没者之碑と並んで立つ 

北緯３５°０８′４３．８８″／東経１３２°２７′３９．０２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 90/幅 60/奥行 25 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
家
紋
）
井
戸
公
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

こ
の
お
宅
は
以
前
は
正
善
坊
と
い

う
寺
院
だ
っ
た
。
そ
の
庭
に
立
ち
木

に
立
て
か
け
る
よ
う
に
碑
石
が
置

い
て
あ
り
、
正
面
に
井
戸
公
の
家
紋

で
あ
る
丸
に
違
い
鷹
の
羽
紋
と
「
井

戸
公
之
碑
」
の
文
字
が
あ
る
。
ど
ち

ら
も
彫
り
は
浅
い
が
、
硬
い
自
然
石

の
た
め
か
比
較
的
鮮
明
に
残
っ
て

い
る
。
家
紋
が
彫
ら
れ
て
い
る
碑
は

少
な
く
、
大
田
市
内
で
は
唯
一
。 

正
善
坊
だ
っ
た
時
代
に
は
別
の
場

所
に
あ
り
、
台
石
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
現
状
で
は
ほ
か
に
文
字

が
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

碑石 高さ160/幅72/奥行40 
台石１段目 
 高さ40/幅110/奥行76 

台石２段目 
 高さ29/幅126/奥行93 

台石３段目 
 高さ55/幅179/奥行85 

【
建
立
年
】
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）

再
建
／
旧
碑
は
嘉
永
４
年
（
１
８
５

１
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑
（
左
側
に
）

正
五
位
勲
四
等
西
村
保
吉
謹
書 

［
碑
石
右
面
］
嘉
永
四
年
／
創
設
者
杉

谷
喜
右
衛
門
／
大
正
七
年
十
一
月

建
立 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
清
水
直
義
／

山
崎
要
一 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
沿
い
の
岩
盤
を
高
さ
約
１
㍍

で
平
ら
に
加
工
し
、
井
戸
公
碑
と

「
戦
没
者
之
碑
」
の
２
基
が
並
ん
で

立
つ
。
台
石
３
段
目
に
花
立
て
を
差

し
込
む
穴
が
加
工
し
て
あ
り
、
竹
の

花
立
て
が
立
て
て
あ
っ
た
。 

痛
み
も
少
な
く
、
き
れ
い
な
状
態
で

残
っ
て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
23
日
） 

  
【注】建立場所は現在個人の宅地内
であり、訪問の際には流水氏の許可
が必要。 
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【大田市４４】大田市大森町昭和 井戸神社 

所在地 大田市大森町昭和 

北緯３５°０７′１１．９０″／東経１３２°２６′５３．０９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
５
年
（
１
９
１
６
） 

【
建
立
者
】
井
戸
神
社
興
復
会 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

井
戸
神
社
は
当
初
、
現
在
の
場
所
の
北
側
、
河
村
氏
宅
の
北
隣

（
現
井
戸
さ
ん
広
場
の
場
所
）
に
、
大
森
町
戸
長
、
川
北
徹
蔵

や
町
の
有
力
者
松
原
小
兵
衛
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
有
志
か

ら
浄
財
を
募
っ
て
、
明
治
12
年
に
創
立
さ
れ
た
。
ま
だ
無
格
社

だ
っ
た
が
、
５
月
26
日
の
鎮
祭
は
出
雲
大
社
の
千
家
尊
福
宮
司

が
斎
主
と
な
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。 

明
治
23
年
か
ら
、
神
社
の
一
部
を
削
る
形
で
国
道
が
建
設
さ

れ
た
た
め
、
境
内
が
非
常
に
狭
い
状
態
に
な
っ
た
。 

井
戸
公
に
従
四
位
が
贈
ら
れ
た
翌
年
の
明
治
44
年
、
衆
議
院

議
員
、
恒
松
隆
慶
（
長
久
村
）
が
興
復
会
長
に
就
任
し
て
精
力

的
に
寄
付
金
を
募
集
し
、
同
年
６
月
に
現
在
の
場
所
で
地
鎮

祭
を
行
い
大
正
５
年
４
月
に
完
成
、
遷
座
奉
祝
祭
を
行
っ
た
。 

大
正
７
年
５
月
７
日
に
は
県
社
に
昇
格
。
現
在
も
毎
年
５
月
と

11
月
の
２
回
、
例
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

境
内
に
は「
井
戸
公
顕
彰
碑
」「
恒
松
君
頌
功
碑
」「
松
浦
屋
与

兵
衛
之
碑
」
が
あ
る
ほ
か
、
次
の
通
り
多
く
の
灯
籠
が
奉
納
さ

れ
て
い
る
。
明
治
12
年 

安
井
好
尚 

嶋
根
県
巡
査
数
名
／

大
正
６
年 

岸
本
房
太
郎
／
昭
和
55
年 

恒
松
隆
慶
（
幸
） 

扁
額
は
勝
海
舟
の
揮
毫
。
こ
れ
は
明
治
時
代
に
貴
族
院
議
員

だ
っ
た
物
部
神
社
の
金
子
有
郷
宮
司
が
依
頼
し
た
と
も
、
産

業
、
教
育
に
功
績
が
あ
り
、
初
代
の
井
戸
神
社
創
建
に
も
尽

力
し
た
仁
摩
町
大
国
の
安
井
好
尚
の
働
き
か
け
だ
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
。
昭
和
57
年
の
没
後
２
５
０
年
祭
に
金
森
丈
兵
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
鳥
居
を
奉
納
し
た
際
に
外
さ
れ
、
石
見
銀
山

資
料
館
で
保
管
。
現
在
は
レ
プ
リ
カ
を
掲
示
し
て
い
る
。 

鳥
居
は
２
０
１
８
年
４
月
の
島
根
県
西
部
地
震
で
傷
ん
だ
た

め
、
２
年
後
の
令
和
２
年
、
時
の
総
代
松
葉
大
吉
ら
に
よ
っ
て

京
都
産
の
檜
で
再
建
さ
れ
た
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 
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【大田市４５】大田市大森町昭和 井戸神社 井戸公顕彰碑 

所在地 大田市大森町昭和 井戸神社境内 

北緯３５°０７′１１．９４″／東経１３２°２６′５２．２３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市４５】大田市大森町昭和 井戸神社 井戸公顕彰碑 続き 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
） 

【
建
立
者
】
わ
か
さ
の
会 

［
調
査
の
経
過
］ 

井
戸
神
社
総
代
だ
っ
た
故
河
村
政

経
氏
に
よ
る
と
、
わ
か
さ
の
会
は
川

本
町
の
団
体
と
い
う
。 

拝
殿
の
下
の
段
の
、
向
か
っ
て
右
側

に
恒
松
隆
慶
の
「
恒
松
君
頌
功
碑
」

と
並
ん
で
立
つ
。 

台
石
は
戦
前
ま
で
神
馬
が
乗
っ
て

い
た
台
で
、
供
出
し
て
神
馬
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
こ
の
石
碑
が

建
て
ら
れ
た
と
い
う
。 

碑
石
と
台
石
に
別
々
の
碑
文
が
あ

り
、
下
欄
に
紹
介
す
る
。 

境
内
に
は
ほ
か
に
「
松
浦
屋
与
兵
衛

之
碑
」
が
向
か
っ
て
左
側
に
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

  

碑
石
の
碑
文 

 

井
戸
公
顕
彰
碑 

 

時
は
徳
川
の
中
期
将
軍
吉
宗
の
頃 

當
時
全
国
を
お
そ
っ
た
享
保
の
大
飢
饉

に
石
見
銀
山
領
二
十
万
人
民
の 

窮
乏
は
そ
の
極
に
達
し
正
に
餓
死
の 

一
歩
寸
前
を
さ
ま
よ
う
て
ゐ
た
が
時
の 

大
森
代
官
井
戸
平
左
ヱ
門
正
明
公
は 

食
料
対
策
百
年
の
計
を
た
て
こ
の
地
方 

に
初
め
て
甘
藷
を
移
入
そ
の
栽
培
奨
励 

に
力
を
注
ぎ
一
方
義
金
の
募
集
公
租
の 

減
免
を
断
行
遂
に
は
独
断
で
幕
府 

直
轄
の
米
倉
を
開
く
な
ど
非
常
措
置 

に
よ
り
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た

と
い
ふ 

こ
の
深
い
慈
愛
と
至
誠
責
任
を
貫
い 

た
偉
大
な
る
善
政
は
千
古
に
輝
き
今 

も
尚
い
も
代
官
様
と
敬
慕
し
て 

公
の
み
た
ま
を
こ
の
地
に
祀
り
そ
の
遺
徳 

を
永
く
顕
彰
し
て
ゐ
る 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ113/幅149/奥行5 

台石 高さ163/幅237/奥行141 

「井戸公顕彰碑」「恒松君頌功碑」の横には、
大田ロータリークラブが平成 29 年に設置し
た「井戸平左衛門正明公頌徳碑 大田市分布マ
ップ」の解説板もある。 

台
石
の
碑
文 

 

恩
は
石
に
刻
め 

 

井
戸
公
は
私
し
た
ち
先
祖
の 

い
の
ち
を
救
ふ
て
頂
い
た
恩
人 

で
あ
る
． 

私
し
た
ち
の
先
祖
が
あ
の
時
餓 

死
し
て
ゐ
た
ら
子
孫
は
な
い
． 

先
祖
も
子
孫
も
共
に
救
ふ
て 

下
さ
っ
た
大
恩
人
で
あ
る‥

‥

と 

感
知
せ
し
め
ら
れ
た
と
き 

報
恩
感
謝
の
心
が
脉
々 

と
ふ
き
あ
が
る
． 

こ
の
聖
き
発
想
で
恩
は
石
に
刻
む 

の
至
純
な
心
で
石
ぶ
み
を
建
て 

井
戸
公
の
み
た
ま
に
さ
さ
げ
た
て 

ま
つ
る
． 

二
百
五
十
年
祭
記
念 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

わ
か
さ
の
会 
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【大田市４６】大田市大森町上佐摩上 尾川氏宅上 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市大森町上佐摩上 尾川氏宅左手の高手 

北緯３５°０６′４０．２５″／東経１３２°２７′１３．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市４７】大田市水上町白坏 肥田氏宅裏 泰雲院殿義……士位 

所在地 大田市白坏高津上 K31三差路前 肥田氏宅裏 

北緯３５°０４′４９．００″／東経１３２°２７′３４．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ92/幅30/奥行24 
台石１段目 
高さ 23/幅 45/奥行 51 

台石２段目 
高さ 17/幅 69/奥行 75 

台石３段目（コンクリート） 
高さ 16/幅 82/奥行 88 

 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
上
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
安
政
三
丙
辰
年
九
月
造

之
／
井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
廿
六
日 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
石
工
／
常
七 

［
一
段
目
台
石
右
面
］
上
組
中 

［
一
段
目
台
石
後
面
］
百
姓
代
／
柳
助

／
頭
百
姓
／
市
平
／
庄
屋
／
逢
助 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
森
町
内
で
地
域
住
民
が
建
て
た

頌
徳
碑
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
。 

３
段
目
の
台
石
が
崩
れ
て
い
た
が
、

平
成
22
年
に
上
佐
摩
上
自
治
会
に

よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
台
石

が
作
ら
れ
た
。
碑
の
周
囲
も
手
入
れ

さ
れ
、
地
域
の
人
が
大
切
に
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

 

碑石 高さ96/幅32/奥行32 
台石１段目 
 高さ26/幅56/奥行45 

台石２段目 
 高さ23/幅82/奥行78 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義…

…

士
位 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
年
／

五
月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
大
森
前
御
代
官
井
戸
平

左
衛
門
正
明 

［
台
石
］
施
主
／
當
村
中
／
惣
百
姓
／

百
姓
代
／
三
九
郎
／
頭
百
姓
／
助

十
郎
／
庄
屋
／
文
左
衛
門 

［
調
査
の
経
過
］ 

左
隣
に
別
の
碑
も
２
基
建
っ
て
い

る
が
、
民
有
地
と
い
う
こ
と
で
無
断

で
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
草
に
覆
わ

れ
て
い
て
、
手
前
に
小
川
も
あ
る
た

め
調
査
を
断
念
し
、
宮
本
調
査
台
帳

の
情
報
を
使
っ
た
。 

２
０
２
０
年
現
在
、
碑
は
存
在
し
て

い
る
が
、
遠
望
す
る
と
碑
石
の
前
面

の
文
字
が
読
め
な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。 

 

（
情
報
は
宮
本
調
査
資
料
に
よ
る
） 

 

写真は水上町の中田俊光氏が平成初
期に撮影された写真を使わせていた
だいた。 
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【大田市４８】大田市水上町三久須 元森山商店横 泰雲院殿義岳良□□居士 

所在地 大田市水上町三久須高津下 元森山商店横 武間氏宅向いの高手 

北緯３５°０５′１８．３３″／東経１３２°２７′２９．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市４９】大田市水上町福原 元中島商店横 井朙府之碑 

所在地 大田市福原 元中島商店横 市道川合水上線沿いの地蔵堂の上の平地 

北緯３５°０５′４５．７７″／東経１３２°２８′１２．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 105/幅 35/奥行 25 
台石１段目 
高さ 29/幅 59/奥行 50 

台石２段目 
高さ 23/幅 85/奥行 76 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
三
久
須
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
□
□

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
廿
六
日
逝
去
［
碑
石
左
面
］
御
代

官
／
井
戸
平
左
衛
門
正
朋
［
一
段
目

台
石
前
面
］（
上
部
に
横
書
き
で
）
施

主
三
久
須
中
（
そ
の
下
に
縦
書
き
）

嘉
永
七
甲
寅
／
十
月
建
之
／
庄
屋

義
助
／
見
習
辰
二
良
／
頭
百
姓
三

右
エ
門
／
惣
百
性
中
［
一
段
目
台
石

左
面
］
石
工
／
伊
助 

［
調
査
の
経
過
］ 

周
囲
は
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
公

園
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
碑
石
の

傷
み
が
激
し
く
、
傷
み
方
が
大
代
町

の
石
碑
の
傷
み
方
と
似
て
い
る
。
碑

石
に
比
べ
て
台
石
の
傷
み
は
少
な

く
文
字
が
し
っ
か
り
読
め
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

 

【
建
立
年
】
安
政
５
年
（
１
８
５
８
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
朙
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
辛
亥
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
安
政
五
年
戊

午
八
月
建
之
［
三
段
目
台
石
前
面
］

當
村
中
［
三
段
目
台
石
右
面
］
百
姓

代
／
泰
助
／
庄
屋
見
習
／
健
十
郎

／
庄
屋
／
吉
太
郎
［
三
段
目
台
石
左

面
］
五
人
組
頭
／
林
四
郎
／
直
助
／

仙
平
／
惣
四
郎
／
梅
二
郎
／
順
助

／
好
太
郎
／
元
□
／
亀
蔵
／
茂
七

／
興
六
／
勇
助
／
柳
兵
衛
／
郡
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

台
石
を
４
段
も
積
み
、
１
段
目
は
猫

足
に
な
っ
て
い
る
。
碑
石
の
文
字
も

深
く
、
大
き
い
。「
明
」
の
文
字
に
異

体
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
享
保
18
年

の
干
支
が
違
っ
て
い
る
。
辛
亥
は
井

戸
公
着
任
の
16
年
の
干
支
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

 

碑石 高さ 135/幅 47/奥行 30 
台石１段目（猫足部分） 
高さ 48/幅 88/奥行 71 

台石２段目 
高さ 26/幅 117/奥行 88 

台石３段目 
高さ 19/幅 152/奥行不明 

台石４段目 
高さ 22/幅 215/奥行不明 



 

 

43 
 

【大田市５０】大田市水上町荻原 元本宗寺跡 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 大田市水上町荻原 元本宗寺入口 

北緯３５°０６′１７．９１″／東経１３２°２９′０９．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市５１】大田市祖式町下町 円福寺 井戸正朋公碑 

所在地 大田市祖式町下町 円福寺境内（山門の左） 

北緯３５°０４′０４．９５″／東経１３２°２７′０５．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
公
碑
（
左
に
）

島
根
懸
知
事
正
五
位
勲
四
等
福
邑

正
樹
書 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
八
年
九
月
四
日
再

建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

総
高
さ
３
㍍
を
超
す
大
き
な
碑
。
２

段
目
の
台
石
は
３
段
の
石
積
み
で

反
り
も
あ
り
城
壁
の
よ
う
。
当
時
の

島
根
県
知
事
が
揮
毫
し
て
い
る
が
、

昭
和
８
年
再
建
と
い
う
情
報
し
か

な
く
、
歴
史
の
あ
る
円
福
寺
に
立
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
再

建
の
経
過
が
興
味
深
い
。 

井
戸
公
の
名
前
は
「
正
朋
」
を
採
用

し
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 94/幅 33/奥行 26 
台石１段目 
高さ 22/幅 58/奥行 50 

台石２段目 
高さ 9/幅 82/奥行 73 

台石２段目（コンクリート） 
高さ 66/幅 138/奥行 153 

【
建
立
年
】
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
荻
原
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
三
十
三
年
八
月
再

建
［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
巳
歳

五
月
廿
六
日
［
一
段
目
台
石
前
面
］

荻
原
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
の
後
ろ
に
旧
碑
が
積
ま
れ
て
お

り
、「
癸
巳
」
の
文
字
が
あ
る
の
で
、

元
の
碑
も
干
支
が
違
う
よ
う
だ
。 

２
０
１
８
年
の
島
根
県
西
部
地
震

で
傾
い
た
た
め
、
地
元
有
志
に
よ
り

３
段
目
以
下
の
台
石
が
修
復
さ
れ

た
。
碑
石
と
１
段
目
の
台
石
が
昭
和

33
年
製
で
２
段
目
以
降
は
以
前
の

も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。 

前
の
市
道
に
は
「
荻
原
千
軒
」
の
説

明
板
が
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ187/幅123/奥行42 
台石１段目 
 高さ30/幅167/奥行80 

台石２段目（石組） 
 高さ86/幅247/奥行186 
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【大田市５２】大田市祖式町瀬戸 バス停横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市祖式町下瀬戸 K31沿い瀬戸橋バス停横 

北緯３５°０３′５２．７５″／東経１３２°２７′４５．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市５３】大田市祖式町山中 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市祖式町山中 市道沿いの「オオイエカン 293次１」の電柱の右を入って約１００㍍ 

北緯３５°０３′０４．０１″／東経１３２°２６′２３．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 86/幅 29/奥行 25 
台石１段目 
高さ 25/幅 47/奥行 47 

台石２段目 
高さ 9/幅 66/奥行 65 

台石３段目 
高さ 14/幅 86/奥行 80 
 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
瀬
戸
本
江
惣
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平

左
衞
門
正
明
［
碑
石
後
面
］
嘉
永
七

寅
年
［
一
段
目
台
石
前
面
］
庄
屋
／

文
治
郎
／
瀬
戸
本
江
惣
連
中
［
一
段

目
台
石
右
面
］
石
工
／
市
右
ヱ
門 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
沿
い
の
法
面
に
立
つ
。
保
存
状

態
も
よ
く
、
傷
み
は
少
な
い
。
建
立

年
が
碑
石
後
面
に
彫
っ
て
あ
る
の

が
珍
し
い
。
後
面
は
削
ら
な
い
ま
ま

で
文
字
が
な
い
も
の
が
多
い
。 

祖
式
町
の
７
基
の
う
ち
３
基
が
嘉

永
７
年
の
建
立
、
山
中
の
１
基
が
安

政
４
年
で
、
４
年
間
に
４
基
が
相
次

い
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
８
日
） 

（
写
真
２
０
１
２
年
10
月
30
日
） 

 

碑石 高さ97/幅33/奥行33 
台石１段目 
 高さ26/幅53/奥行53 

台石２段目 
 高さ28/幅76/奥行77 

台石３段目 
 高さ23/幅111/奥行111 

台石４段目 
 高さ18/幅151/奥行168 

台石５段目（石組） 
 高さ110/幅210/奥行220 

台石６段目（外枠） 
 高さ37/幅305/奥行330 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
祖
式
村
上
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛

門
正
明
君
［
碑
石
後
面
］
安
政
四
年

丁
巳
春
建
之
［
二
段
目
台
石
前
面
］

施
主
／
祖
式
村
／
上
組
／
中
［
二
段

目
台
石
左
面
］
庄
屋
／
文
四
郎
／
頭

百
姓
／
助
五
郎
／
同
／
卯
一
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
へ
の
道
は
、
現
在
は
何
と
か
通
れ

る
状
態
。
約
１
０
０
㍍
進
ん
で
広
場

に
着
く
と
壮
大
な
石
碑
が
現
れ
る
。

台
石
が
６
段
も
あ
り
、
５
段
目
の
石

組
は
高
さ
１
１
０
㌢
も
あ
る
。 

村
中
で
最
も
立
派
な
石
碑
を
建
て

よ
う
と
し
た
先
人
の
意
気
込
み
が

伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
24
日
） 
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【大田市５４】大田市祖式町南山 井明府……碑 
 

所在地 大田市祖式町南山 K46号南山入口から約２㌔の笠岡氏宅先を左側の山に少し上がる。 

北緯３５°０２′１０．１８″／東経１３２°２７′１２．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市５５】大田市祖式町横谷 井明府□碑 

所在地 大田市祖式町横谷 市道の北側の高台 

北緯３５°０２′５４．４０″／東経１３２°２７′４１．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石 高さ 76/幅 33/奥行 33 
台石１段目 
高さ 17/幅 53/奥行 53 

台石２段目 
高さ 19/幅 76/奥行 77 

台石３段目 
高さ 21/幅 111/奥行 111 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
南
山
中 

［
碑
石
前
面
］
剥
落
し
て
読
め
な
い

（
文
字
は
宮
本
調
査
に
よ
る
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
台
石
二
段
目
前
面
］
南
山
中 

［
台
石
二
段
目
左
面
］
世
話
人
／
甚
三

郎
／
文
右
ヱ
門
／
兼
市
良 

［
調
査
の
経
過
］ 

こ
の
場
所
は
地
域
の
方
の
墓
地
の

入
口
に
あ
た
る
場
所
だ
っ
た
。
崖
ま

で
わ
ず
か
約
１
㍍
と
い
う
場
所
に

立
つ
。
石
碑
は
そ
れ
ほ
ど
傷
み
が
激

し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
碑
銘
の
部

分
だ
け
が
そ
ぎ
取
ら
れ
た
よ
う
に

剥
落
し
て
い
て
読
め
な
く
な
っ
て

い
る
。
後
方
に
石
灯
籠
の
屋
根
だ
け

が
残
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

 

碑石 高さ66/幅38/奥行19 
台石１段目 
 高さ9/幅43/奥行34 

台石２段目 
 高さ16/幅49/奥行42 

台石３段目 
 高さ10/幅61/奥行62 

台石４段目（石組） 
 高さ50/幅123/奥行不明 
 

【
建
立
年
】
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）

再
建 

【
建
立
者
】
横
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府…

…

（
宮
本
調

査
「
井
明
府
□
碑
」） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明
［
碑
石
左

面
］
明
治
四
十
四
年
八
月
吉
日
再
建 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
横
谷
中
［
二
段

目
台
石
右
前
面
］
世
話
人
／
森
田
善

次
郎
［
二
段
目
台
石
左
面
］
福
光
石

工
／
山
中
清
一 

［
調
査
の
経
過
］ 

猪
ノ
目
の
碑
と
同
じ
道
路
沿
い
。
道

路
の
約
３
㍍
の
高
さ
の
擁
壁
の
上

に
立
つ
。
碑
石
の
正
面
の
文
字
だ
け

が
え
ぐ
れ
た
よ
う
に
剥
離
し
て
い

て
、「
井
明
府
」
し
か
読
め
な
い
が
、

そ
の
他
の
面
の
文
字
は
鮮
明
だ
。
４

段
目
は
石
積
み
で
立
派
な
造
り
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
８
日
） 
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【大田市５６】大田市祖式町猪ノ目 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市祖式町猪ノ目 市道の北側向いの高台 

北緯３５°０２′１５．９７″／東経１３２°２８′１５．２１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市５７】大田市祖式町大原 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市祖式町大原 市道大原横谷線の大原側の橋のたもと 

北緯３５°０３′０９．５５″／東経１３２°２８′３４．１６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
井
之
目
谷
内 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
逝
去
［
同
左
面
］
井
戸
平
左
衞

門
正
明
［
同
後
面
］
昭
和
九
年
五
月

再
建
／
世
話
人 

山
下
潮
現
［
一
段

目
台
石
前
面
］
祖
式
村
［
二
段
目
台

石
前
面
］
井
之
目
谷
内
［
同
右
面
］

嘉
永
七
歳
／
甲
寅
八
月
／
立
之
／

庄
屋
／
政
左
衛
門
［
同
左
面
］
世
話

人
／
鍛
冶
屋
□
兵
衛
／
福
光
／
石

工
利
兵
ヱ
／
作 

［
調
査
の
経
過
］ 

横
谷
の
碑
の
前
の
市
道
を
南
東
に

進
ん
だ
場
所
の
左
手
、
田
を
一
枚
挟

ん
だ
高
台
の
平
地
に
立
つ
。
台
石
を

４
段
も
積
み
、
し
か
も
４
段
目
は
石

組
の
立
派
な
造
り
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ91/幅52/奥行33 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
當
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
（
左
に
）
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
嘉
永
七
甲
寅
三
月
廿
五

日
建
之
／
當
組
中
／
庄
屋
政
左
衛

門
／
頭
百
姓
万
平
／
在
極
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

橋
の
た
も
と
の
擁
壁
を
削
る
形
で
、

地
蔵
と
並
ん
で
立
つ
。
小
さ
な
石
碑

で
文
字
も
浅
く
、
素
人
が
彫
っ
た
よ

う
な
感
じ
だ
が
、
石
が
硬
い
た
め
傷

み
は
な
い
。
碑
の
前
に
は
花
立
て
が

１
対
あ
り
、
野
の
花
が
供
え
ら
れ
、

い
つ
行
っ
て
も
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
置
い
て
あ
る
。
近
く
の
人
が
世

話
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

（
写
真
２
０
１
２
年
10
月
31
日
） 

碑石 高さ85/幅32/奥行25 
台石１段目 
 高さ20/幅49/奥行49 

台石２段目 
 高さ21/幅67奥行67 

台石３段目 
 高さ20/幅91/奥行91 

台石４段目（石組） 
 高さ62/幅127/奥行127 
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【大田市５８】大田市大代町新屋本郷 大葉氏宅横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市大代町新屋本郷 大葉氏宅横 地蔵堂後ろ 

北緯３５°０２′２８．３７″／東経１３２°２４′５３．１８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市５９】大田市大代町新屋山田 バス停前 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市大代町新屋山田 K46沿いバス停前（大江高山山田側登山口） 

北緯３５°０２′３３．６６″／東経１３２°２５′２０．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
屋
本
郷 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平

左
衞
門
正
明
君
［
二
段
目
台
石
前

面
］
新
屋
本
郷
［
二
段
目
台
石
右
面
］

頭
百
姓
／
源
四
郎
／
庄
屋
／
彦
右

衛
門
［
二
段
目
台
石
左
面
］
世
話
人

／
好
三
郎
／
大
三
郎
／
周
蔵 

［
調
査
の
経
過
］ 

近
く
に
は
墓
所
も
２
か
所
あ
り
、
合

わ
せ
て
き
れ
い
に
手
入
れ
し
て
あ

る
。
石
碑
は
福
光
石
で
か
な
り
剥
落

が
進
ん
で
い
る
。
４
段
目
の
台
石
は

崩
落
し
て
構
成
石
が
周
囲
に
散
乱

し
て
い
る
。 

町
内
の
多
く
の
碑
と
同
様
、
台
石
に

彫
ら
れ
た
建
立
者
名
が
大
き
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
30
日
） 

 

碑石 高さ77/幅24/奥行24 
台石１段目 
 高さ16/幅40/奥行40 

台石２段目 
 高さ17/幅49/奥行49 

台石３段目（下が埋まっている） 
 高さ6/幅73/奥行75 

【
建
立
年
】
天
保
15
年
（
１
８
４
４
） 

【
建
立
者
】
知
雲 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿…

…

（
剥
落

し
て
読
め
な
い
が
宮
本
資
料
で
は

「
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大
居
士
」
） 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
殿
正
明

／
天
保
十
五
辰
七
月
□
日
知
雲
立

之
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
46
号
の
南
側
か
ら
北
側
に
移

設
さ
れ
た
。
碑
石
の
傷
み
が
激
し

く
、
読
め
な
い
文
字
が
あ
る
。
台
石

は
以
前
は
３
段
目
が
厚
さ
18
㌢
で
、

そ
の
下
に
25
㌢
厚
の
４
段
目
も
あ

っ
た
。
隣
に
は
元
治
２
年
（
１
８
６

５
）
に
建
て
た
灯
籠
が
あ
り
「
當
組

若
連
中
」
と
あ
る
。
灯
籠
の
左
面
に

は
「
山
田
寺
」
の
文
字
も
あ
る
の
で
、

知
雲
は
そ
の
寺
の
住
職
だ
っ
た
か
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

 

碑石 高さ99/幅31/奥行31 
台石１段目 
 高さ26/幅52/奥行52 

台石２段目 
 高さ28/幅73奥行73 

台石３段目 
 高さ25/幅103/奥行103 

台石４段目（崩落） 
 高さ25/幅200/奥行200 
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【大田市６０】大田市大代町新屋飯谷 浄願寺 井戸明君碑 

所在地 大田市大代町新屋飯谷 浄願寺境内（大江高山飯谷側登山口） 

北緯３５°０２′５５．４３″／東経１３２°２５′４９．６０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市６１】大田市大代町新屋右原 泰…… 

所在地 大田市大代町新屋右原 中垣氏宅西側道路右手の山際 

北緯３５°０１′２２．８６″／東経１３２°２５′５４．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
屋
村
飯
谷
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑
（
右
に
）

享
保
十
八
年
（
左
に
）
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
台
石
一
段
目
前
面
］
新
屋
村
／
飯
谷

組
中
／
庄
屋
／
助
十
郎
／
同
見
習

／
吉
五
郎
／
頭
百
姓
／
種
右
ヱ
門

／
百
姓
代
／
常
三
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

こ
の
碑
の
た
め
に
造
ら
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
広
い
台
に
乗
る
（
台

石
３
段
目
と
し
た
）
、
大
き
な
自
然

石
の
堂
々
た
る
も
の
。
白
っ
ぽ
い
苔

は
生
え
て
い
る
が
傷
み
は
な
く
、
文

字
も
よ
く
読
め
る
。
専
用
の
石
の
花

立
て
（
こ
れ
は
時
代
が
新
し
そ
う
）

や
「
飯
谷
組
中
」
と
い
う
建
立
者
名

に
、
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

 

【
建
立
年
】
明
治
26
年
（
１
８
９
３
） 

【
建
立
者
】
右
原
組 

［
碑
石
前
面
］
泰…

…
 

［
碑
石
右
面
］
井
戸…

…

［
碑
石
左
面
］

享
保
十
八
癸
丑…

／
五
月
廿…

…
 

［
二
段
目
台
石
正
面
］
右
原
組
［
そ
の

ほ
か
］
文
字
な
し
（
と
思
わ
れ
る
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

奇
妙
な
形
に
見
え
る
が
碑
石
が
折

れ
た
た
め
、
台
石
の
上
に
寝
か
せ
た

も
の
だ
と
い
う
。
碑
石
の
上
の
楕
円

形
の
石
に
「
泰
」
の
字
が
読
め
る
の

で
、
折
れ
た
碑
石
の
上
部
だ
ろ
う
。

台
石
の
「
右
原
組
」
の
文
字
も
大
き

く
て
深
い
。 

左
の
石
柱
も
同
時
に
建
て
ら
れ
た

と
思
わ
れ
、
正
面
に
「
明
治
廿
六
年

十
月
廿…

」
と
あ
り
、
こ
れ
を
碑
の

建
立
年
と
し
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
30
日
） 

 

碑石 高さ172/幅77/奥行43 
台石１段目 
 高さ31/幅115/奥行85 

台石２段目 
 高さ23/幅130/奥行144 

台石３段目（コンクリート） 
 高さ53/幅228/奥行180 

碑石 高さ80/幅28/奥行25 
台石１段目 
 高さ22/幅47/奥行47 

台石２段目 
 高さ23/幅65奥行65 

台石３段目 
 高さ23/幅95奥行不明 

台石４段目 
 高さ34/幅133/奥行不明 
 

碑石の寸法は立った状態を想定して
計測した。 
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【大田市６２】大田市大代町大家植松 正法寺 井戸君報徳碑 

所在地 大田市大代町大家植松 正法寺山門左 

北緯３５°０２′０２．１９″／東経１３２°２４′２９．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市６２】大田市大代町大家植松 正法寺 井戸君報徳碑 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
當
町
中 

［
碑
石
前
面
］
□
□
□
報
徳
碑
（
各
種

資
料
に
よ
り
「
井
戸
君
」
と
し
た
） 

［
碑
石
左
右
面
］
３
２
０
字
の
碑
文

（
下
欄
に
掲
載
）
［
二
段
目
台
石
前

面
］
當
町
中
［
二
段
目
台
石
左
面
］

寄
□
／
助
二
郎
／
庄
屋
／
喜
兵
衛

／
頭
百
姓
／
善
右
衛
門
／
世
話
人

／
惣
左
衛
門
／
徳
五
郎
／
武
平
太

／
繁
平
／
孫
一
郎
／
藤
五
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
石
は
幅
40
セ
ン
チ
も
あ
り
、
４
段

の
台
石
が
あ
る
堂
々
た
る
碑
。
２
段

目
の
台
石
に
「
當
町
中
」
と
あ
り
、

「
當
組
中
」
や
「
當
村
中
」
と
は
違

っ
て
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た

大
代
の
「
町
」
の
プ
ラ
イ
ド
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
碑
が
や
せ

て
い
て
、
碑
文
は
ほ
ぼ
読
め
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

【
碑
文
】
熊
谷
正
範
著
「
大
家
か
ら
大
田
市
へ
」 

（
昭
和
57
年
同
氏
発
行
）
よ
り 

 

臨
百
里
之
地
而
受
生
民
之
寄
有
一
夫
不
得
所
者

罪
将
就
帰
宣 

郡
宰
□
難
平
得
父
也
如
□
井
戸

君
諱
政
明
乃
其
因
興
君
通
称
平
左
衛
門
享
保
中

来
石
見
為
代
官
時
管
下
新
承
凋
荒
民
産
未
立 

君
下
□
洲
口
謀
求
齊
民
之
方
属
耆
老
而
諮
詢 

或
曰 

君
不
見
夫
甘
藷 

類
芋
而
沙
種
出
於
琉

伝
於
薩
故
俗
又
呼
曰
薩
摩
芋
其
味
甘
温
可
以
民

食
矣 

君
聞
之
大
喜
乃
請
種
於
薩
以
其
宜
沙
地

先
令
浴
海
民
戸
□
之
種
則
繁
行
利
逐
遍
於
郡
内

被
其
澤
者
不
□
君
之
名
而
秘
為
芋
代
官
云
□
者

大
家
本
郷
人
某
来
請
余
曰
芋
代
官
卒
巳
者
五
十

余
年
矣 

部
諸
村
莫
不
樹
碑
以
報
其
徳
而
我
郷

独
未
有
一
石
之
以
相
表
也
某
等
□
夏
之
願
子
幸

文
之
県
専
将
□
□
示
之
後
矣
鳴
呼
君
之
逝
□
手

其
巳
□
焉
而
其
徳
澤
之 

玉
今
尚
能
使
人
追
感

思
慕
如
此
任
救
民
之
□
者
其
真
可
不
以
鏨
於
斯

也
乎
哉
万
余
難 

□
悪
得
□
楽
而
文
之 

 
 
 
 
 

安
政
三
年
歳
在
丙
辰
出
雲
姉
展
謹 

 

碑石 高さ123/幅40/奥行39 
台石１段目 
 高さ36/幅70/奥行68 

台石２段目 
 高さ32/幅104/奥行107 

台石３段目 
 高さ34/幅135/奥行144 

台石４段目 
 高さ21/幅18/奥行180 
 

【
訳
文
】
石
村
勝
郎
著
「
い
も
神
さ

ま 

井
戸
平
左
衛
門 

石
見
銀
山

代
官
」（
平
成
６
年
石
見
銀
山
資
料

館
発
行
）
よ
り 

 

碑
文
の
作
者
（
出
雲
の
人
ら
し

い
）
の
と
こ
ろ
へ
、
大
家
本
郷
の
有

志
が
訪
ね
て
来
て
、
い
も
代
官
が

亡
く
な
っ
て
五
十
余
年
に
な
る
。

他
の
村
で
は
、
そ
の
徳
に
報
い
て

碑
を
立
て
て
い
る
が
、
ひ
と
り
、
わ

が
村
に
な
い
、
こ
れ
は
悲
し
い
こ

と
で
あ
り
、
お
願
い
す
る
か
ら
碑

文
を
書
い
て
ほ
し
い
、
後
世
に
志

を
伝
え
た
い
と
い
っ
て
来
た
。 

 

あ
あ
君
が
逝
っ
て
既
に
遠
い
が

徳
沢
は
い
ま
も
人
を
追
慕
さ
せ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
救
民
の
責
に

任
ず
る
者
は
、
こ
の
よ
う
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
才
能
劣
る
自
分

だ
が
、
こ
れ
を
文
に
表
わ
さ
ざ
る

を
得
な
い
。 

碑
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
碑
石
の
左
面
（
上
下
） 

台石に盃状穴がある 
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【大田市６３】大田市大代町大家四日市 西臨寺先 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市大代町大家四日市 西臨寺先 四日市バス停付近の三差路 

北緯３５°０２′０７．５８″／東経１３２°２４′２０．１１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市６４】大田市大代町大家八反田 ……殿義岳良…… 

所在地 大田市大代町大家八反田 元小学校の西 市道沿いの法面 

北緯３５°０２′０８．７６″／東経１３２°２４′４４．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 124/幅 54/奥行 34 
台石１段目 
高さ 18/幅 67/奥行 52 

台石２段目（石組） 
高さ 21/幅 128/奥行 90 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

二
十
六
日
／
井
戸
平
左
衛
門 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
當
組
中 

［
一
段
目
台
石
左
面
］
□
□
／
□
話
人

／
庄
屋
／
喜
右
衛
門 

［
一
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
工
／
山

中
九
平
ヱ
／
市
□
／
山
屋
新
助 

［
調
査
の
経
過
］ 

２
段
目
の
台
石
の
下
に
は
地
蔵
堂

と
共
通
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

が
あ
る
。
碑
の
後
ろ
は
休
耕
田
。
碑

の
周
囲
は
き
れ
い
に
草
が
刈
っ
て

あ
り
気
持
ち
が
い
い
。 

一
段
目
の
台
石
に
は
数
個
の
盃
状

穴
が
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

碑石 高さ97/幅31/奥行30 
台石１段目 
 高さ26/幅53/奥行52 

台石２段目 
 高さ28/幅74/奥行77 

台石３段目 
 高さ20/幅106/奥行不明 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
八
反
田
組 

［
碑
石
前
面
］…

…

殿
義
岳
良…

…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
八
反
田
組 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
□
／
山

中
秀
□
／
下
□
／
山
屋
新
□ 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
庄
屋
／
喜
三
衛

門
／
百
姓
代
／
大
□
衞
／
世
話
人

／
殿
兵
□
／
喜
平
□
／
常
三
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

規
模
と
い
い
造
り
と
い
い
、
柿
田
の

碑
（
№
65
）
と
よ
く
似
て
い
る
。
石

も
似
て
お
り
、
日
当
た
り
の
い
い
場

所
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
傷
み

方
ま
で
似
て
い
る
。
現
在
は
や
っ
と

「
殿
義
岳
良
」
が
読
め
る
。
台
石
に

盃
状
穴
が
あ
る
。
周
囲
は
よ
く
草
が

刈
っ
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 
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【大田市６５】大田市大代町大家柿田 泰雲院殿義岳良忠…… 

所在地 大田市大代町大家柿田 市道沿い地蔵堂上 

北緯３５°０２′２７．２６″／東経１３２°２４′２７．２７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市６６】大田市大代町大家川上 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市大代町大家川上 鳴ヶ鼻橋先の市道沿い 

北緯３５°０２′５６．６７″／東経１３２°２４′３０．３０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
柿
田
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠…

…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸…

…

／
五

月…
…
 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平…

…
 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
當
役
／
庄
屋
／

新
右
衛
門
／
九
屋
仙
助 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
柿
田
組 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
工
／
谷

中
秀
平
エ 

［
調
査
の
経
過
］ 

三
差
路
に
あ
る
地
蔵
堂
の
上
の
丘

に
立
つ
。
雪
が
深
か
っ
た
当
時
の
自

然
条
件
の
た
め
か
、
大
代
町
の
石
碑

は
傷
み
が
激
し
く
、
こ
の
碑
も
か
な

り
崩
落
が
進
ん
で
や
せ
て
お
り
、
碑

石
の
下
部
は
セ
メ
ン
ト
で
補
修
し

て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
１
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
川
上
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
旹
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞

門
正
明
君
／
祀
奠
碑
／
川
上
連
中

建
之
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

川
沿
い
の
道
の
山
側
に
あ
る
高
さ

約
１
㍍
、
幅
約
６
㍍
の
石
垣
の
上
に

ほ
か
の
碑
と
共
に
立
つ
。
大
き
目
の

１
段
の
台
石
の
上
に
大
き
め
で
幅

広
の
自
然
石
が
乗
り
、
気
持
ち
の
い

い
、
雄
大
な
眺
め
だ
。
碑
の
前
の
花

立
て
に
は
季
節
の
野
の
花
が
供
え

て
あ
り
、
調
査
日
に
は
碑
の
横
に
咲

く
シ
ャ
ガ
の
花
が
供
え
て
あ
っ
た
。

建
立
年
が
な
い
の
が
残
念
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
１
日 

写
真
は
２
０
１
２
年
10
月
31
日
） 

碑石 高さ100/幅31/奥行31 
台石１段目 
 高さ24/幅53/奥行53 

台石２段目 
 高さ28/幅73/奥行74 

台石３段目 
 高さ20/幅110/奥行105 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ159/幅83/奥行30 

台石 高さ42/幅133/奥行110 
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【大田市６７】大田市温泉津町湯里 専念寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町湯里温泉郷下 鉄道高架下 専念寺の道路脇 

北緯３５°０６′３２．６８″／東経１３２°２２′３３．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市６８】大田市温泉津町湯里中村 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町湯里中村 K201沿い（豊田屋の下） 

北緯３５°０５′４８．２５″／東経１３２°２２′４４．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
11
年
（
１
８
４
０
） 

【
建
立
者
】
本
郷
／
温
泉
郷
下
組
／
湯

湊 
［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
癸
丑
之
夏
五
月
二

十
六
日
卒
／
故
明
府
井
戸
平
左
衛

門
正
明
君
祀
奠
碑
［
碑
石
左
面
］
維

旹
天
保
庚
子
初
夏
謹
建
焉
［
一
段
目

台
石
前
面
］（
右
か
ら
）
本
郷
／
温
泉

郷
下
組
／
湯
湊
［
同
左
右
面
］
世
話

人
名
数
人
か
（
読
め
な
い
） 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
沿
い
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立

つ
。
碑
銘
は
道
路
側
に
彫
っ
て
あ

る
。
大
き
な
碑
で
、
道
路
か
ら
約
50

㌢
高
い
場
所
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
い
。
比
較

的
軟
ら
か
そ
う
な
石
だ
が
、
傷
み
は

少
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
17
日
） 

 

【
建
立
年
】
文
政
11
年
（
１
８
２
８
） 

【
建
立
者
】
温
泉
本
郷
上
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
／
前
御
代
官
井
戸
平
左
衛
門

□
□
□
／
調
立
主
温
泉
本
郷
上
組

／
世
話
人
周
平
ヱ
／
好
蔵
［
碑
石
左

面
］
旹
文
政
十
一
戊
子
五
月
謹
立
／

村
役
人 

林
義
助
／
山
根
周
助
／

同
苗
勇
蔵
／
安
田
豊
平
ヱ
〔
碑
文
の

一
部
は
「
ふ
る
さ
と
ア
ル
バ
ム
」（
平

成
８
年
山
本
隆
慶
著
）
に
よ
る
〕 

［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

比
較
的
硬
い
自
然
石
だ
が
、
碑
石
左

右
面
の
小
さ
な
文
字
は
浅
く
な
っ

て
い
て
読
み
に
く
い
。
碑
銘
と
、
文

字
の
下
に
蓮
の
花
を
配
し
た
図
案

が
野
田
、
専
念
寺
の
碑
に
踏
襲
さ
れ

た
よ
う
だ
。 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

 

碑石 高さ200/幅62/奥行36 
台石１段目 
 高さ46/幅110/奥行109 

台石２段目 
 高さ30/幅148/奥行141 

台石３段目 
 高さ27/幅199/奥行164 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ160/幅77/奥行60 

台石 高さ18/幅106/奥行105 
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【大田市６９】大田市温泉津町湯里 野田新谷 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町湯里野田 垰田氏宅前の山道を約２００メートル上がった新谷家の墓地 

北緯３５°０５′５６．８８″／東経１３２°２３′３７．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市７０】大田市温泉津町湯里西田 水上神社 井明府之碑 

所在地 大田市温泉津町湯里西田 水上神社参道石段右手 

北緯３５°０５′２４．９５″／東経１３２°２３′４１．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
野
田
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

野
田
（
左
に
）
井
戸
平
左
衛

門
尉
諱
正
明 

組
中 

［
碑
石
左
右
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
前
左
右
面
］（「
ふ
る
さ

と
ア
ル
バ
ム
」
よ
り
）
当
時
庄
屋
坂

根
一
平
／
当
時
頭
百
姓
臼
井
仁
五

右
ヱ
門
／
当
時
百
姓
代
帯
刀
又
十

郎
／
世
話
方
宮
原
祐
右
ヱ
門
／
同

山
田
千
代
太
郎
／
山
田
吉
子
平
ヱ

／
山
本
佐
平
／
足
利
吉
左
ヱ
門
／

福
光
石
工
忠
四
／
竹
作
／
野
田
石

工
藤
十
郎
／
同
保
国
／
難
波
松
太

郎
／
新
右
ヱ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

傷
み
は
少
な
い
。
専
念
寺
の
石
碑
同

様
、
大
き
な
石
碑
だ
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
年
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
安
政
二
年
龍
舎
乙
卯
七

月
建
之
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

「
井
明
府
之
碑
」
の
文
字
が
深
く
彫

ら
れ
て
い
て
「
碑
」
の
文
字
の
下
部

分
が
剥
落
し
て
い
る
。
碑
石
の
背
面

全
面
ほ
か
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ

て
い
る
。
猫
足
に
す
る
な
ど
格
調
高

い
（
№
49
水
上
町
福
原
下
の
碑
と
酷

似
）
。
神
社
に
上
が
る
石
段
の
右
手

に
、
道
路
か
ら
約
１
・
５
㍍
高
い
場

所
に
設
置
場
所
を
整
備
し
て
設
置

さ
れ
て
お
り
、
丁
重
な
扱
い
が
感
じ

ら
れ
る
。
安
政
２
年
の
「
泰
雲
院
殿

石
碑
取
立
勘
定
帳
」
に
設
立
時
の
記

録
が
残
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

碑石 高さ180/幅62/奥行36 
台石１段目 
 高さ23/幅95/奥行93 

台石２段目 
 高さ27/幅130/奥行130 

台石３段目 
 高さ30/幅185/奥行188 

⇦垰田氏 

碑石 高さ128/幅47/奥行33 
台石１段目（猫足部分） 
 高さ59/幅92/奥行76 

台石２段目 
 高さ25/幅122/奥行97 

台石３段目 
 高さ21/幅152/奥行123 
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【大田市７１】大田市温泉津町小浜 厳島神社 正朋井戸君碑 

所在地 大田市温泉津町小浜 厳島神社拝殿の一段下の境内 

北緯３５°０５′３２．９２″／東経１３２°２０′５６．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市７２】大田市温泉津町日祖 大元神社 井戸平左衛門君之碑 

所在地 大田市温泉津町日祖 大元神社境内 

北緯３５°０６′１２．０４″／東経１３２°２１′０９．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

            （単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 206/幅 65/奥行 60 
台石１段目 
高さ 50/幅 114/奥行 166 

台石２段目（石組） 
高さ166/幅250/奥行280 

【
建
立
年
】
明
治
44
年
（
１
９
１
１
） 

【
建
立
者
】
小
濱
中 

［
碑
石
前
面
］
正
朋
井
戸
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
四
十
四
年
二
月
建

之 
小
濱
中
／
建
設
委
員
／
寺
本

寛
三
郎
／
油
谷
登
三
郎
／
藤
井
啓

太
郎
［
碑
石
後
面
］
石
工
／
坪
内
亀

一
［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
石
は
２
０
６
㌢
も
あ
る
大
き
な

も
の
で
傷
み
も
な
い
。
そ
れ
が
１
６

６
㌢
も
あ
る
立
派
な
石
組
の
上
に

乗
っ
て
い
る
の
で
見
上
げ
る
ほ
ど

大
き
い
。
総
高
さ
４
２
２
㌢
は
大
田

市
で
最
大
。
１
段
目
の
台
石
は
海
石

か
。「
正
朋
井
戸
君
碑
」
の
表
記
は
、

明
治
16
年
に
温
泉
上
町
に
再
建
さ

れ
た
井
戸
公
碑
（
№
73
）
と
同
じ
だ

が
、
こ
ち
ら
は
「
正
朋
」
と
読
め
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
日
祖
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
君
之
碑 

［
碑
石
左
右
・
後
面
］
次
葉
に
記
載 

［
碑
石
右
面
］
建
設
委
員
／
友
村
常
三

郎
／
石
田
喜
三
郎
／
石
田
傅
一
／

石
田
與
吉
／
松
原
榮
作
／
安
江
久

太
郎
／
加
藤
與
三
郎
／
友
村
善
太

郎
／
工
事
擔
任
者
／
森
田
虎
市 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
日
祖
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
元
神
社
に
現
在
社
殿
は
な
く
、
鳥

居
と
「
宮
址
の
碑
」
が
残
り
、
後
方

に
井
戸
公
碑
が
立
つ
。
台
石
は
５

段
、
最
下
段
は
石
を
２
段
組
み
上
げ

た
て
い
ね
い
な
碑
。
碑
石
の
左
右

面
、
後
面
に
長
文
の
碑
文
が
残
っ
て

い
る
（
次
葉
に
記
載
）。
碑
石
は
福
光

石
で
少
し
傷
み
も
あ
る
が
、
文
字
は

読
め
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

碑石 高さ106/幅37/奥行25 
台石１段目 
 高さ24/幅59/奥行48 

台石２段目 
 高さ24/幅76/奥行63 

台石３段目 
 高さ14/幅110/奥行96 

台石４段目 
 高さ18/幅150/奥行181 

台石５段目（石組） 
 高さ70/幅205/奥行215 
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【大田市７２】大田市温泉津町日祖 大元神社 井戸平左衛門君之碑 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市７３】大田市温泉津町温泉上町 正明井戸君碑 

所在地 大田市温泉津町温泉街温泉上町 町営バス温泉津上町バス停前の交差点 

北緯３５°０５′４８．２７″／東経１３２°２１′０４．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑
文
（
碑
石
左
面
） 

君
諱
ハ
正
明
享
保
十
六
年
九
月
二
日
石
見
代
官
ニ
補
セ
ラ
レ
十 

三
日
大
森
ニ
着
任
シ
石
見
備
中
備
後
三
國
ノ
幕
領
ヲ
支
配
ス
當 

時
比
年
稔
ラ
ス
大
森
銀
山
料
地
ハ
荒
凉
ヲ
極
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
賑 

恤
救
荒
ハ
大
ニ
力
ヲ
致
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
凍
餓
流
亡
者
ヲ 

生
セ
ス
殊
ニ
中
國
に
於
ケ
ル
今
日
ノ
甘
藷
ハ
君
カ
鹿
児
島
ヨ
リ 

（
碑
石
後
面
） 

徴
シ
料
内
ニ
頒
チ
タ
ル
百
斤
ノ
塊
根
ヲ
以
テ
原
種
ト
ナ
ス
十
八 

年
五
月
某
日
停
職
且
笠
岡
ニ
於
テ
待
命
ノ
示
達
ヲ
受
タ
リ
茲
ニ 

君
ハ
引
責
以
テ
二
十
六
日
同
地
ニ
テ
自
盡
ス
歳
六
十
二
威
徳
寺 

ニ
葬
リ
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士
ト
謚
ス
明
治
四
十
三
年
十
一
月 

十
六
日
特
ニ
位
記
ヲ
賜
ヒ
従
四
位
ヲ
贈
ラ
レ
タ
リ 

 
 
 
 

大
正
三
年
五
月
中
浣
建
之 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ206/幅70/奥行46 
台石１段目 
 高さ42/幅150/奥行96 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ74/幅138/奥行130 
 

【
建
立
年
】
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
井
戸
君
碑
（
左
に
）

大
教
正
華
頂
山
松
翁
㊞
㊞ 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
六
癸
未
年
五
月

再
建
之
／
福
光
石
工 

坪
内
和
七 

［
調
査
の
経
過
］ 

温
泉
津
温
泉
の
温
泉
街
を
海
岸
側

か
ら
進
む
と
、
町
並
み
が
終
わ
る
付

近
の
交
差
点
の
北
側
を
整
備
し
て
、

地
蔵
と
井
戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。

約
１
・
５
㍍
の
高
さ
に
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
ん
で
広
場
を
作
り
、
階
段
で
上
が

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路

か
ら
見
る
と
見
上
げ
る
形
に
な
る
。

「
正
明
井
戸
君
碑
」
の
文
字
は
知
恩

院
の
高
僧
、
養
鸕
徹
定
（
う
が
い
て

つ
じ
ょ
う
）
の
揮
毫
。
碑
石
に
苔
は

あ
る
が
傷
み
は
な
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

碑石後面      碑石左面 
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【大田市７４】大田市温泉津町上村 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市温泉津町上村 市道福光西田線沿い 

北緯３５°０４′２６．７１″／東経１３２°２１′３０．２３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市７４】大田市温泉津町上村 泰雲院殿義岳良忠大居士 続き（玉垣碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
當
上
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
年
（
左

に
）
五
月
二
十
六
日
逝 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
明
鑑
之
鴻
恩
ヲ
謝

シ
テ
時
／
嘉
永
七
年
寅
四
月
建
碑

之
／
発
起
者
／
庄
屋
木
島
市
郎
兵

衛
／
見
習
木
島
栄
三
郎
／
頭
百
姓

木
島
吉
郎
兵
衛
／
伊
勢
七
郎
平
衛

／
見
習
伊
勢
助
一
郎 

［
碑
石
後
面
］
爰
ニ
明
治
廿
四
年
第
四

月
補
工
事
主
唱
者
／
木
島
清
之
助 

［
玉
垣
記
載
文
字
］
下
欄
に
記
載 

［
調
査
の
経
過
］ 

市
道
福
光
西
田
線
の
改
良
工
事
の

際
に
こ
こ
に
移
転
さ
れ
た
。
石
碑
広

場
の
よ
う
な
広
い
場
所
に
立
派
な

玉
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
広
場

の
規
模
な
ど
が
大
き
く
、
情
報
量
も

非
常
に
多
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

 

［
玉
垣
右
側
］ 

當
上
村
中
／
組
頭
／
平
石

林
平
／
福
富
平
一
郎
／
原

田
新
平
／
田
儀
藤
平 

 

盡
力
者
／
組
頭
／
松
尾
佐

平
太
／
田
儀
良
平
／
田
儀

健
助
／
木
島
豊
兵
衛 

 

福
光
西
田
線
道
路
改
良
工

事
ニ
伴
ヒ
井
戸
公
碑
外
移

転
修
復
工
事 

昭
和
六
十

三
年
十
二
月
竣
了
ス
／
施

主
兼
修
復
代
表
石
田
豊
秋

／
上
村
東
区
長 

田
中
正

男
／
上
村
西
区
長 

平
石

秀
敏 

［
玉
垣
左
側
］ 

初
工
ヲ
起
シ
タ
ル
際
細
文

字
彫
刻
玉
垣
等
ノ
工
事
ヲ

終
サ
ル
ヲ
以
爰
ニ
明
治
廿

四
年
四
月
再
工
竣
了
ス 

組
頭
／
堂
本
種
平
／
伊
勢

粂
四
郎
／
石
田
眞
十
郎
／

足
利
臺
四
郎
／
矢
研
田
芳

平 再
工
世
話
人
／
坪
内
與
吉

／
花
田
源
次
／
大
畑
玉
次

郎
／
山
口
源
市 

石
工
／
坪
内
利
平
／
坪
内

善
八
／
重
田
岡
平
／
重
田

惣
七 

再
工
石
工
／
坪
内
利
市
／

坪
内
和
市 

 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ190/幅101/奥行84 

台石 高さ47/幅182/奥行173 

石
碑
広
場
の
よ
う
な
広
い
場
所
に
井
戸
公
碑
を
挟
ん

で
「
幽
蘭
女
史
松
尾
米
子
之
碑
」「
故
林
﨑
政
子
先
生

追
慕
碑
」
の
２
碑
、
巨
大
な
石
灯
籠
が
並
ん
で
い
る
。 
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【大田市７５】大田市温泉津町飯原 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市温泉津町飯原 市道福光西田線沿い 

北緯３５°０５′０５．６３″／東経１３２°２２′４５．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市７６】大田市温泉津町福光市 浄光寺 井戸公之碑 

所在地 大田市温泉津町福光市 浄光寺墓地入口 

北緯３５°０４’１４．８６″／東経１３２°２０’４８．６６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
平
成
８
年
（
１
９
９
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
飯
原
地
区
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
右
・
裏
面
］
な
し
［
台
石
］

な
し
［
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
前
］
こ

の
井
戸
公
碑
は
約
百
メ
ー
ト
ル
西

寄
り
の
森
ケ
段
地
内
に
あ
っ
た
も

の
を
福
光
西
田
線
工
事
に
と
も
な

い
移
転
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
／

平
成
八
年
六
月
／
飯
原
地
区
中 

［
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
石
碑
裏
］
施

工 

青
笹
組
／
石
工 

お
ぎ
や
石

材 

中
祖
勉
／
協
力 

木
山
組
／

世
話
人
／
代
表 

田
中
清
秋
／
重

田
明
／
青
笹
元 

［
調
査
の
経
過
］ 

上
村
と
同
じ
市
道
福
光
西
田
線
沿

い
に
あ
る
。
道
路
工
事
に
伴
っ
て
再

建
。
周
囲
を
広
く
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲

ん
で
い
て
立
派
な
し
つ
ら
い
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ95/幅80/奥行36 
台石１段目 
 高さ38/幅120/奥行78 

台石２段目（ブロック） 
 高さ70/幅183/奥行146 

【
建
立
年
】
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

再
建 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
五
十
九
年
秋
再
建

／
当
山
第
三
十
二
世
／
信
誉
正
行

代
［
台
石
裏
面
］
発
起
人
／
坪
内
嘉

雄
／
本
田
松
代
／
協
賛
者
／
大
道

正
信
／
坪
内
敬
夫
／
札
場
実
三
／

坪
内
善
作
／
坪
内
良
／
長
畑
義
徳

／
田
儀
善
一
／
平
野
清
市
／
木
村

ア
キ
ヨ
／
福
富
ト
ミ
ヨ
／
滑
正 

［
調
査
の
経
過
］ 

ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
だ
３
段
の
石
組

の
上
に
自
然
石
の
台
石
を
乗
せ
、
碑

石
は
御
影
石
の
前
面
を
磨
い
た
も

の
。
昭
和
59
年
建
立
と
新
し
く
、「
井

戸
公
之
碑
」
の
文
字
も
近
代
的
だ
。

「
滑
正
」
は
協
賛
者
と
は
別
の
場
所

に
彫
ら
れ
て
い
る
。
石
工
の
名
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
５
年
５
月
５
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ163/幅130/奥行48 
台石１段目 
 高さ21/幅174/奥行112 

台石２段目 
 高さ40/幅165/奥行100 
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【大田市７７】大田市温泉津町福光林 西田氏宅裏 井明府之… 

所在地 大田市温泉津町福光林 西田氏宅裏 

北緯３５°０３’５６．１５″／東経１３２°２０’２０．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 
 

【大田市７８】大田市温泉津町福光白谷 市道三差路 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町福光 白谷 市道白谷線と同白谷取付線の交差点（K32から約 100m） 

北緯３５°０３’１４．４８″／東経１３２°２０’４９．１６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之…

 
［
碑
石
側
・
裏
面
］
記
載
な
し 

［
台
石
］
記
載
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

西
田
氏
宅
は
家
の
裏
に
楞
厳
寺
の

末
寺
の
龍
泉
寺
が
あ
っ
た
と
い
い
、

碑
は
境
内
跡
地
に
立
つ
。
碑
銘
以
外

に
は
何
の
刻
字
も
な
い
の
で
、
建
立

者
、
年
代
は
不
明
。
福
光
石
製
で
一

部
剥
離
し
て
い
る
。 

  【
注
】
建
立
場
所
は
個
人
の
宅
地
内

な
の
で
、
訪
問
の
際
に
は
西
田
氏
の

許
可
が
必
要
。 

        

（
調
査
日
２
０
１
５
年
５
月
５
日
） 

【
建
立
年
】
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
） 

【
建
立
者
】
上
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
君
平
左
衛
門
諱
正

明
／
原
卒
去
後
五
拾
回
當
福
光
中

依
／
恩
澤
百
姓
始
建
是
本
願
今
茲

慶
／
應
四
戊
辰
三
月
上
組
新
建
立

之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
上
組
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
文
を
読
む
と
井
戸
公
没
後
50
年

を
記
念
し
て
建
て
た
と
あ
り
、
後
半

に
は
「
新
建
立
」
と
あ
る
の
で
、
没

後
１
３
５
年
に
再
建
し
た
の
だ
ろ

う
。
４
段
の
台
石
を
積
む
端
正
な
碑

だ
が
、
剥
離
が
進
ん
で
お
り
、
訪
ね

る
た
び
に
文
字
が
読
め
な
く
な
っ

て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
１
３
年
９
月
14
日
） 

 

碑石 高さ87/幅35/奥行28 
台石１段目 
 高さ11/幅46/奥行38 

台石２段目 
 高さ26/幅52/奥行55 

台石３段目 
 高さ28/幅76/奥行78 

台石４段目 
 高さ32/幅107/奥行105 

台石５段目（石組） 
 高さ13/幅142／奥行142 

碑石 高さ115/幅38/奥行40 
台石１段目 
 高さ36/幅65/奥行67 

台石２段目 
 高さ35/幅96/奥行93 

台石３段目 
 高さ36/幅126/奥行125 

台石４段目 
 高さ34/幅156/奥行155 
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【大田市７９】大田市温泉津町福光 福光八幡宮 井戸神社 

所在地 大田市温泉津町福光 福光八幡宮 拝殿左手 

北緯３５°０４′２８．２３″／東経１３２°１９′５４．０１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市８０】大田市温泉津町福光湊西 井戸公頌徳碑 

所在地 大田市温泉津町福光湊西 K203沿い 

北緯３５°０４’２５．５１″／東経１３２°１９’４３．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
祠
前
面
］
井
□
□
□
（
井
戸
神
社
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
八
幡
宮
の
拝
殿
に
向
か
っ
て

左
側
に
２
つ
の
祠
が
あ
り
、
そ
の
左

側
。「
井
戸
神
社
」
と
書
い
て
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
「
井
」
だ
け

が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
神
社
の

案
内
板
に
境
内
社
と
し
て
「
井
戸
神

社
」
の
文
字
が
あ
る
。 

石
村
勝
郎
氏
の
「
い
も
神
さ
ま 

井

戸
平
左
衛
門 

石
見
銀
山
代
官
」
に

は
、「
明
治
時
代
に
郡
長
が
戸
長
（
村

長
）
を
集
め
て
、『
小
地
区
内
ご
と
に

井
戸
神
社
を
祭
る
よ
う
に
』
と
指
示

が
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
受
け
て
、
福
光
八
幡
宮
や
太
田

八
幡
宮
な
ど
に
井
戸
神
社
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日 

写
真
２
０
１
１
年
２
月
10
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ254/幅81/奥行48 
台石１段目 
 高さ41/幅134/奥行55 

台石２段目（石組） 
 高さ60/幅151/奥行117 

【
建
立
年
】
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
二
十
六
年
十
月
建

之
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
沿
い
北
側
の
民
家
の
隣
接
地

を
公
園
の
よ
う
に
し
つ
ら
え
、
数
段

の
階
段
を
上
が
っ
て
行
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
碑
石
は
２
５
４
㌢
、

最
大
幅
81
㌢
も
あ
る
御
影
石
の
艶

の
あ
る
堅
い
自
然
石
。
碑
石
だ
け
の

大
き
さ
で
は
大
田
市
で
最
大
の
も

の
。
自
然
石
の
台
石
１
段
目
の
下
に

は
き
ち
ん
と
石
を
２
段
積
ん
だ
石

組
が
あ
る
、
と
て
も
立
派
な
碑
だ
。

総
高
さ
は
３
５
５
㌢
も
あ
る
。
た

だ
、
建
立
年
は
あ
る
も
の
の
（
再
建

か
？
）
建
立
者
の
名
な
ど
が
彫
っ
て

な
く
情
報
が
少
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 

祠 高さ148/幅125/奥行115

台石（石組） 

  高さ108/幅141/奥行135 
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【大田市８１】大田市温泉津町福光釜野 井戸殿墓□ 

所在地 大田市温泉津町福波釜野 市道沿い 

北緯３５°０４′４６．４２″／東経１３２°１９′４３．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市８２】大田市温泉津町今浦 井戸公頌徳碑 

所在地 大田市温泉津町今浦 K203沿い 

北緯３５°０４′１１．３２″／東経１３２°１９′０８．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
殿
墓
□
（
「
塔
」

か
？
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

市
道
沿
い
の
高
手
に
、
こ
の
石
碑
を

設
置
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
場
所
に
立
つ
。
左
右
に
桜

の
木
が
１
本
ず
つ
植
え
ら
れ
て
い

る
。
近
く
に
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

を
す
る
際
に
、
擁
壁
を
し
て
こ
こ
に

設
置
し
た
か
、
碑
の
前
の
道
路
工
事

の
際
に
移
設
さ
れ
た
か
。
石
段
と
擁

壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
木
々
に
も

覆
わ
れ
て
い
て
、
割
と
湿
気
の
多
そ

う
な
場
所
。
碑
石
は
自
然
石
だ
が
比

較
的
軟
ら
か
く
、「
井
戸
殿
墓
」
の
下

の
文
字
が
痩
せ
て
読
め
な
い
。 

す
ぐ
近
く
（
南
側
）
の
市
道
沿
い
に

松
浦
屋
与
兵
衛
の
解
説
板
が
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

碑石 高さ173/幅60/奥行38 
台石１段目 
 高さ27/幅119/奥行67 

台石２段目 
 高さ23/幅139/奥行95 

台石３段目(コンクリート) 
 高さ120/幅224/奥行173 

【
建
立
年
】
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
今
浦
浦
会 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
四
十
五
年
五
月
二

十
六
日
再
建
／
今
浦
浦
会 

［
調
査
の
経
過
］ 

ブ
ロ
ッ
ク
製
の
玉
垣
も
あ
り
、
そ
の

一
部
に
「
福
光
村
石
工
／
坪
内
平

作
」
と
あ
る
。
碑
は
し
っ
か
り
し
た

造
り
に
見
え
る
。
３
段
目
の
台
石
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
い
か
に
も
石
を
積
ん
だ
よ
う
な

て
い
ね
い
な
造
り
。
１
段
目
の
台
石

に
は
海
岸
部
ら
し
く
海
石
が
使
わ

れ
て
い
る
。
近
所
の
方
に
聞
く
と
、

旧
碑
が
折
れ
た
た
め
再
建
し
た
と

言
う
。
碑
の
後
ろ
に
旧
碑
が
寝
か
さ

れ
て
お
り
「
井
戸
平
左
衛
門
尉
」
な

ど
の
文
字
が
読
め
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ161/幅43/奥行40 
台石１段目 
 高さ30/幅87/奥行87 

台石２段目 
 高さ61/幅147/奥行147 
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【大田市８３】大田市温泉津町吉浦 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町吉浦 敬願寺前 K203海側 

北緯３５°０３′５０．４１″／東経１３２°１８′５７．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市８４】大田市温泉津町井田元井田 井戸公之碑 

所在地 大田市温泉津町井田元井田 市道沿いの法面 

北緯３５°０２′３２．５２″／東経１３２°２１′５６．７３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
そ
の
他
］
刻
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
田
市
最
西
端
の
碑
。
神
社
の
神
輿

が
休
憩
す
る
「
御
幸
所
」
と
し
て
整

備
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
広
場

に
立
つ
。
ど
っ
し
り
と
し
た
自
然
石

に
隷
書
で
碑
銘
が
彫
ら
れ
、
そ
の
下

に
蓮
の
花
も
あ
し
ら
っ
た
堂
々
と

し
た
碑
だ
が
、
建
立
者
、
建
立
年
な

ど
の
情
報
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
。 

碑
の
前
の
県
道
２
０
３
号
の
延
長

に
は
今
浦
、
湊
西
と
３
基
の
碑
が
続

い
て
立
っ
て
お
り
、
福
光
地
域
の
皆

さ
ん
の
井
戸
公
に
対
す
る
思
い
が

強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ123/幅47/奥行44 
台石１段目 
 高さ20/幅75/奥行65 

台石２段目 
 高さ50/幅125/奥行不明 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
卒
去
［
碑
石
左
面
］
大
正
十
五
年

八
月
再
建 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
32
号
か
ら
市
道
を
少
し
入
っ

た
場
所
。
法
面
に
は
崩
落
防
止
の
金

網
が
張
っ
て
あ
る
が
、
そ
の
一
部
を

平
ら
に
加
工
し
、
こ
の
碑
だ
け
が
建

っ
て
い
る
。
草
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
場
所
だ
が
、
い
つ
行
っ
て
も

碑
の
周
囲
は
き
れ
い
に
手
入
れ
が

さ
れ
て
い
る
。
旧
碑
の
部
分
と
思
わ

れ
る
石
材
が
碑
の
後
ろ
に
置
い
て

あ
る
。
碑
の
前
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が

り
、
井
戸
公
が
豊
作
を
願
い
な
が
ら

農
作
業
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ178/幅90/奥行32 
台石１段目 
 高さ36/幅134/奥行64 

台石２段目 
 高さ24/幅197/奥行158 
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【大田市８５】大田市温泉津町井田津渕 K32沿い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町井田津渕 K32沿い ＪＡライスセンター下 

北緯３５°０２′０５．４３″／東経１３２°２２′３８．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市８６】大田市温泉津町井田井尻 高野寺下 寿真碑 

所在地 大田市温泉津町井田井尻 高野寺参道階段手前の道路沿い 地蔵堂横 

北緯３５°０１′３０．７５″／東経１３２°２２′１４．６０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
邑
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
二

十
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛

門
正
明
［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
邑

中
［
二
段
目
台
石
左
面
］
世
話
人
／

新
七
／
安
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
32
号
沿
い
の
北
側
の
高
手
約

２
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
立
つ
。
こ
の

碑
の
後
ろ
に
は
地
域
の
方
の
墓
地

が
あ
る
。
碑
は
福
光
石
で
か
な
り
剥

落
が
進
ん
で
い
る
。
世
話
人
の
名
に

姓
が
な
い
の
で
江
戸
時
代
の
建
立

だ
ろ
う
。
台
石
２
段
目
「
當
邑
中
」

の
文
字
は
か
な
り
大
き
く
、
石
碑
建

立
を
実
現
さ
せ
た
当
時
の
皆
さ
ん

の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
寿
真
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
／
五
月
廿
六

日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
裏
面
］
な
し
［
二
段
目
台
石
前
面
］

當
村
中
［
二
段
目
台
石
左
面
］
発
起
人

／
田
仲
彦
太
郎
／
重
富
繁
太
郎
／
石

戸
徳
市
／
渡
邊
種
市
［
二
段
目
台
石
後

面
］
金
一
円
高
野
寺
／
同
五
十
銭
涅
槃

寺
／
同
仝
田
中
庄
太
郎
／
同
四
十
五

銭
田
中
久
吉
／
同
仝
渡
邊
綱
田
良
／

同
仝
重
富
繁
太
良
／
同
四
十
銭
石
戸

徳
市
／
同
廿
六
銭
山
中
文
吉
／
同
廿

五
銭
山
中
源
吉
／
同
廿
三
銭
花
田
庄

太
良
／
同
仝
松
原
房
太
良
／ 

同
仝
森
川
元
三
良
／
同
仝
桜
木
新
吉

／
同
仝
福
田
コ
ト
［
二
段
目
台
石
右

面
］
同
壱
円
三
十
二
銭
五
厘
三
十
名
／

石
工
／
坪
内
小
十
郎
作 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
蔵
堂
の
横
。
寄
附
者
名
と
金
額
が
彫

ら
れ
て
い
る
の
が
珍
し
く
興
味
深
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

 

碑石 高さ98/幅35/奥行35 
台石１段目 
 高さ27/幅56/奥行57 

台石２段目 
 高さ27/幅80/奥行80 

台石３段目 
 高さ21/幅105/奥行110 

碑石 高さ91/幅31/奥行30 
台石１段目 
 高さ20/幅47/奥行47 

台石２段目 
 高さ20/幅65/奥行61 

台石３段目 
 高さ22/幅91/奥行90 



 

 

63 
 

【大田市８７】大田市温泉津町井田殿村 市道沿い 井戸正明碑 

所在地 大田市温泉津町井田殿村 市道沿い 

北緯３５°０１′２５．５３″／東経１３２°２２′５９．４５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市８８】大田市温泉津町井田福田 願林寺向い 嘉恵碑 

所在地 大田市温泉津町井田福田 願林寺下 K32北側 地蔵堂隣 

北緯３５°００′５８．８０″／東経１３２°２３′３５．１７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
元
殿
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
［
二
段
目
台
石
前
面
］
元
殿
村
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
□
話
人
／
池
野

善
四
郎
／
川
村
権
吉
／
川
平
□
治

／
福
光
石
工
／
山
中
清
七 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
32
号
の
殿
村
か
ら
折
れ
て
高

野
寺
に
向
か
う
道
を
右
折
し
て
す

ぐ
の
坂
道
沿
い
に
地
蔵
堂
と
並
ん

で
立
っ
て
い
る
。
台
石
を
６
段
も
積

ん
だ
迫
力
の
あ
る
碑
で
、
殿
村
の
皆

さ
ん
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

か
な
り
傷
み
が
あ
り
、
ひ
び
割
れ
や

剥
落
、
台
石
の
ゆ
が
み
も
見
え
る
。

碑
の
後
ろ
に
は
桜
の
木
が
１
本
植

え
ら
れ
て
い
る
。
台
石
２
段
目
と
３

段
目
に
盃
状
穴
が
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平

左
衛
門
正
明
［
台
石
二
段
目
正
面
］

當
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
32
号
の
川
本
町
境
。
石
碑
の
た

た
ず
ま
い
と
い
い
、
３
文
字
の
碑
銘

と
い
い
、
高
野
寺
下
の
「
寿
真
碑
」

と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
、
寄
付
者

の
名
前
な
ど
の
情
報
は
な
い
。
こ
ち

ら
も
地
蔵
堂
の
横
に
あ
り
、
し
か
も

ど
ち
ら
の
地
蔵
堂
も
新
し
い
。 

色
が
黒
ず
ん
で
い
て
わ
か
り
に
く

い
が
福
光
石
の
よ
う
な
石
。
苔
は
あ

る
が
あ
ま
り
傷
ん
で
は
い
な
い
。 

台
石
４
段
目
は
宮
本
調
査
で
は
高

さ
32
㌢
と
あ
る
の
で
、
後
日
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
巻
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

 

碑石 高さ107/幅37/奥行38 
台石１段目 
 高さ23/幅59/奥行58 

台石２段目 
 高さ25/幅80/奥行80 

台石３段目 
 高さ30/幅103/奥行101 

台石４段目 
 高さ31/幅137/奥行138 

台石５段目 
 高さ21/幅170/奥行171 

台石６段目 
 高さ31/幅219/奥行220 
 

碑石 高さ100/幅33/奥行32 
台石１段目 
 高さ25/幅55/奥行55 

台石２段目 
 高さ28/幅74/奥行75 

台石３段目 
 高さ29/幅105/奥行105 

台石４段目 
 高さ10/幅140/奥行138 



 

 

64 
 

【大田市８９】大田市温泉津町井田横道 井明府之碑 

所在地 大田市温泉津町井田横道 横道集落センター裏の法面下 

北緯３５°０１′４７．８５″／東経１３２°２４′０１．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市９０】大田市温泉津町井田太田 太田八幡宮 井戸神社 

所在地 大田市温泉津町井田太田 太田八幡宮（合祀） 

北緯３５°０１′５９．９０″／東経１３２°２３′１６．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
安
政
二
乙
卯
歳
冬
十
月

建
之
［
碑
石
左
面
］
碑
文
「
恭
惟
井

戸
正
明
君
徳
性
温
厚
而
仁
愛
洽
於

洲
邦
合
／
民
教
植
蕃
薯
芋
故
従
□

□
高
諭
而
後
□
歳
植
之
明
／
蔓
繁

殖
諸
民
共
食
之
而
凌
飢
渇
者
居
多

也
無
嗚
呼
／
正
明
君
之
為
偉
□
哉

無
□
□
其
澤
者
故
諸
民
欽
／
□
無

彊
依
而
建
碑
以
長
感
□
其
恩
徳
云

爾
」［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
同
左
面
］
庄
屋
／
平
治
衛
門
／
頭
百

姓
／
清
右
衛
門
／
同
／
力
蔵
／
世

話
人
／
會
蔵
／
平
一
郎
／
除
平 

［
同
右
面
］
石
工
／
平
□
□
ヱ 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
蔵
堂
の
近
く
に
、
ほ
か
の
碑
２
基

と
並
ん
で
立
つ
。
石
が
や
せ
て
い

て
、
読
め
な
い
文
字
も
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 

 

【
建
立
年
】
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

合
祀 

【
建
立
者
】
太
田
八
幡
宮 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
段
下
に
設
置
さ
れ
た
説
明
板
に

は
「（
前
略
）
合
祀
さ
れ
た
神
社
に
井

戸
神
社
（
祭
神
、
井
戸
正
明
）
が
あ

る
（
中
略
）
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

の
合
祀
」
と
あ
る
。
祠
は
な
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 

 

碑石 高さ99/幅33/奥行32 
台石１段目 
 高さ24/幅55/奥行55 

台石２段目 
 高さ26/幅74/奥行75 

台石３段目 
 高さ28/幅105/奥行105 

太田八幡宮と、石段下にある、 
温泉津町が設置した説明板（左） 



 

 

65 
 

【大田市９１】大田市温泉津町井田太田 市道沿い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 大田市温泉津町井田太田 市道沿い 

北緯３５°０２′０１．９０″／東経１３２°２３′３７．２０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市９２】大田市温泉津町井田菰口 荻村集会所向い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 大田市温泉津町井田菰口 荻村集会所向い 

北緯３５°０３′４０．３８″／東経１３２°２３′５３．８１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
太
田
區 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠

大
居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二

十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
朋 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
五
年
十
月
再
建 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
太
田
區 

［
同
左
面
］
再
建
発
起
者
／
重
田
為
市

／
萩
本
政
太
郎
／
森
田
春
市
／
寄

附
者
芳
名
／
イ
ロ
ハ
順
／
花
田
辰

太
郎
／
垰
阿
一
／
長
尾
仟
／
小
川

真
／
岩
倉
又
市
／
板
倉
円
吉
／
花

田
弥
吉
／
花
田
時
太
郎 

［
同
裏
面
］
萩
本
伊
吉
／
萩
本
與
吉
／

萩
本
晴
信
／
垰
作
市
／
竹
﨑
文
吉

／
長
尾
正
樹
／
室
田
仁
太
郎
／
柳

井
流
情
／
榎
準
吉
／
畦
田
善
作
／

坂
根
賢
／
坂
井
政
知
／
水
黒
幾
太

郎
／
澄
田
松
市
／
萩
本
政
行
／
重

田
貢
／
森
田
春
市 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ185/幅60/奥行49 
台石１段目 
 高さ25/幅92/奥行90 

台石２段目 
 高さ33/幅127/奥行122 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
荻
邑 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
／
右
側
に
「
享
保
十
八
癸
丑
歳
／

施
主
」
左
側
に
「
五
月
二
十
六
日
／

荻
邑
」 

ほ
か
に
文
字
は
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
沿
い
に
石
積
み
３
段
の
約
１

㍍
の
高
さ
に
広
場
を
作
り
、
石
碑
、

石
灯
籠
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
う
ち

の
中
央
に
位
置
す
る
。
建
立
年
は
な

い
が
、
ほ
か
の
石
碑
に
「
明
治
三
十

八
年
」
石
灯
籠
に
「
大
正
五
年
」
と

あ
る
の
で
、
同
時
代
に
建
立
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
碑
石
も
大
き
い
部
類
だ

し
、
飾
り
罫
や
法
名
の
下
に
蓮
の
花

を
あ
し
ら
う
な
ど
、
て
い
ね
い
な
造

り
だ
。
道
路
の
高
手
に
並
ぶ
８
基
の

石
碑
群
は
か
な
り
存
在
感
が
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

 

碑石 高さ110/幅34/奥行28 
台石１段目 
 高さ24/幅60/奥行61 

台石２段目 
 高さ26/幅79/奥行79 

台石３段目 
 高さ28/幅108/奥行120 

［
同
右
面
］
役
人
／
新
右
衛
門
／
只
右

衛
門
／
勝
右
衛
門
／
世
話
人
／
平
助

／
幾
七
／
伊
之
吉
／
再
建
発
起
者
／

水
黒
幾
太
郎
／
杦
本
友
市
／
萩
本
安

二
／
木
村
清
太
郎
／
板
倉
円
吉 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

台
石
の
３
面
に
渡
っ
て
寄
付
者
等

の
名
前
が
彫
っ
て
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 
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【大田市９３】大田市仁摩町仁万天神 仁摩小学校下 井戸正明…… 

所在地 大田市仁摩町仁万天神 仁摩小学校下 前谷工務店前 

北緯３５°０９′０７．７９″／東経１３２°２３′５６．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

00000000 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市９４】大田市仁摩町天河内 泰雲院殿義岳良忠居士欽徳碑 

所在地 大田市仁摩町天河内 天河内から馬路に抜ける里道沿い（馬路の琴ケ浜展望台から１００㍍北 
の、右手に地蔵がある場所から里道を入って約２００㍍） 

北緯３５°０８′２９．３８″／東経１３２°２３′３４．００″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸…

…

（
宮
本
調
査

で
は
「
井
戸
正
明…

…

」） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
五

日
死
去
［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
年

八
月
六
日
［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

仁
摩
小
学
校
の
下
、
大
田
西
中
学
校

の
横
に
当
た
る
。
道
路
の
海
側
に
岩

盤
を
削
っ
て
広
場
を
作
り
、
碑
の
前

に
は
山
茶
花
が
植
え
ら
れ
る
な
ど

庭
園
風
の
し
つ
ら
い
だ
。
碑
は
福
光

石
で
傷
み
が
激
し
く
、
剥
落
も
多
く

て
、
宮
本
調
査
で
は
建
立
者
の
名
前

が
「
本
地
亀
五
郎
」
と
読
め
た
と
あ

る
が
、
調
査
日
に
は
読
め
な
か
っ

た
。 

場
所
が
海
に
近
い
た
め
傷
み
が
早

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居 

 

士
欽
徳
碑 

［
碑
石
右
面
］
「
享
保
十
八
癸
丑
五
月

廿
六
日…

…

」
と
思
わ
れ
る
文
字
が

あ
る
が
不
鮮
明
。［
碑
石
左
面
］
文
字

が
彫
っ
て
あ
る
が
不
鮮
明
で
読
め

な
い
。［
台
石
］
自
然
石
で
刻
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

琴
ケ
浜
展
望
台
の
北
の
道
路
山
側

の
小
さ
な
地
蔵
か
ら
里
道
を
約
２

０
０
㍍
進
ん
だ
場
所
に
あ
る
。
約
１

㍍
の
石
垣
を
積
ん
だ
平
地
が
整
備

さ
れ
、
中
央
部
の
階
段
を
上
が
る
と

広
場
の
中
央
部
に
石
碑
が
あ
る
。
石

碑
は
白
っ
ぽ
い
少
し
粗
め
の
自
然

石
で
硬
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

左
右
の
文
字
は
浅
く
彫
ら
れ
た
た

め
か
読
む
の
が
難
し
い
。
碑
石
も
大

き
く
、
端
正
な
た
た
ず
ま
い
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
１
９
年
２
月
22
日
） 

 

碑石 高さ82/幅35/奥行26 
台石１段目 
 高さ20/幅49/奥行42 

台石２段目 
 高さ18/幅65/奥行56 

台石３段目 
 高さ22/幅128/奥行100 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ164/幅47/奥行27 
台石１段目 
 高さ46/幅87/奥行60 

台石２段目 
 高さ43/幅170/奥行124 
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【大田市９５】大田市仁摩町宅野 波啼寺上 丼朙府報徳碑 

所在地 大田市仁摩町宅野 波啼寺の右側にある往還道の上り坂を約７００㍍上がった峠の広場 

北緯３５°１０′０８．３７″／東経１３２°２４′４８．０５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市９６】大田市仁摩町大国 石見城下 井戸平左衛門府君遺澤之碑 

所在地 大田市仁摩町大国 石見城下 

北緯３５°０８′２６．０２″／東経１３２°２５′０９．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
元
治
元
年
（
１
８
６
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
丼
朙
府
報
徳
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］
郷
土
資
料
に
よ
る
と

碑
石
前
面
の
文
字
は
貫
名
海
屋
の

揮
毫
と
い
う
。
石
碑
前
の
石
灯
籠
に

は
右
に
「
元
治
元
年
」
の
文
字
が
あ

る
の
で
、
石
庭
全
体
の
建
設
が
元
治

元
年
（
１
８
６
４
）
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

こ
の
場
所
は
宅
野
と
五
十
猛
を
結

ぶ
往
還
道
の
峠
の
広
場
で
、
向
か
い

に
は
茶
屋
も
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た

と
い
う
。
当
時
の
宅
野
の
有
力
者
た

ち
が
、
貫
名
海
屋
の
書
に
恥
ず
か
し

く
な
い
よ
う
に
と
、
た
く
さ
ん
の
大

き
な
石
を
運
び
込
ん
で
石
庭
を
建

設
し
た
の
だ
ろ
う
。
行
き
交
う
人
々

が
井
戸
公
に
思
い
を
寄
せ
た
風
景

が
蘇
る
。 

大
田
市
内
で
唯
一
、
市
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
井
戸
公
碑
だ
。 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
２
月
24
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ 128/幅 49/奥行 33 
台石１段目 

高さ 17/幅 79/奥行き 62 
台石２段目（猫足） 

高さ 27/幅 110/奥行 93 
台石３段目 

高さ 23/幅 140/奥行 119 
台石４段目（石組） 

高さ 48/幅 190/奥行 171 
台石５段目（石組） 

高さ 70/幅 378/奥行 343 

【
建
立
年
】
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

再
建 

【
建
立
者
】
大
国
町
文
化
推
進
協
議

会
・
井
戸
公
石
碑
移
転
建
設
委
員
会 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
府
君
遺

澤
之
碑 

ほ
か
に
は
文
字
は
な
い
が
、
碑
の
左

隣
に
石
の
解
説
版
が
設
置
さ
れ
て

い
る
（
碑
文
と
地
図
は
次
葉
記
載
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
見
城
の
ふ
も
と
の
旧
道
沿
い
に

広
場
を
整
備
し
て
建
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
碑
は
も
と
も
と
川
西
地
区

の
勝
音
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
、
大
国 

町
文
化
推
進
協
議
会
・
井
戸
公 

石
碑
移
転
建
設
委
員
会
が
町 

内
か
ら
寄
付
を
募
り
、
こ
の
場 

所
に
移
転
し
た
。 

宮
本
調
査
の
勝
音
寺
の
デ
ー 

タ
を
参
照
す
る
と
、
碑
石
、
台 

石
と
も
元
の
ま
ま
使
わ
れ
て 

い
る
よ
う
だ
。
傷
み
は
な
く
、 

文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

周
囲
に
は
松
や
山
茶
花
が
植 

え
ら
れ
て
お
り
、
公
園
風
の
し 

つ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
近
く 

に
は
世
界
遺
産
石
見
城
の
解 

説
板
も
あ
る
の
で
、
石
見
銀
山 

を
訪
れ
る
人
の
中
に
は
、
こ
の 

立
派
な
井
戸
公
碑
を
見
学
す

る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月 

 

20
日
） 

碑石 高さ180/幅70/奥行70 
台石１段目 
 高さ37/幅135/奥行135 

台石２段目 
 高さ31/幅136/奥行130 

台石３段目 
 高さ28/幅170/奥行162 

台石４段目 
 高さ35/幅205/奥行190 
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【大田市９６】大田市仁摩町大国 石見城下 井戸平左衛門府君遺澤之碑 続き（解説板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【大田市９７】大田市仁摩町馬路 乙見神社 永欽遺澤 

所在地 大田市仁摩町馬路 乙見神社境内 本殿右側 

北緯３５°０７′３１．９３″／東経１３２°２３′５２．６４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

井
戸
平
左
衛
門
（
正
明
）
公
は
石
見
銀
山
第
十
九
代
代
官
と
し
て
享
保
十
六
年
（
一
七

三
一
）
か
ら
同
十
八
年
迄
三
年
間
務
め
ら
れ
た 

当
時
は
享
保
の
大
飢
饉
の
最
中
で

西
日
本
に
於
け
る
餓
死
者
は
十
数
万
人
に
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
る 

こ
の
時
幕
府
の

命
令
に
さ
き
が
け
て
官
庫
を
開
い
た
り
年
貢
の
減
免
な
ど
を
決
断
し
そ
の
上
私
財
を

投
じ
て
領
民
を
救
い
さ
つ
ま
芋
栽
培
の
奨
励
を
し
て
「
い
も
殿
様
」
と
あ
が
め
ら
れ

た 

そ
の
遺
徳
を
偲
ぶ
頌
徳
碑
は
県
下
全
域
に
建
立
さ
れ
て
い
る 

本
町
に
も
先
祖

が
建
立
し
た
稀
に
見
る
程
の
立
派
な
石
碑
が
元
勝
音
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が

こ
の
程
人
目
に
ふ
れ
る
こ
の
地
に
移
転
し
て
末
永
く
井
戸
公
の
恩
に
報
い
る
こ
と
と

し
た 

 
 
 
 
 

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
／
大
国
文
化
推
進
協
議
会 

 
 

 

碑
文
揮
毫 

安
政
三
年
／
選
書
揮
毫 

近
藤
芳
樹 

（
歌
人
・
書
家
）
周
防
（
山
口
）
の
出
身
に
て
国
学
を
学
び

号
を
寄
居
子
庵
と
い
う 

宮
内
省
文
学
御
用
掛
を
つ
と

め
明
治
十
三
年
八
十
才
で
没
す 

  

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ240/幅78/奥行65 
台石１段目 
 高さ35/幅35/奥行165 

台石２段目（石組） 
 高さ100/幅285/奥行240 

【
建
立
年
】
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
馬
路
村 

［
碑
石
前
面
］
永
欽
遺
澤 

［
碑
石
右
面
］
碑
文
（
次
葉
に
記
載
） 

［
碑
石
左
面
］
幹
事
／
山
﨑
五
次
／
山

﨑
弥
三
郎
／
舩
原
庄
三
郎
／
松
浦

和
兵
衛
／
田
中
□
□
／
松
浦
□
□

／
松
浦
與
七
郎
［
台
石
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

本
殿
の
右
側
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
立

つ
。「
永
欽
遺
澤
」
の
文
字
は
中
央
に

寄
っ
て
お
り
、
上
下
に
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
上
に
は
家
紋
か
梵
字
で
も
彫

る
予
定
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
碑
石

の
左
右
面
に
は
碑
文
と
世
話
人
の

名
前
が
彫
っ
て
あ
る
が
、
石
が
軟
ら

か
い
の
か
痩
せ
て
い
る
の
か
、
文
字

が
読
み
に
く
い
。
た
だ
剥
落
や
傷
み

は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 
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【大田市９７】大田市仁摩町馬路 乙見神社 永欽遺澤 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

是
井
戸
君
平
左
衛
門
某
之
碑
也
君
之
來
令
于
此
懸
元
享
保
十
六
辛
亥
年
其
善
政
盡
行

不
□
枚
挙
矣
壇
其
観
土
空
而
移
甘
薯
其
澤
於
黎
庶
雖
經
幾
千
歳
不
可
磨
滅
者
也
宕
厳

明
治
十
五
壬
午
五
月
廿
六
日
為
百
五
十
回
忌
辰
而
旧
碑
已
茂
鈌
矣
於
是
村
民
相
糺
結

据
数
月
更
建
新
碑
以
表
欽
慕
之
意
云
尓
而
題
碑
面
者
龍
谷
學
士
大
渕
鉄
熙
記
其
由
者

本
邨
□
生
恒
三
恵
建 

 
 

 
 
 
 

明
治
十
六
歳
次
癸
未
五
月
□
旦 

 
 
 
 

位
三
□
志 
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【江津市０１】江津市黒松町内の浦 泰雲院殿義岳良忠居士塔  

所在地 江津市黒松町内の浦 大田市境の旧道沿い 

北緯３５°０３′４０．０７″／東経１３２°１８′５１．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市０２】江津市波積町北 堂ヶ鼻入口 井明府之碑（新碑） 

所在地 江津市波積町北 堂ヶ鼻入口にある巨石の上 

北緯３５°０２′２１．００″／東経１３２°１９′５８．７６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
塔 

［
碑
石
左
面
］
平
成
拾
戊
寅
年
四
月
再

建
［
２
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

車
が
入
れ
な
い
旧
道
沿
い
に
立
つ
。

元
の
碑
は
台
石
が
５
段
あ
り
全
高

２
６
７
㌢
だ
っ
た
が
、
福
光
石
で
傷

ん
だ
た
め
、
町
内
有
志
が
再
建
し

た
。
２
段
目
か
ら
下
の
台
石
は
旧
碑

の
も
の
を
使
い
、
碑
石
は
御
影
石
と

し
た
。
台
石
４
段
目
ま
で
で
３
１
３

㌢
あ
り
、
そ
れ
が
高
さ
１
１
０
㌢
の

石
組
の
上
に
乗
っ
て
い
る
の
で
、
総

高
さ
は
４
２
３
㌢
と
い
う
壮
大
な

も
の
。
旧
碑
は
後
ろ
に
寝
か
せ
て
あ

り
、
で
き
る
だ
け
旧
碑
の
姿
や
内
容

を
生
か
し
て
再
建
さ
れ
た
地
域
の

皆
さ
ん
の
心
意
気
が
す
ば
ら
し
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
波
□
□ 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
年
五
月

二
十
六
日
卒 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
波
□
□ 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

波
積
町
北
の
堂
ヶ
鼻
入
口
の
道
路

わ
き
に
高
さ
約
１
・
５
㍍
の
巨
石
が

あ
り
、
そ
の
上
に
新
碑
と
旧
碑
が
並

ん
で
立
ち
、
一
対
の
灯
籠
も
あ
る
。

湿
気
の
多
そ
う
な
場
所
で
、
草
が
覆

っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
が
、
碑
が
傷

ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
草
を
完
全

に
は
排
除
し
な
か
っ
た
。
台
石
２
段

目
前
面
に
３
文
字
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
右
側
は
「
波
」
と
読
め
る
の
で

「
波
積
北
」
と
彫
っ
て
あ
っ
た
か
。 

規
模
と
し
て
は
旧
碑
と
ほ
ぼ
同
様

の
大
き
さ
な
の
で
、
旧
碑
を
参
考
に

し
て
建
立
し
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ165/幅55/奥行35 
台石１段目 
 高さ33/幅91/奥行65 

台石２段目 
 高さ46/幅110/奥行112 

台石３段目 
 高さ49/幅146/奥行146 

台石４段目 
 高さ20/幅190/奥行190 

碑石 高さ111/幅46/奥行31 
台石１段目（猫足まで） 
 高さ46/幅77/奥行60 

台石２段目 
 高さ28/幅100/奥行87 

台石３段目 
 高さ14/幅120/奥行125 



 

 

71 
 

【江津市０３】江津市波積町北 堂ヶ鼻入口 不明（旧碑）  

所在地 江津市波積町北 堂ヶ鼻入口にある巨石の上 

北緯３５°０２′２１．００″／東経１３２°１９′５８．７６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市０４】江津市波積町本郷 福城寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市波積本郷 福城寺 山門の左手 

北緯３５°０２′０２．０４″／東経１３２°１９′５７．１９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
波
積
北 

［
碑
石
前
面
］…

…
…
…
 

［
碑
石
右
面
］
波
積
北 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

波
積
町
北
の
堂
ヶ
鼻
入
口
の
道
路

わ
き
に
高
さ
約
１
・
５
㍍
の
巨
石
が

あ
り
、
そ
の
上
に
新
碑
と
旧
碑
が
並

ん
で
立
ち
、
一
対
の
灯
籠
も
あ
る
。

湿
気
の
多
そ
う
な
場
所
で
、
草
が
覆

っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
が
、
碑
が
傷

ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
草
を
完
全

に
は
排
除
し
な
か
っ
た
。 

旧
碑
は
さ
ら
に
多
く
の
草
に
覆
わ

れ
て
い
た
。
碑
銘
は
剥
落
し
て
い
て

文
字
が
読
め
な
い
状
態
だ
っ
た
。 

規
模
と
し
て
は
旧
碑
に
は
猫
足
は

な
い
も
の
の
、
新
碑
と
ほ
ぼ
同
様
の

大
き
さ
だ
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ123/幅37/奥行25 
台石１段目 
 高さ20/幅57/奥行45 

台石２段目 
 高さ31/幅73/奥行63 

【
建
立
年
】
文
政
10
年
（
１
８
２
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
（
左
に
）

五
月
二
十
六
日 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
文
政
十
丁
亥
／

七
月
／
建
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

福
城
寺
へ
の
石
段
を
上
が
っ
て
、
山

門
を
く
ぐ
ら
ず
に
左
に
進
む
と
地

蔵
や
灯
籠
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
一

番
左
に
井
戸
公
碑
が
立
つ
。
福
光
石

の
よ
う
だ
が
、
屋
根
で
守
ら
れ
て
い

る
た
め
か
全
く
傷
み
は
な
く
、
最
近

の
石
碑
に
見
え
る
ほ
ど
。 

碑
の
横
に
は
卒
塔
婆
が
数
本
立
て

か
け
ら
れ
て
お
り
、
大
切
に
供
養
さ

れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ110/幅48/奥行25 
台石１段目 
 高さ30/幅73/奥行58 

台石２段目 
 高さ25/幅98/奥行96 

台石３段目 
 高さ38/幅145/奥行140 



 

 

72 
 

【江津市０５】江津市波積町南 立畑前 道路沿い高手 泰雲……… 

所在地 江津市波積町南 立畑前 道路沿い高手 

北緯３５°０１′３５．７４″／東経１３２°１９′５４．５９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市０６】江津市後地町波来浜 大火矢 不明 

所在地 江津市後地町波来浜 大火矢 道路海側 地蔵堂横 

北緯３５°０３′０８．６３″／東経１３２°１８′２１．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
天
保
15
年
（
１
８
４
４
） 

【
建
立
者
】
波
積
南 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲…

…
…
…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
卒
／
御
代
官
井
戸
平
左
衛

門
正
明
君
碑 

［
碑
石
左
面
］
天
保
十
五
年
甲
辰
八
月

吉
日
謹
建
之 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
奉
報
悳
澤 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
波
積
南
／
頭
百

姓
等
10
人
の
氏
名
（
読
め
ず
）［
同

左
面
］
小
前
中
［
同
右
面
］
發
願
／

越
堂 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

場
所
は
波
積
町
本
郷
か
ら
波
積
町

南
に
向
か
う
道
路
の
峠
に
当
た
る

位
置
の
道
路
沿
い
。
碑
は
道
路
か
ら

少
し
上
が
っ
た
高
手
に
あ
り
、
周
囲

の
木
々
が
大
き
く
な
っ
て
い
て
目

立
ち
に
く
い
。「
奉
報
悳
澤
」
と
い
う

珍
し
い
言
葉
を
彫
る
な
ど
、
総
高
さ

３
４
４
㌢
の
堂
々
た
る
も
の
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ152/幅26/奥行25 

台石 高さ30/幅55/奥行55 

【
建
立
年
】
文
化
９
年
（
１
８
１
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］…

…

（
や
せ
て
い
て
読

め
ず
） 

［
碑
石
右
面
］
干
時
文
化
九…

…

／
五

月
廿
六
日
建
／
施
主…

…
 

［
碑
石
左
面
］
長
文
の
碑
文
が
あ
る

が
、
石
の
目
が
粗
く
や
せ
て
い
る
た

め
読
め
な
い 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

後
地
町
か
ら
黒
松
町
に
向
か
う
海

岸
道
路
の
海
側
の
、
道
路
か
ら
一
段

低
い
場
所
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立

つ
。
周
囲
は
き
れ
い
に
草
刈
り
が
し

て
あ
り
、
気
持
ち
が
い
い
。
碑
の
形

は
細
く
て
背
が
高
く
、
比
較
的
小
さ

な
台
石
が
一
段
と
い
う
、
珍
し
い
も

の
。
浅
利
町
曙
の
碑
（
№
11
）
も
こ

の
形
だ
。
碑
石
左
面
の
長
文
の
碑
文

は
文
字
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
っ
て

読
め
な
い
が
、
長
文
で
あ
る
だ
け
に

そ
の
内
容
が
興
味
深
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ130/幅45/奥行42 
台石１段目 
 高さ34/幅72/奥行72 

台石２段目 
 高さ42/幅101/奥行101 

台石３段目 
 高さ42/幅111/奥行111 

台石４段目 
 高さ44/幅180/奥行不明 
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【江津市０７】江津市後地町尾浜 共同集荷所横  井戸公頌徳碑 

所在地 江津市後地町尾浜 共同集荷所横 

北緯３５°０２′４２．１６″／東経１３２°１７′２３．３６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市０８】江津市後地町藪 K171沿い 井戸平左衛門之碑 

所在地 江津市後地町藪 K171沿い北側 地蔵堂横 

北緯３５°０２′０５．４７″／東経１３２°１７′０９．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
平
成
４
年
（
１
９
９
２
） 

再
建 

【
建
立
者
】
尾
浜
浦 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
後
面
］
嘉
永
四
年
春
創
建
／
平

成
四
年
十
一
月
再
建
／
尾
浜
浦 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

尾
浜
に
あ
る
共
同
集
荷
所
の
横
を

広
く
整
地
、
舗
装
し
て
場
所
を
造

り
、
こ
の
碑
が
広
々
と
建
て
ら
れ
て

い
る
。
旧
碑
は
台
石
を
４
段
も
積
ん

だ
堂
々
た
る
も
の
だ
っ
た
が
、
再
建

さ
れ
た
新
碑
も
大
き
な
自
然
石
を

使
っ
た
立
派
な
も
の
。
３
段
目
の
石

組
み
の
台
石
も
美
し
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ142/幅77/奥行55 
台石１段目 
 高さ15/幅113/奥行103 

台石２段目（コンクリート＋石） 
 高さ85/幅166/奥行160 

【
建
立
年
】
平
成
15
年
（
２
０
０
３
） 

再
建 

【
建
立
者
】
藪
自
治
会 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
平
成
十
五
年
三
月
吉
日

再
建
／
藪
自
治
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
石
見
潟
」
（
昭
和
56
年
・
江
津
市

文
化
財
研
究
会
）
に
よ
る
と
旧
碑
は

明
治
３
年
建
立
で
「
多
田
店
前
／
47

年
の
水
害
で
倒
壊
」
と
あ
り
、
台
石

だ
け
残
っ
て
い
る
と
の
記
録
が
あ

っ
て
調
査
は
難
航
が
予
想
さ
れ
た

が
、
旧
碑
の
所
在
地
あ
た
り
で
地
元

の
方
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
県
道
沿
い

に
再
建
し
て
い
る
と
の
情
報
を
い

た
だ
き
、
す
ぐ
に
発
見
で
き
た
。
県

道
の
少
し
高
手
の
階
段
を
上
が
っ

た
場
所
に
、
自
然
石
を
使
い
、
台
石

を
85
㌢
も
積
ん
で
し
っ
か
り
し
た

碑
が
再
建
さ
れ
て
い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ137/幅92/奥行52 
台石１段目 
 高さ46/幅114/奥行86 

台石２段目 
 高さ10/幅82/奥行92 

台石３段目（石組） 
 高さ60/幅218/奥行214 
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【江津市０９】江津市浅利町宮町 浅利寺  泰雲院殿義岳良忠大居士  

所在地 江津市浅利町宮町 浅利寺 本堂の裏手 

北緯３５°０２′０６．２８″／東経１３２°１６′０３．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１０】江津市浅利町椽 寄江神社西 200ｍ 泰雲井□君碑 

所在地 江津市浅利町椽 寄江神社西 200ｍ R9沿いの高手 

北緯３５°０２′１０．０９″／東経１３２°１５′４５．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
18
年
（
１
８
８
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
八
年
酉
十
月
建

之 

［
碑
石
左
面
］
當
山
兼
務
常
福
寺
住
職

和
田
宗
達 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

本
堂
の
裏
の
少
し
高
手
に
立
つ
。 

井
戸
公
の
法
名
は
「
泰
雲
院
義
岳
良

忠
居
士
」
だ
が
、
頌
徳
碑
で
は
「
院
」

の
下
に
「
殿
」、「
居
士
」
の
前
に
「
大
」

を
つ
け
て
碑
銘
を
「
泰
雲
院
殿
義
岳

良
忠
大
居
士
」
と
し
て
い
る
も
の
が

多
い
中
、
江
津
市
で
は
「
殿
」
だ
け

を
つ
け
て
「
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
」
と
し
た
碑
が
多
い
（
№
01
、
04

な
ど
）
。
こ
の
碑
は
江
津
市
で
は
少

数
派
の
「
殿
」「
大
」
の
両
方
を
採
用

し
た
碑
銘
と
な
っ
て
い
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

  

【
建
立
年
】
文
化
７
年
（
１
８
１
０
） 

【
建
立
者
】
□
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
井
□
君
碑 

［
碑
石
左
右
後
面
］
長
文
の
碑
文
あ
る

も
読
め
ず
（
次
葉
に
掲
載
） 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
□
主
／
□
村
中

／
世
話
人
／
□
工
屋
此
兵
衞
／
□

□
屋
八
郎
兵
衞
／
□
□
屋
又
三
郎

／
□
□
福
光
甚
七 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
山
側
に
擁
壁
が
あ
り
、
そ

の
高
手
に
立
つ
。
「
浅
利
の
今
昔
」

（
平
成
23
年
）
に
は
、「
市
内
の
井

戸
公
碑
中
３
番
目
に
古
い
も
の
。
周

囲
に
は
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
立
派

な
も
の
。
明
治
20
年
に
国
道
が
こ
の

地
を
そ
れ
て
つ
い
て
か
ら
は
衆
目

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
今
の
人
に
は
そ

の
所
在
さ
え
も
知
ら
な
い
者
が
多

い
。
草
生
え
碑
は
崩
れ
往
昔
の
面
影

は
全
く
見
ら
れ
な
い
」
（
抄
）
と
あ

る
。
玉
垣
も
ほ
ぼ
崩
れ
て
い
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

 
（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ92/幅32/奥行25 

台石 高さ22/幅68/奥行81 

碑石 高さ138/幅46/奥行43 
台石１段目 
 高さ30/幅76/奥行76 

台石２段目 
 高さ41/幅106/奥行110 

台石３段目 
 高さ46/幅141/奥行143 

台石４段目 
 高さ59/幅184/奥行185 
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【江津市１０】江津市浅利町椽 寄江神社西 200ｍ 泰雲井□君碑 続き（碑文） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１１】江津市浅利町曙 岡野屋前 道路沿い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市浅利町曙 岡野屋前 道路沿い 

北緯３５°０１′３６．７６″／東経１３２°１６′２３．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

「
井
戸
平
左
衛
門
正
明
公
／
頌
徳
碑
調
査
史
料
」 

（
昭
和
55
年
／
島
田
駒
男
）
に
よ
る 

 

（
碑
石
左
面
） 

井
戸
君
諱
正
朋
稱…

…

左
衛
門…

…
 

管
石
州
銀
山
之…

…
…

享
保
十
六
年…

…
 

餓
死
者
甚
多
君
愍
之
如
喪
其
子
因
凶
年…

…
 

段
先
是
琉
球
國
貢
甘
藷
種
於
薩
摩
薩
人
植
之
味
殊
甘 

美
可
以
代
穀
今
之
所
謂
琉
球
芋
一
名
薩
摩
芋
者
也
蓋 

當
時
未
遍
於
吾 

邦
特
薩
海
不
毛
之
地
往
往
以
為
糧 

而
己
君
聞
其
有
利
干
民
請 
官
徴
其
種
子
薩
摩
頒
諸 

 

（
碑
石
背
面 

現
在
は
全
面
剥
落
し
て
い
る
） 

□
部
令
民
樹
芸
逐
年
繁
敷
民
大
説
既
而
君
住
満
帰
干 

江
戸
享
保
十
八
年
五
月
二
十
六…

…
 

民
追
感
舊
恩
弗
惜
毎…

…
 

己
巳
之
夏
殳
老…

…
…

無
知
樹
石
以
遺
悠…

…
 

止
某
价
京
人…

…

田
氏
請
余
誌
其
碍
陰
会
素…

…
 

如
未
然
而
君…

…

反
乎
愛
民
之
愛
如
斯
自
非…
…
 

而
克
此
一
挙…

…

以
推
君
之
平
生
也
昔
者…
…
 

 

（
碑
石
右
面
） 

圖
襄
陽
建
羊
祐
碑
雖
小
大
事
異
彼…
…
 

戀
戀
随
涙
則
彼
我
小
大
亦
何
別
焉…
…
 

其
概
係
以
銘
銘
曰 

功
敷
艸
野
民
仰
其
賢
一
粒
之
種
蒔
徳
百
年…

…
 

文
化
己
巳
夏
五
月 
 

従
四
品
下
琴
希
聲
延
調
撰 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ135/幅26/奥行26 
台石１段目 
 高さ32/幅59/奥行59 

台石２段目（ブロック） 
 高さ40/幅98/奥行137 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
當
村
奥
口
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
五
月
二
十

六
日
／
原
田
忠
市
／
佐
々
木
好
太
郎

／
玄
羽
喜
嘉
作
／
田
中
増
吉
／
笠
藤

徳
四
郎
／
下
河
戸 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
正
朋
君
碑
／
明
治
三

十
一
年
十
月
二
十
六
日
建
之 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
當
村
／
奥
口
中
／

世
話
人
／
松
原
萬
吉
／
森
田
兵
作
／

岩
谷
忠
作
［
同
左
面
］
施
主
／
杉
原
萬

吉
／
森
田
兵
作
／
岩
谷
忠
作
／
佐
々

木
順
市
／
田
中
常
市
／
玄
羽
三
代
吉

／
松
村
柳
吉
／
岩
谷
林
作
／
田
中
イ

ワ
／
植
田
政
吉
／
上
田
友
市
／
田
中

新
吉
／
嶋
田
安
吉
／
佐
々
木
貞
市
［
同

右
面
］
佐
々
木
力
吉
／
佐
々
木
大
吉
／

佐
々
木
梅
市
／
上
田
富
市
／
佐
々
木

政
市
／
玄
羽
幾
市
／
下
河
戸
／
笠
藤

ウ
メ
／
杉
原
源
市
／
佐
々
木
作
市
／

松
村
林
四
郎
／
上
田
重
吉
／
佐
々
木

清
市
／
佐
々
木
助
四
郎
／
施
主 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

写真上が碑石左面、下が碑

石右面。どちらも上部にわ

ずかに文字が残っている。 

 

碑石裏面は全面剥落して

文字は残っていない。 

島田駒男さんは山梨県の人。農民の姿を研究しているうちに井戸公の治績

を知り、大田市、江津市を訪ねて井戸公碑を調査された。江津市分は江津

市図書館調査として同館からの提供分を縮小複写して掲載されている。 

同館の照会調査に対する回答書が複写で紹介されており、浅利町椽の碑は

浅利小学校が詳しく回答。それによると玉垣は幅約 5㍍、奥行約４㍍もあ

り、碑の前には石灯籠が１対建てられていたと平面図も添付されている。 
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【江津市１２】江津市渡津町塩田 R9沿い 井明府碑 

所在地 江津市渡津町塩田 国道９号沿い 

北緯３５°０１′４５．８３″／東経１３２°１４′２１．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１３】江津市渡津町岩貝 コミュニティ広場 井戸公碑 

所在地 江津市渡津町岩貝 コミュニティ広場 国道９号バイパス下 

北緯３５°００′４７．０５″／東経１３２°１３′５８．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
嘉
戸
・
塩
田
・
金
川 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
碑 

［
碑
石
左
面
］
萬
延
元
年
創
建
／
昭
和
二

十
三
年
十
一
月
再
建
／
再
建
者 

嘉

戸
・
塩
田
・
金
川
部
落 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
發
起
人
／
室
崎
勝

造
／
世
話
人
／
塩
田
／
林
治
三
次
／

山
根
柳
作
／
児
玉
林
七
／
坂
根
曻
作

／
安
木
作
市
［
同
後
面
］
金
川
世
話
人

／
岩
根
好
太
郎
／
浅
井
勇
作
［
同
右

面
］
嘉
戸
世
話
人
／
野
林
源
作
／
野
村

和
市
／
安
部
倉
清
四
郎
／
井
上
梅
三

／
井
上
平
造 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
に
沿
う
形
で
坂
を
下
り

る
と
、
広
場
に
碑
が
立
っ
て
い
る
。

地
図
を
見
る
と
３
自
治
会
の
境
に

な
る
よ
う
だ
。
周
囲
に
玉
垣
が
あ

り
、
碑
の
前
に
は
新
し
い
石
灯
籠
が

１
対
立
っ
て
い
る
。
碑
に
傷
み
は
な

く
、
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ171/幅76/奥行33 
台石１段目 
 高さ15/幅137/奥行121 

台石２段目 
 高さ30/幅206/奥行216 

【
建
立
年
】
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
碑 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
三
十
三
年
四
月
再

建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

岩
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

前
に
広
場
が
あ
り
、
そ
の
は
ず
れ
に

静
か
に
立
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
国

道
９
号
の
バ
イ
パ
ス
の
ほ
ぼ
真
下

に
な
る
。
碑
石
の
傷
み
は
な
い
。
碑

銘
は
「
井
戸
公
碑
」
と
明
快
。
再
建

年
は
あ
る
が
再
建
者
名
が
な
い
の

が
残
念
。
碑
の
前
に
あ
る
灯
籠
１
対

に
は
「
世
話
人 

青
木
寅
吉
」
と
あ

る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ107/幅40/奥行40 
台石１段目 
 高さ31/幅64/奥行64 

台石２段目 
 高さ25/幅104/奥行104 

台石３段目 
 高さ54/幅146/奥行147 
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【江津市１４】江津市松川町太田 元佐々木店後 泰雲院殿義岳良忠居士塔 

所在地 江津市松川町太田 国道２６１号沿い 元佐々木店後（近く移転する可能性あり） 

北緯３５°００′３８．４６″／東経１３２°１５′１２．２１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１４】江津市松川町太田 元佐々木店後 泰雲院殿義岳良忠居士塔 続き（碑文）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
化
４
年
（
１
８
０
７
） 

【
建
立
者
】
施
主
名
大
勢
あ
り 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
塔
（
「
居
」
以
下
は
剥
落
）（
右
に
）

享
保
十
八
癸
丑
年
（
左
に
）
五
月
二

十
六
日 

［
碑
石
右
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
碑
石
左
・
後
面
］
長
文
の
碑
文
（
下
欄

に
記
載
）
［
二
段
目
台
石
前
面
］
施
／

室
田
辰
之
右
衛
門
／
石
田
権
左
衛
門

／
山
根
喜
右
衛
門
／
金
川
宇
平
治
／

金
川
茂
理
右
衛
門
／
山
根
嘉
久
次
／

中
村
初
五
郎
／
金
川
種
左
ヱ
門
／
山

根
惣
左
ヱ
門
／
主
［
同
右
面
］
清
八
／

利
兵
ヱ
／
清
□
□
／
由
良
茂
／
次
右

ヱ
門
／
武
右
ヱ
門
／
市
兵
ヱ
／
次
兵

ヱ
／
十
五
郎
／
欠
七
／
多
蔵
／
半
蔵

［
同
左
面
］
10
人
の
名
が
あ
る
が
浅

く
て
読
め
ず 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

碑
文
の
最
後
に
「
文
化
四
年
」
と
あ

り
、
建
立
年
が
分
か
っ
て
い
る
も
の

の
中
で
最
も
古
い
。
河
川
工
事
の
た

め
、
近
く
移
転
す
る
可
能
性
あ
り
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

  

（
碑
文
）（
「
石
見
潟
第
二
号
」
よ
り
）
（
金
川
宣
泰
史
書
写
） 

夫
天
地
人
の
三
才
は
天
下
の
堅
の
柱
の
ご
と
し
天
種
を
下
し
地
苗
を
生
し
人
た
か
へ

し
て
実
を
収
む
是
天
の
時
な
り
地
の
利
な
り
人
の
和
な
り
当
銀
山
前
御
代
官
井
戸
公

御
支
配
享
保
十
六
辛
亥
頃
天
大
に
飢
饉
し
農
民
か
て
に
苦
む
此
公
深
く
あ
は
れ
み
給

ひ
江
府
に
届
て
か
て
を
乞
い
民
の
う
え
を
す
く
わ
し
む
官
に
居
り
禄
に
住
す
と
雖
も

心
安
に
あ
ら
ず
愛
憐
の
し
め
き
に
じ
ひ
の
心
を
し
ぼ
り
給
ふ
事
諸
民
の
知
る
所
万
分

が
一
に
も
足
ら
ず
す
で
に
薩
州
に
使
し
て
り
う
き
う
芋
を
も
と
め
か
て
の
為
に
植
さ

し
む
此
芋
の
由
来
は
慶
長
の
頃
島
津
候
琉
球
平
定
の
刻
の
主
献
せ
り
と
聞
け
り
矣
諸

民
此
種
を
拝
受
す
と
雖
も
其
作
方
を
し
ら
ず
茲
に
長
田
の
医
青
木
秀
誠
医
術
求
長
崎

に
赴
き
耕
道
習
伝
今
民
業
と
な
す
事
公
の
恵
な
り
然
り
と
い
へ
ど
も
此
村
畠
乏
し
く

て
植
る
土
地
な
し
維
波
積
屋
五
代
男
石
田
初
右
ヱ
門
春
律
常
に
是
を
憂
い
天
明
三
卯

大
に
む
し
付
一
統
飢
渇
に
た
ゆ
此
時
諸
民
介
ほ
う
の
為
め
細
川
に
山
畠
を
開
き
四
辺

に
高
さ
七
尺
の
へ
い
を
つ
き
猪
の
ぼ
る
を
ふ
せ
ぎ
上
に
竹
垣
を
ゆ
ひ
し
か
の
と
ぶ
を

し
の
ぎ
其
人
夫
の
価
を
以
て
困
民
を
い
か
し
其
地
に
芋
を
植
る
畠
と
す
再
天
明
八
申

平
山
田
平
を
発
し
四
辺
の
囲
を
前
の
如
く
し
倍
々
民
の
困
き
う
を
す
く
い
安
全
な
ら

し
む
る
事
公
と
年
月
隔
る
と
云
へ
ど
も
志
の
深
き
事
ふ
せ
つ
を
合
る
如
し
故
に
公
の

美
名
を
き
さ
ん
で
其
徳
を
の
ぶ
ほ
ん
字
を
用
い
又
は
漢
文
に
書
き
し
る
す
べ
け
れ
と

も
わ
ら
ん
べ
ま
て
よ
む
に
安
か
ら
し
め
ん
た
め
に
和
字
に
て
有
の
ま
ゝ
に
書
く 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

文
化
四
丁
卯
年 

那
賀
郡
太
田
村
医 

井
上
文
敬
拝
書 

碑石 高さ105/幅31/奥行31 
台石１段目 
 高さ18/幅50/奥行50 

台石２段目 
 高さ25/幅71/奥行72 

台石３段目 
 高さ31/幅92/奥行94 

台石４段目 
 高さ37/幅116/奥行122 

碑石左面（殆ど読めない） 
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【江津市１５】江津市松川町上河戸 浄国寺 泰雲院殿義…… 

所在地 江津市松川町上河戸 浄国寺境内 道路側 

北緯３５°０１′０２．２８″／東経１３２°１７′２１．０３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１５】江津市松川町上河戸 浄国寺 泰雲院殿義…… 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
化
15
年
（
１
８
１
８
） 

【
建
立
者
】
村
民 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義…

…
 

［
碑
石
右
・
後
面
］
碑
文
あ
り
（
読
み

に
く
い
。
下
欄
に
記
載
） 

［
台
石
左
面
］
福
光
石
工
／…

…
 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

№
16
の
天
満
宮
の
す
ぐ
北
東
。
気
象

条
件
は
そ
う
悪
く
見
え
な
い
が
風

当
た
り
が
強
か
っ
た
の
か
、
か
な
り

剥
落
し
て
い
る
。
碑
石
左
か
ら
後
面

に
か
け
て
長
文
の
碑
文
が
あ
る
が
、

草
書
体
で
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
や

石
が
や
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。 

碑
の
前
に
一
対
の
石
灯
籠
が
あ
る

が
、
ど
ち
ら
も
屋
根
だ
け
が
崩
落
し

て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

石
見
国
那
賀
郡
上
河
戸
村
地
誌 

（
「
石
見
潟
第
七
号
」
よ
り
） 

右
側
（
碑
石
左
面
） 

往
昔
享
保
の
頃
御
代
官
井
戸
平
左
衛
門
殿
様
郡
縣
の
百
姓
を
御
憐
愍
の
覚
意
の
御
政

事
よ
り
琉
球
出
来
の
種
を
蒙
厚
恵
農
民
爾
来
是
を
芽
植
作
凶
年
飢
饉
の
患
を
知
ら
す

移
其
粟
於
河
内
の
御
仁
恵
報
し
尽
し
か
た
し
。 

 
 

 

吉
日
文
化
十
五
戌
寅
歳 

 

后
面
（
碑
石
後
面
） 

正
陽
穀
旦
村
民
石
に
彫
て
其
広
大
の
恩
徳
を
仰
く
所
而
己
。 

 
 

 

紫
門
軒 

 

亮
篤 

謹
曰 

碑石 高さ95/幅34/奥行35 
台石１段目 
 高さ25/幅58/奥行58 

台石２段目 
 高さ30/幅76/奥行76 

台石３段目 
 高さ30/幅107/奥行107 

台石４段目 
 高さ16/幅136/奥行136 
 

写
真
は
碑
石
左
面
。
文
字
を
読
む
の
が
難
し
い
。 

後
面
は
上
部
４
分
の
１
を
残
し
剥
落
し
て
い
て
、
全
く
読
め
な
い
状
態
。 
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【江津市１６】江津市松川町下河戸 天満宮  井戸神社 

所在地 江津市松川町下河戸 天満宮境内（本殿裏） 

北緯３５°００′５４．８１″／東経１３２°１７′１２．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１７】江津市松川町下河戸 円立寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町下河戸 円立寺境内 

北緯３５°００′４３．６０″／東経１３２°１７′０４．５７″ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
（
寄
附
人
名
等
あ
り
） 

［
祠
前
面
］
井
戸
神
社 

［
祠
右
面
］
福
光…

作 
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
隣
の
石
碑
］
御
殿
／
敷
地
／
地
料
／

工
事
／
寄
附
／
人
名
／
世
話
人 

畑

山
政
太
□
／
下
河
戸
長
谷
平
市
畑
山

金
七
長
谷
多
市
重
田
米
一
／
渡
和
□

原
田
平
太
郎
山
口
真
一
中
家
佐
太
□

笠
田
興
作
／
石
田
重
利
長
谷
作
次
横

手
儀
三
郎
山
本
為
市
福
田
五
市
／
太

田
伊
佐
市
重
田
久
一
郎
太
田
計
作
森

甚
□
□
□
信
市
／
島
田
勘
一
竹
原
佐

吉
横
手
竹
市
原
田
仁
／
高
見
福
一
河

見
清
市
太
田
□
太
郎
土
井
□
／
湯
谷

安
市
太
田
源
二
郎
土
井
善
助
山
本
正

義
／
竹
田
寅
市
長
谷
英
作
太
田
伍
作

太
田
久
義
／
石
工 

湯
谷
又
次 

［
調
査
の
経
過
］ 

旧
江
津
市
で
は
唯
一
の
神
社
内
の

祠
。
建
立
年
は
石
碑
の
後
ろ
に
立
て

か
け
て
あ
っ
た
旧
祠
の
扉
の
部
分

石
に
彫
っ
て
あ
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
３
年
１
月
17
日
） 

  

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
衛
門
正
明 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中
［
同
左

面
］
世
話
人
／
堀
兵
左
衛
門
／
長
谷

紋
平
太
／
石
田
多
左
衛
門
［
同
右

面
］
石
工
／
坪
内
庄
兵
ヱ
寅
福 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

天
満
宮
（
№
16
）
、
浄
国
寺
（
№
15
）

の
川
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
な
る
。

浄
国
寺
の
碑
と
規
模
、
造
り
が
似
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
は
傷
み
が
少
な

く
、
文
字
は
読
め
る
。 

碑
の
前
に
１
対
の
石
灯
籠
が
あ
り

「
二
百
回
忌
紀
念
」
と
し
て
あ
る
の

で
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
こ
ろ

の
建
立
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 

祠   高さ103/幅77/奥行62 

台石 （隣の石碑と共通） 

高さ30㌢のブロック 

碑石 高さ98/幅33/奥行33 
台石１段目 
 高さ25/幅57/奥行57 

台石２段目 
 高さ28/幅75/奥行75 

台石３段目 
 高さ27/幅105/奥行105 

台石４段目 
 高さ27/幅144/奥行138 

台石５段目 
 高さ31/幅194/奥行188 



 

 

80 
 

【江津市１８】江津市松川町市村 三仏寺 泰雲院殿義岳良忠居士塔 

所在地 江津市松川町市村 三仏寺 境内（道路側） 

北緯３５°００′０５．６９″／東経１３２°１６′５３．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市１９】江津市松川町畑田四熊 坂本氏宅横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町畑田四熊 坂本氏宅横道路沿い 

北緯３５°００′２９．４５″／東経１３２°２０′０６．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
天
保
３
年
（
１
８
３
２
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
塔
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
年
（
左

に
）
五
月
二
十
六
日 

［
碑
石
右
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
衛
門
尉
正
明
［
碑
石
左
面
］

干
時
天
保
三
壬
辰
年
建
之 

［
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
か
ら
１
本
道
路
を

入
っ
た
市
村
の
市
街
地
の
郵
便
局

前
に
あ
る
三
仏
寺
。
山
門
を
く
ぐ
っ

た
右
側
に
こ
の
碑
が
立
つ
。
白
っ
ぽ

い
石
で
、
石
質
は
硬
く
傷
み
は
な

い
。
台
石
２
段
目
前
面
の
「
當
村
中
」

が
大
き
く
誇
ら
し
げ
だ
。
花
立
て
と

線
香
立
て
は
後
か
ら
設
置
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
調
査
日
に
は
シ
ビ
キ

（
シ
キ
ミ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

  

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
［
碑
石
左
面
］
大
森
御
代
官
井

戸
平
左
衛
正
明
／
君
碑
／
茲
明
治

二
十
九
年
一
月
新
建
立
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
山
本
伊
吉
／
宮
下

□
士
／
原
田
征
四
郎
／
本
田
□
□
／

本
田
利
吉
／
三
嶋
作
太
郎
／
迫
田
亀

吉
／
二
人
朗
造
／
本
田
義
治
／
西
本

□
□
／
上
元
□
□
（
２
人
の
名
不
明
）

［
二
段
目
台
石
後
面
］
石
工
□
□
才
一

郎
（
４
人
の
名
不
明
）
／
起
人
／
山
本

幸
一
郎
／
坂
本
□
四
郎
／
世
話
人
／

山
本
善
興
四
郎
／
宮
原
岩
太
／
森
畑

右
太
郎
／
阪
本
徳
市
［
二
段
目
台
石
右

面
］
（
16
人
の
名
不
明
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
沿
い
に
石
組
の
広
場
を
造
り
、

地
蔵
堂
と
碑
と
１
対
の
石
灯
籠
が

あ
る
。
碑
の
周
囲
は
き
れ
い
に
し
て

あ
っ
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

 

碑石 高さ120/幅37/奥行35 
台石１段目 
 高さ21/幅58/奥行58 

台石２段目 
 高さ24/幅76/奥行76 

台石３段目 
 高さ25/幅98/奥行100 

碑石 高さ93/幅32/奥行32 
台石１段目 
 高さ26/幅49/奥行49 

台石２段目 
 高さ24/幅70/奥行70 

台石３段目 
 高さ21/幅94/奥行95 



 

 

81 
 

【江津市２０】江津市松川町畑田 旧都治道分岐点 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町畑田 旧都治道分岐点（林道入口から徒歩約 1.3㌔） 

北緯３５°００′５１．７７″／東経１３２°１８′５７．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市２１】江津市松川町上津井 宮本氏宅前 井明恩澤碑 

所在地 江津市松川町上津井 宮本氏宅前地蔵堂上 

北緯３５°００′０７．５７″／東経１３２°１９′０６．８１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
天
保
３
年
（
１
８
３
２
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
天
保
三
壬
辰
／
三
月
吉

日
［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御
代
官

／
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
□ 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中
［
二
段
目

台
石
前
面
］
□
吉…

…

／
林
五
良
衛
門

／
藤
田
重
□
蔵
／
宮
下
和
一
郎
／…

…

伯
／
山
本
房
右
衛
門
／
花
田…

…

／
三
嶋
□
右
衛
門
／
三
嶋
四
良
衛
門

［
三
段
目
台
石
前
面
］
助
三
郎
／
忠
兵

ヱ
／
忠
三
郎
／
平
十
郎
／
常
蔵
／
種

應
／
常
右
ヱ
門
／
伊
右
ヱ
門
／
良
三

郎
／
恵
三
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

松
川
町
上
津
井
か
ら
徒
歩
の
み
で

入
れ
る
林
道
を
約
１
・
３
㌔
進
む

と
、
左
は
都
治
、
右
は
波
積
に
向
か

う
広
い
三
差
路
が
あ
り
、
そ
の
分
岐

点
の
高
さ
約
二
㍍
の
岩
の
上
に
立

つ
。
か
な
り
傷
ん
で
お
り
、
碑
石
裏

面
は
剥
落
が
進
ん
で
い
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
12
月
16
日
） 

  

碑石 高さ101/幅61/奥行25 
台石１段目 
 高さ8/幅78/奥行39 

台石２段目 
 高さ40/幅104/奥行67 

台石３段目 
 高さ22/幅122/奥行89 
 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
恩
澤
碑 

［
碑
石
左
面
］
安
政
三
丙
辰
年
／
二
月

廿
有
六
日
／
造
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

舗
装
路
か
ら
宮
本
氏
宅
に
上
が
る

坂
道
沿
い
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の

上
に
立
つ
。
幅
の
広
い
墓
石
型
。
周

囲
は
荒
れ
て
い
て
、
前
に
あ
る
１
対

の
石
灯
籠
も
崩
れ
か
け
て
い
る
。
周

り
に
は
玉
垣
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ

れ
ら
し
き
石
が
立
っ
た
り
倒
れ
た

り
し
て
散
乱
し
て
い
る
。
碑
そ
の
も

の
の
傷
み
は
少
な
く
文
字
は
は
っ

き
り
読
め
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

碑石 高さ110/幅32/奥行32 
台石１段目 
 高さ21/幅52/奥行52 

台石２段目 
 高さ23/幅73/奥行73 

台石３段目 
 高さ26/幅97/奥行98 

台石４段目 
 高さ31/幅126/奥行126 



 

 

82 
 

【江津市２２】江津市松川町長良 久坪橋東南 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町長良 R261下の旧道 久坪橋東南 

北緯３４°５９′５２．６５″／東経１３２°１７′２３．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市２３】江津市松川町長良呂木 峠上 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町長良呂木 峠上 林道沿い 

北緯３４°５９′４１．４４″／東経１３２°１８′１８．２０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
年
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
の
川
に
架
か
る
松
川
橋
の
東
に
、

国
道
２
６
１
号
の
旧
道
が
あ
り
、
そ

こ
に
架
か
る
久
坪
橋
の
東
南
に
立

つ
。
位
置
的
に
は
櫃
原
ト
ン
ネ
ル
の

西
に
な
る
。
地
蔵
堂
と
江
川
遭
難
者

供
養
塔
の
間
に
立
っ
て
い
る
。
碑
石

は
福
光
石
だ
が
傷
み
は
少
な
く
、
文

字
は
は
っ
き
り
読
め
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
所
上
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
年
五
月
廿

六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門

正
明
［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
所
上

中
／
発
起
人
笠
江
源
四
良 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

松
川
町
上
津
井
で
偶
然
道
を
尋
ね

た
上
畑
さ
ん
の
先
導
で
到
達
で
き

た
。
林
道
を
約
２
・
５
㌔
上
が
っ
た

道
沿
い
に
立
つ
。
林
道
沿
い
に
人
家

は
な
い
が
、
上
畑
さ
ん
に
よ
る
と
、

碑
の
近
く
に
実
家
が
あ
る
方
が
と

き
ど
き
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
そ

う
。
隣
に
は
地
蔵
堂
も
あ
り
、
一
帯

を
草
刈
り
し
て
き
れ
い
に
し
て
お

ら
れ
た
。
石
は
福
光
石
だ
が
傷
み
は

少
な
く
文
字
は
読
め
る
。 

久
坪
橋
東
南
の
碑
（
№
22
）
と
大
き

さ
、
構
造
、
石
質
が
よ
く
似
て
い
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ83/幅29/奥行25 
台石１段目 
 高さ20/幅43/奥行43 

台石２段目 
 高さ16/幅61/奥行62 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ80/幅26/奥行23 
台石１段目 
 高さ19/幅42/奥行42 

台石２段目 
 高さ14/幅61/奥行61 



 

 

83 
 

【江津市２４】江津市松川町長良新屋原 R261沿い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市松川町長良新屋原 R261バス停近く 江の川側 

北緯３４°５８′５０．５６″／東経１３２°１８′１０．２６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市２５】江津市江津町 郷田小学校前 嘉恵碑（新碑） 

所在地 江津市江津町 郷田小学校校門前 K112沿い 

北緯３５°００′２５．１４″／東経１３２°１３′２９．８９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
沿
い
に
ブ
ロ
ッ
ク

を
３
段
積
ん
で
、
別
の
碑
と
並
ん
で

立
つ
。
碑
石
前
面
の
幅
90
㌢
、
高
さ

２
２
０
㌢
の
巨
石
に
、
デ
ザ
イ
ン
性

の
高
い
隷
書
体
で
碑
銘
が
彫
ら
れ
、

存
在
感
が
あ
る
。 

建
立
年
や
建
立
者
な
ど
の
情
報
が

彫
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

碑石 高さ168/幅67/奥行36 
台石１段目 
 高さ38/幅110/奥行79 

台石２段目 
 高さ37/幅133/奥行111 

台石３段目 
 高さ37/幅177/奥行146 
 

【
建
立
年
】
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑 

［
碑
石
左
面
］
為
故
明
府
井
戸
君
／
安

政
五
年
／
秊
戊
午
冬
再
建 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

郷
田
小
学
校
の
正
門
の
前
、
県
道
１

１
２
号
沿
い
に
旧
碑
と
並
ん
で
立

つ
。
新
碑
に
は
痛
み
は
な
い
が
、
建

立
者
の
情
報
が
な
い
。
２
つ
の
碑
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
玉
垣
に
囲
ま
れ
て

い
て
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

る
。
調
査
日
に
も
シ
ビ
キ
（
シ
キ
ミ
）

が
供
え
て
あ
っ
た
。
毎
年
夏
に
祭
り

を
し
て
い
る
と
い
う
が
、
碑
の
後
ろ

に
卒
塔
婆
が
立
て
か
け
て
あ
り
、
て

い
ね
い
に
供
養
さ
れ
て
い
る
様
子

が
わ
か
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ220/幅90/奥行78 
台石１段目 
 高さ30/幅164/奥行105 



 

 

84 
 

【江津市２６】江津市江津町 郷田小学校前 井戸明府公恩碑（旧碑） 

所在地 江津市江津町 郷田小学校校門前 K112沿い 

北緯３５°００′２５．１４″／東経１３２°１３′２９．８９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市２７】江津市金田町千金 人丸渡し K112沿い 遺澤碑 

所在地 江津市金田町千金 人丸渡し K112沿い 

北緯３５°００′２３．９４″／東経１３２°１５′１３．５１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
政
元
年
（
１
８
１
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
公
恩
碑 

［
碑
石
左
・
後
・
右
面
］
長
文
の
碑
文

が
あ
る
が
損
傷
し
た
り
や
せ
た
り

し
て
い
て
、
ほ
ぼ
読
め
な
い
。 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

郷
田
小
学
校
の
正
門
の
前
、
県
道
１

１
２
号
沿
い
に
旧
碑
と
並
ん
で
立

つ
。
こ
ち
ら
の
旧
碑
は
か
な
り
傷
み

が
激
し
く
、
碑
石
の
頭
部
は
欠
け
て 

い
る
し
、
碑
文
が
彫
ら
れ
た
碑
石

左
・
後
・
右
面
は
石
が
や
せ
て
い
て 

文
字
を
読
む
の
が
非
常
に
難
し
い
。 

「
石
見
銀
山
代
官
井
戸
明
府
公
恩

碑
」（
横
田
彌
太
郎
２
０
０
５
年
）
に

よ
る
と
建
立
年
は
文
政
元
年
、
建
立

者
は
横
田
御
左
衛
門
美
続
と
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
建
立
年
の
み
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
14
年
（
１
８
８
１
） 

【
建
立
者
】
金
田
村
中 

［
碑
石
前
面
］
遺
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
四
年
辛
己
十
二

月
建
之
［
碑
石
左
面
］
報
井
戸
正
明

君
［
一
段
目
台
石
前
面
］
金
田
村
中

［
二
段
目
台
石
右
面
］
世
話
人
／
森

脇
健
吉
／
森
脇
□
□
／
森
□
□
□

／
西
谷
□
三
郎
／
森
野
□
三
郎
／

村
尾
善
三
郎
［
同
左
面
］
福
光
／
石

工
／
坪
内
利
平
造
立
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
１
２
号
沿
い
に
あ
る
神
社

の
横
に
立
つ
。
前
の
県
道
に
は
「
人

麻
呂
渡
し
（
江
西
駅
）」
の
案
内
看
板

が
あ
る
。
周
囲
は
手
入
れ
さ
れ
て
い

る
。
碑
石
は
傷
み
が
あ
り
、
碑
石
前

面
の
下
は
剥
落
し
２
段
目
台
石
右

面
は
や
せ
て
読
み
に
く
い
。 

江
の
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
対
岸
の

松
川
町
太
田
の
碑
（
№
14
）
と
向
か

い
合
う
形
で
興
味
深
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ113/幅38/奥行37 
台石１段目 
 高さ15/幅56/奥行52 

碑石 高さ102/幅37/奥行29 
台石１段目 
 高さ23/幅55/奥行50 

台石２段目 
 高さ27/幅79/奥行85 

台石３段目 
 高さ14/幅110/奥行113 
 



 

 

85 
 

【江津市２８】江津市金田町大野 林道沿い 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 江津市金田町大野 林道沿い高手 

北緯３４°５９′５１．０８″／東経１３２°１６′１２．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市２９】江津市川平町鍛冶屋谷 加藤氏宅東 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市川平町鍛冶屋谷 加藤氏宅東 道路沿い 

北緯３４°５９′３６．９７″／東経１３２°１６′３３．２７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
４
年
（
１
８
７
１
） 

【
建
立
者
】
大
野
講
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明
［
碑
石

左
面
］
明
治
四
年
辛
未
十
月
日 

［
台
石
二
段
目
前
面
］
大
野
講
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
平
町
南
川
上
の
鍛
冶
屋
谷
か
ら

大
野
山
へ
林
道
を
上
が
る
と
間
も

な
く
車
が
進
め
な
く
な
り
、
車
を
止

め
て
山
道
を
約
７
０
０
㍍
歩
く
。
林

道
は
な
だ
ら
か
で
、
西
側
に
は
平
地

が
広
が
り
、
以
前
は
か
な
り
の
広
さ

に
田
畑
が
あ
っ
た
よ
う
。
２
回
訪
れ

た
が
発
見
で
き
ず
、
江
津
市
教
委
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

林
道
の
少
し
高
手
を
平
ら
に
な
ら

し
て
建
て
て
あ
る
。
福
光
石
だ
が
、

気
象
条
件
が
良
か
っ
た
の
か
、
傷
み

は
少
な
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
３
年
１
月
12
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛

門
正
明
墓 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中
［
三
段

目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
佐
々
木
吉

三
郎
／
大
屋
嘉
作
／
大
野
次
助
／

加
藤
亦
二
郎
／
佐
々
木
近
太
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
平
町
鍛
冶
屋
谷
の
北
側
の
道
路

の
奥
ま
っ
た
場
所
に
立
つ
。
道
路
ぎ

り
ぎ
り
に
立
っ
て
お
り
、
碑
の
下
の

岩
盤
は
ほ
ぼ
垂
直
の
た
め
、
写
真
は

下
の
道
路
か
ら
撮
影
し
た
。 

 

碑
の
西
側
の
加
藤
さ
ん
が
草
刈
り

を
し
た
り
花
を
供
え
て
お
ら
れ
る

と
い
う
が
、
正
面
に
回
れ
な
い
た
め

花
や
水
は
側
面
に
供
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
29
日
） 

碑石 高さ74/幅28/奥行27 
台石１段目 
 高さ17/幅42/奥行42 

台石２段目 
 高さ18/幅52/奥行52 

台石３段目 
 高さ20/幅64/奥行67 

碑石 高さ99/幅34/奥行34 
台石１段目 
 高さ24/幅54/奥行54 

台石２段目 
 高さ25/幅74/奥行73 

台石３段目 
 高さ25/幅96/奥行95 



 

 

86 
 

【江津市３０】江津市川平町平床 元願宗寺 なし 

所在地 江津市川平町平床 元願宗寺境内 右側の高手 

北緯３４°５９′００．５５″／東経１３２°１５′３５．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３１】江津市川平町沖口 元田原店奥 正明碑 

所在地 江津市川平町沖口 元田原店奥 

北緯３４°５８′１１．７９″／東経１３２°１６′１０．５６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

本
堂
の
右
手
、
高
さ
約
１
㍍
の
石
垣

の
上
に
建
物
が
あ
り
（
現
在
は
使
わ

れ
て
い
な
い
）
、
そ
の
石
垣
の
端
に

石
碑
が
あ
る
。
全
面
文
字
は
な
く
、

台
石
も
な
い
。
石
垣
の
下
に
一
対
の

石
灯
籠
が
あ
り
、
「
山
本
又
四
良
／

文
久
三
亥
八
月
吉
日
」
と
彫
ら
れ
て

い
る
。
以
前
か
ら
文
字
の
な
い
石
を

頌
徳
碑
と
し
て
認
識
し
て
い
て
、
後

日
、
灯
籠
を
設
置
し
て
形
を
整
え
た

の
か
、
石
碑
と
灯
籠
が
同
時
だ
っ
た

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
文

久
３
年
を
碑
の
建
立
年
と
し
た
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
29
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
に
架
か
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
を
渡
る
と
「
田
原
店
」
が
あ

っ
た
。
現
在
は
道
路
沿
い
に
そ
れ
ほ

ど
家
屋
が
な
い
が
、
地
図
に
は
神
社

や
寺
院
、
田
ん
ぼ
の
マ
ー
ク
が
あ
る

の
で
、
往
時
は
か
な
り
人
の
行
き
交

い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
店
跡
か
ら

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
の
様
子
が

偲
ば
れ
る
。
店
の
奥
に
庭
が
あ
り
、

庭
の
奥
に
約
70
㌢
の
高
さ
の
石
垣

が
積
ん
で
あ
っ
て
、
そ
の
石
垣
の
上

に
碑
が
立
つ
。
こ
こ
は
以
前
は
道
路

で
、
人
の
往
来
が
あ
り
、
碑
の
あ
る

場
所
は
道
路
の
辻
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ107/幅42/奥行17 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ104/幅67/奥行20 
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【江津市３２】江津市川平町芦山谷 田ノ迫 井戸正明君碑 

所在地 江津市川平町芦山谷 田ノ迫 峠にある広い三差路の石垣上 

北緯３４°５８′０９．７４″／東経１３２°１７′０９．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３３】江津市川平町空城下 嘉戸氏宅前 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市川平町空城下 嘉戸氏宅前 地蔵堂横 

北緯３４°５７′５４．５１″／東経１３２°１６′３４．１５″ 

 

 

 

 

 

どうろのつじｎ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
35
年
（
１
９
０
２
） 

【
建
立
者
】
田
ノ
迫 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
五
年
／
田
ノ
迫
（
左
に
）

四
月
一
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
か
ら
田
ノ
迫
に
向
か
い
、
峠
に

な
っ
た
場
所
が
広
い
三
差
路
に
な

っ
て
い
て
、
三
差
路
の
東
側
の
石
垣

の
上
に
碑
が
立
つ
。
周
囲
は
か
な
り

笹
が
茂
っ
て
い
て
、
目
を
凝
ら
し
て

探
さ
な
い
と
見
つ
け
に
く
い
。 

白
っ
ぽ
い
石
で
傷
み
は
な
く
、
比
較

的
浅
い
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
。 

   
 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
35
年
（
１
９
０
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
年
五
月
廿

六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門

正
朋
［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
五
年

十
二
月
九
日
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
の
辻
の
広
々
と
し
た
場
所
の

一
段
高
い
と
こ
ろ
を
舗
装
、
整
備
し

て
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立
つ
。
福
光
石

で
、
傷
み
は
少
し
あ
る
が
原
型
を
保

っ
て
お
り
、
文
字
は
す
べ
て
は
っ
き

り
読
め
る
。 

 
 

 
 

  
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ82/幅51/奥行19 

碑石 高さ93/幅32/奥行31 
台石１段目 
 高さ22/幅50/奥行50 

台石２段目 
 高さ24/幅85/奥行85 

台石３段目 
 高さ13/幅106/奥行105 
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【江津市３４】江津市嘉久志町 岩根神社前 嘉恵碑 

所在地 江津市嘉久志町 岩根神社前 

北緯３５°００′１７．１６″／東経１３２°１２′４５．２９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３４】江津市嘉久志町 岩根神社前 嘉恵碑 続き（解説板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）

再
建 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑 

［
碑
石
後
面
］
令
和
元
年
十
一
月
吉
日 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

明
治
４
年
に
再
建
さ
れ
た
２
代
目

の
碑
が
傷
ん
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

っ
た
た
め
、
再
建
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
町
内
を
中
心
に
浄
財
を
募

り
、
令
和
元
年
に
再
建
し
た
。 

 

い
つ
ま
で
も
し
っ
か
り
と
立
っ
て

い
る
石
碑
に
し
た
い
と
の
思
い
が

強
く
、
台
石
に
は
鉄
筋
を
入
れ
て
丈

夫
な
も
の
に
し
た
。「
嘉
恵
碑
」「
村

中
」
の
文
字
は
２
代
目
の
文
字
の
拓

本
を
取
っ
て
全
く
同
じ
文
字
を
彫

り
、
先
人
に
敬
意
を
表
し
た
。
碑
の

横
に
は
解
説
板
も
設
置
し
（
下
欄
に

記
載
）
、
井
戸
公
の
事
績
、
碑
の
由
来

を
伝
え
て
い
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

嘉 

恵 

碑
（
カ
ケ
イ
ノ
ヒ
） 

こ
の
碑
は
江
戸
八
代
将
軍
吉
宗
公
の
時
代
・
享
保
の
大
飢
饉
（
一
七
三
一
～
三
年
）

の
際
に
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
の
栽
培
を
奨
励
し
、
石
見
の
人
々
を
飢
饉
か
ら
救
っ
た

大
森
銀
山
領
（
今
の
大
田
市
大
森
町
）
代
官 

井
戸
平
左
衛
門
正
明
公
の
遺
徳
を
称
え

る
た
め
に
嘉
久
志
の
村
人
た
ち
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

石
見
の
人
々
は
そ
の
遺
徳
を
忍
び
親
し
み
を
こ
め
て
「
芋
殿
さ
ん
」「
芋
代
官
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

芋
代
官
さ
ん
は
銀
山
領
を
中
心
と
し
た
石
見
地
方
の
住
民
を
救
済
す
る
た
め
に
薩

摩
の
国
（
今
の
鹿
児
島
県
）
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
甘
藷
を
こ
の
地
方
に
導
入
し
ま
し

た
。 栽

培
に
は
幾
多
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
と
甘
藷
が
育
ち
多
く
の
人
々
を

飢
饉
か
ら
救
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
度
々
飢
饉
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
石
見
の
人
々
は

甘
藷
に
よ
っ
て
命
を
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
碑
は
芋
代
官
さ
ん
の
御
恩
に
感
謝
し
そ
の
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
「
嘉
恵
碑
」
は
三
代
目
と
な
り
ま
す
。
最
初
の
碑
は
「
円
石
ヲ
以
テ
標
識
ト
シ

碑
文
ナ
シ
」
と
あ
り
、
粗
末
な
石
の
み
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
代
目
は
福
光
石
で
出
来
た

立
派
な
碑
で
、「
明
治
四
年
四
月
之
レ
ヲ
再
建
シ
題
シ
テ
嘉
恵
碑
ト
ス…

」（
嘉
久
志
村

誌
）
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
二
代
目
も
建
立
後
約
百
五
十
年
と
な
り
倒
壊
の
恐
れ
が
出
て
き
た

た
め
、
嘉
久
志
の
人
々
の
協
力
を
得
て
再
建
し
ま
し
た
。 

「
嘉
恵
」
と
は
良
い
恵
み
を
与
え
て
頂
い
た
と
言
う
意
味
で
、
こ
の
言
葉
を
使
っ
て

い
る
頌
徳
碑
は
市
内
で
も
数
が
少
な
く
貴
重
な
碑
で
す
。 

碑
の
文
字
は
二
代
目
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
て
あ
り
ま
す
。
台
座
に
刻
ま

れ
て
い
る
文
字
は
右
側
か
ら

「
む
ら
じ
ゅ
う
」
と
読
み
、
村

民
一
同
の
気
持
ち
を
表
し  

   
 
 
 
 

て
い
ま
す
。 

今
回
の
再
建
に
あ
た
り
、

そ
の
当
時
の
村
民
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
後
世
に
伝
え
る

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

令
和
二
年
五
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
    

嘉
恵
碑
再
建
実
行
委
員
会 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ132/幅75/奥行65 
台石１段目 
 高さ25/幅115/奥行116 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ25/幅200/奥行200 
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【江津市３５】江津市嘉久志町久保川 地蔵堂前 なし 

所在地 江津市嘉久志町久保川 地蔵堂前 

北緯３４°５９′４７．２３″／東経１３２°１３′１４．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３６】江津市和木町向の浜 慶遺澤 

所在地 江津市和木町向の浜（国道９号の１本南の道路沿い） 

北緯３４°５９′５９．３７″／東経１３２°１１′５５．２１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

嘉
久
志
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー
で
場
所
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
そ
の
日
セ
ン
タ
ー
を

利
用
さ
れ
て
い
た
方
が
場
所
を
ご

存
じ
で
、
現
地
ま
で
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。 

 

国
道
９
号
バ
イ
パ
ス
の
下
を
通
り

抜
け
て
国
道
の
南
側
を
し
ば
ら
く

進
む
と
、
道
路
の
右
側
に
小
川
が
あ

り
、
小
川
の
対
岸
の
広
場
が
庭
園
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
地
蔵
堂
と
こ

の
碑
が
あ
る
。 

 

文
字
は
何
も
彫
っ
て
な
い
が
、
昔
か

ら
井
戸
公
の
碑
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
と
言
う
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ184/幅107/奥行60 
台石１段目 
 高さ31/幅128/奥行110 

台石２段目 
 高さ27/幅196/奥行190 

【
建
立
年
】
明
治
11
年
（
１
８
７
８
） 

【
建
立
者
】
小
川
八
左
衛
門 

［
碑
石
前
面
］
慶
遺
澤 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

和
木
町
の
名
家
、
小
川
家
37
代
当
主

で
和
木
町
の
開
発
を
進
め
た
小
川

八
左
衛
門
氏
が
、
井
戸
公
へ
の
報
恩

感
謝
の
念
を
込
め
て
明
治
11
年
に

建
立
。
石
は
敬
川
の
佐
名
目
か
ら
運

ば
せ
、「
慶
遺
澤
」
の
文
字
は
津
和
野

の
堀
松
陰
の
筆
。
別
に
碑
文
（
次
葉

に
記
載
）
も
あ
っ
た
が
何
ら
か
の
理

由
で
碑
石
に
彫
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
後
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
井

戸
公
二
百
回
忌
を
記
念
し
て
町
民

ら
に
よ
っ
て
玉
垣
、
石
垣
が
造
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
崩
れ
た
た
め
、「
芋
石

塔
修
復
事
業
期
成
会
」
が
町
内
外
か

ら
浄
財
を
募
っ
て
平
成
24
年
に
整

備
を
行
い
、
解
説
板
も
設
置
し
た
。 

 
 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ92/幅40/奥行35 
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【江津市３６】江津市和木町向の浜 慶遺澤 続き（解説板とまぼろしの碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３７】江津市都野津町 大年神社前 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市都野津町 大年神社前 

北緯３４°５９′２６．３９″／東経１３２°１１′３７．５３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

芋
石
塔
さ
ん
の
由
来 

こ
の
石
碑
は
明
治
十
一
年
小
川
家
第
三
十
七
代
当
主
小
川
八
左
衛
門
秀
行
さ
ん
が 

井
戸
平
左
衛
門
正
明
公
の
遺
徳
を
称
え
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

井
戸
公
は
享
保
十
六
年
石
見
銀
山
領
の
代
官
と
し
て
江
戸
幕
府
か
ら
大
森
に
来
ら 

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
石
見
地
方
で
は
天
候
不
順
や
イ
ナ
ゴ
の
害
な
ど
で
農
作
物
が
で 

き
ず
領
民
は
飢
え
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
井
戸
公
は
鹿
児
島
県
か
ら
サ 

ツ
マ
イ
モ
の
種
芋
を
取
り
寄
せ
銀
山
領
内
の
農
民
に
配
っ
て
作
ら
せ
ま
し
た
。
サ
ツ 

マ
イ
モ
は
や
せ
た
土
地
で
も
ま
た
天
候
不
順
で
も
よ
く
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ 

で
、
そ
の
の
ち
こ
の
地
方
の
人
々
は
飢
え
で
死
ぬ
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の 

ご
恩
を
忘
れ
な
い
た
め
に
こ
の
地
方
で
は
村
ご
と
に
石
碑
を
建
て
て
お
ま
つ
り
し
て 

い
ま
す
。
こ
の
石
碑
も
そ
の
な
か
の
一
つ
で
和
木
の
人
々
は
芋
石
塔
さ
ん
と
呼
ん
で 

い
ま
す
。 

 

石
碑
正
面
の
三
大
字
「
慶
遺
澤
」
は
そ
の
こ
ろ
小
川
家
に
来
て
お
ら
れ
た
津
和
野 

の
漢
学
者
堀
松
陰
さ
ん
が
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
は
「
あ
な
た
が
残
し
て 

く
だ
さ
っ
た
お
恵
み
を
私
た
ち
は
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
石
碑 

を
取
り
囲
む
玉
垣
は
昭
和
七
年
井
戸
公
の
二
百
回
忌
を
記
念
し
て
和
木
の
人
々
が
協 

力
し
て
造
っ
た
も
の
で
す
。
長
年
経
つ
間
に
玉
垣
が
倒
れ
石
垣
が
崩
れ
た
の
で
こ
の 

た
び
和
木
に
ご
縁
の
あ
る
人
々
が
協
力
し
て
玉
垣
石

垣
を
修
復
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
四
年
八
月 

芋
石
塔
修
復
事
業
期
成
会 

【
建
立
年
】
文
久
２
年
（
１
８
６
２
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明

御
墳 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
施
主
村
中
／
世

話
人
／
大
屋
治
三
右
衛
門
／
同
／

大
場
惣
左
衞
門
／
文
久
二
戌
年 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

都
野
津
町
の
町
中
、
大
年
神
社
の
前

の
道
の
向
い
側
、
一
段
高
い
場
所

に
、
矢
立
の
松
跡
、
地
蔵
堂
な
ど
と

並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
周
囲
は
き
れ

い
で
碑
石
に
も
痛
み
は
な
く
、
文
字

は
読
み
や
す
い
。
卒
塔
婆
が
立
て
か

け
て
あ
り
、
大
切
に
供
養
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
18
日
） 

故
井
戸
君
諱
正
朋
通
稱
平
左
衛
門
尉
法
謚
泰
雲
院 

享
保
辛
亥
其
月
為
石
見
大
森
令
癸
丑
五
月
廿
六
日 

病
没
於
備
中
笠
岡
官
舎
其
在
石
見
也
得
琉
鬼
種
甘 

藷
於
薩
摩
班
之
部
内
雖
砂
田
痩
土
延
蔓
繁
殖
年
穀 

不
登
可
以
充
饑
其
用
心
於
民
事
率
此
類
矣
於
是
乎 

民
至
今
稱
其
徳
村
々
建
石
以
祀
焉
我
和
木
邨
亦
題 

三
大
字
勒
石
以
傳
不
朽 

明
治
十
一
年
十
一
月 

 

島
根
縣
貫
属
堀
松
陰
書 

慶
遺
澤
前
に
設
置
さ
れ
た
解
説
板
の
写
真
（
上
）
と
内
容
（
右
） 

 

左
は
碑
石
の
後
面
に
彫
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
碑
文 

「
石
見
潟
第
七
号
」
よ
り 

 

碑石 高さ137/幅45/奥行42 
台石１段目 
 高さ34/幅73/奥行74 

台石２段目 
 高さ29/幅102/奥行100 

台石３段目 
 高さ55/幅133/奥行129 

台石４段目 
 高さ35/幅156/奥行165 
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【江津市３８】江津市二宮町神主 大寶坊 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市二宮町神主 大寶坊境内 地蔵堂内 

北緯３４°５８′１５．０８″／東経１３２°１２′０６．００″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市３９】江津市二宮町神主 太平寺 墓地横 泰雲院殿 

所在地 江津市二宮町神主 太平寺 墓地横 

北緯３４°５８′３５．６８″／東経１３２°１１′３９．２４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
□
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］
琉
球
芋

／
開
祖
井
戸
平
右
衛
門
正
朋 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

石
段
を
上
が
っ
て
山
門
を
く
ぐ
っ

た
右
手
に
細
長
い
地
蔵
堂
が
あ
り

そ
の
右
端
に
碑
が
あ
る
。
屋
根
と
壁

が
あ
っ
て
気
象
条
件
は
悪
く
な
い

は
ず
だ
が
、
碑
石
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

亀
裂
が
あ
り
、
後
部
の
上
部
が
欠
け

て
い
る
。「
琉
球
芋
開
祖
」
と
い
う
表

現
は
珍
し
い
。 

「
平
左
衛
門
」
が
「
平
右
衛
門
」
に

な
っ
て
い
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

【
建
立
年
】
元
治
元
年
（
１
８
６
４
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
元

治
元
稔
五
月
廿
六
日
（
左
に
）
當
山

九
世
代
／
當
村
中
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

本
堂
の
右
手
を
少
し
行
っ
た
場
所

に
墓
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
入

り
口
に
あ
た
る
場
所
に
ブ
ロ
ッ
ク

を
三
段
積
ん
で
地
蔵
堂
と
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
自
然
石
で
傷
み
は
な

く
、
碑
銘
等
は
す
べ
て
前
面
に
彫
っ

て
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
文

字
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ64/幅22/奥行22 
台石１段目 
 高さ15/幅34/奥行37 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ130/幅86/奥行25 
台石１段目 
 高さ17/幅84/奥行57 



 

 

92 
 

【江津市４０】江津市二宮町神主飯田 三原屋入口 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市二宮町神主飯田 三原屋入口交差点広場 

北緯３４°５８′２６．０５″／東経１３２°１１′２３．３７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市４１】江津市二宮町神村 長久寺 泰雲院殿 

所在地 江津市二宮町神村 長久寺境内 

北緯３４°５８′２４．９６″／東経１３２°１２′１５．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
飯
田
邑
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
施
主
飯
田
邑
中
／
世
話

人
／
甚
左
衛
門
／
八
十
八
／
忠
蔵 

［
碑
石
後
面
］
南
無
阿
彌
陀
佛
［
碑
石

左
面
］
享
保
十
八
年
十
月
廿
六
日 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

住
宅
が
続
く
集
落
内
の
三
差
路
の

広
場
を
舗
装
し
て
地
蔵
堂
と
並
ん

で
立
っ
て
い
る
。
控
え
め
な
大
き
さ

だ
が
、
波
子
、
都
野
津
、
二
宮
町
で

多
い
「
居
士
」
の
上
に
「
大
」
を
つ

け
た
碑
銘
に
な
っ
て
い
る
。 

 

福
光
石
と
思
わ
れ
る
が
傷
み
は
ほ

ぼ
な
い
。
文
字
が
浅
く
て
読
み
に
く

い
の
で
、
少
し
や
せ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
に
忠
魂
碑

な
ど
と
並
ん
で
立
つ
。
デ
ザ
イ
ン
が

珍
し
く
、
普
通
は
碑
銘
の
下
に
一
文

字
分
の
大
き
さ
で
彫
っ
て
あ
る
こ

と
が
多
い
蓮
の
花
が
、
碑
面
の
幅
い

っ
ぱ
い
（
約
80
㌢
）
に
レ
リ
ー
フ
で

入
れ
て
あ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
だ
。 

ほ
か
に
は
潔
い
ほ
ど
文
字
が
な
い
。

台
石
は
右
隣
の
忠
魂
碑
ま
で
連
続

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
忠
魂
碑
の

前
面
に
「
當
村
中
」
の
文
字
が
あ
る

の
で
、
井
戸
公
碑
も
建
立
者
は
當
村

中
を
採
用
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ58/幅23/奥行21 
台石１段目 
 高さ20/幅37/奥行35 

台石２段目 
 高さ19/幅51/奥行46 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ192/幅88/奥行50 
台石１段目 
 高さ24/幅不明/奥行不明 
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【江津市４２】江津市敬川町 霊泉寺入口 K299沿い 泰雲院 

所在地 江津市敬川町 霊泉寺入口 K299沿い 

北緯３４°５８′０５．９８″／東経１３２°１０′５８．３７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市４３】江津市波子町 常福寺山門前 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市波子町 常福寺山門前 

北緯３４°５８′０４．５７″／東経１３２°０９′０３．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
五
月
廿
六

日
卒
／
井
戸
平
左
衛
門
政
朋
公
［
碑
石

左
面
］
明
治
廿
五
年
辰
五
月
廿
六
日
建

之
霊
泉
十
五
世
法
州
代 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
村
中
／
世
話
人
／

湊
勝
四
郎
／
小
林
寅
吉
／
山
藤
善
十

郎
／
小
林
久
太
郎
／
河
野
友
吉
／
松

永
市
太
郎
／
寺
迫
林
五
郎
／
和
田
安

二
郎
／
小
林
吉
三
郎
／
植
田
庄
太
郎

／
小
林
亀
一
／
千
代
延
岩
一
［
同
左

面
］
石
工
／
小
原
彌
市
／
城
田
皆
吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
津
西
Ｉ
Ｃ
の
西
側
に
な
る
。
手
入

れ
さ
れ
た
庭
園
風
の
場
所
に
「
泰
雲

院
」
の
３
文
字
だ
け
を
彫
っ
た
堂
々

た
る
碑
だ
。
建
立
年
、
建
立
者
も
し

っ
か
り
彫
っ
て
あ
り
、
痛
み
は
な

い
。
前
に
は
「
享
保
飢
饉
の
恩
人
い

も
代
官
さ
ん
の
碑
」
が
あ
り
、
最
近

の
卒
塔
婆
も
立
て
か
け
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

再
建 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
明
治
五
年
壬
申
五
月
日

再
建
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
願
主
當
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

山
門
を
く
ぐ
る
前
の
左
側
に
、
別
の

石
碑
と
並
ん
で
立
つ
。
石
質
は
福
光

石
の
よ
う
だ
が
、
黒
っ
ぽ
い
。
傷
み

は
少
な
い
。
調
査
日
に
は
碑
の
前
の

花
立
て
に
シ
ビ
キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供

え
て
あ
り
、
供
養
し
た
卒
塔
婆
も
立

て
か
け
ら
れ
て
い
て
、
大
切
に
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

 
 

   
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
13
日
） 

碑石 高さ154/幅57/奥行42 
台石１段目 
 高さ28/幅81/奥行70 

台石２段目 
 高さ31/幅113/奥行95 

台石３段目 
 高さ27/幅147/奥行134 

台石４段目 
 高さ63/幅410/奥行195 

碑石 高さ91/幅39/奥行32 
台石１段目 
 高さ35/幅56/奥行50 

台石２段目 
 高さ23/幅64/奥行58 

台石３段目 
 高さ22/幅87/奥行79 
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【江津市４４】江津市千田町 浄光寺向い 寺子屋跡 井戸君碑 

所在地 江津市千田町 浄光寺向い 大行寺寺子屋跡入口 

北緯３４°５７′５３．１０″／東経１３２°１２′５５．９６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市４５】江津市千田町後千田 森口氏宅下 泰雲院殿塚 

所在地 江津市千田町後千田 森口氏宅下 

北緯３４°５８′１３．２４″／東経１３２°１３′０９．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑
（
右
に
）
明

治
廿
二
季
（
左
に
）
十
月
建
之
（
下

に
）
組
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

浄
光
寺
入
り
口
で
作
業
を
し
て
お

ら
れ
た
ご
住
職
に
場
所
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
寺
の
前
の
県
道
を
渡

っ
て
細
い
坂
道
を
上
が
る
と
右
手

に
「
大
行
寺
寺
子
屋
跡
」
の
標
識
と

入
口
が
あ
り
、
石
を
95
㌢
積
み
上
げ

た
基
礎
の
上
に
井
戸
公
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
訪
れ
る
人
も
な
く
ほ

ぼ
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
碑
は
自

然
石
で
傷
み
は
な
く
、
碑
石
前
面
に

情
報
の
す
べ
て
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

彫
ら
れ
て
い
る
。 

 

ご
住
職
か
ら
後
千
田
の
碑
（
№
45
）

が
あ
る
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
い

た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
29
日
） 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
塚
（
右
に
）

文
久
三
亥
年
（
左
に
）
十
月
廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
津
市
の
井
戸
平
左
衛
門
頌
徳
碑

を
特
集
し
た
「
石
見
潟
第
七
号
」（
江

津
市
文
化
財
研
究
会
／
昭
和
56
年
）

に
も
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
た
ち

の
調
査
で
も
存
在
は
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
。 

 

広
い
農
道
か
ら
上
が
っ
た
カ
ー
ブ

の
外
側
に
広
場
が
あ
り
、
薬
師
堂
と

並
ん
で
立
つ
。
す
ら
り
と
し
た
碑
石

で
痛
み
は
な
い
。
碑
石
前
面
以
外
に

文
字
は
な
く
、
建
立
者
の
名
前
も
彫

っ
て
な
い
。
前
の
花
立
て
に
は
色
と

り
ど
り
の
生
花
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 
 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
29
日
） 

（
写
真
２
０
２
３
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ130/幅69/奥行37 
台石１段目 
 高さ30/幅115/奥行76 

碑石 高さ117/幅46/奥行24 
台石１段目 
 高さ8/幅44/奥行31 

台石２段目 
 高さ17/幅74/奥行67 

台石３段目 
 高さ47/幅210/奥行130 
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【江津市４６】江津市千田町大佐張 佐々木氏宅裏 泰雲院殿墓 

所在地 江津市千田町大佐張 佐々木氏宅裏 

北緯３４°５７′３２．８４″／東経１３２°１２′０４．０８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市４７】江津千田町大年迫 道路沿い地蔵堂横 泰雲院殿碑 

所在地 江津市千田町大年迫 道路沿い地蔵堂横 

北緯３４°５７′１７．８３″／東経１３２°１１′３６．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
５
年
（
１
８
７
２
） 

【
建
立
者
】
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
墓 

［
碑
石
右
面
］
井
戸
君
碑
／
明
治
五
壬

申
十
月
廿
五
日
／
谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
図
を
頼
り
に
、
情
報
が
あ
れ
ば
と

思
い
佐
々
木
氏
宅
を
訪
ね
る
と
、
お

ば
あ
さ
ん
が
「
案
内
さ
せ
ま
す
」
と

言
わ
れ
て
び
っ
く
り
。
訳
を
尋
ね
る

と
、
跡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
で
「
大
田
市
か
ら
調
査
に
来

る
」
と
聞
い
た
の
で
碑
ま
で
の
道
の

草
を
刈
っ
た
と
の
こ
と
。
お
じ
い
さ

ん
に
石
碑
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
。
周
り
も
き
れ
い
に
し
て
あ

り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
供
え
て
あ
っ

た
。
碑
の
前
は
往
還
で
昔
は
人
通
り

が
あ
っ
た
が
今
は
通
る
人
は
な
く
、

イ
ノ
シ
シ
の
柵
が
し
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
４
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ111/幅50/奥行26 
台石１段目 
 高さ19/幅98/奥行88 

台石２段目 
 高さ37/幅121/奥行112 

【
建
立
年
】
明
治
５
年
（
１
８
７
２
） 

【
建
立
者
】
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
墓
／
明

治
五
壬
申
十
月
日
／
谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

大
佐
張
（
№
46
）
の
碑
の
調
査
の
後
、

佐
々
木
さ
ん
に
場
所
を
聞
い
て
訪

ね
た
。
大
佐
張
の
碑
か
ら
直
線
で
８

０
０
㍍
と
近
い
。
建
立
年
月
も
同
じ

で
、
建
立
者
の
「
谷
中
」
も
同
じ
。

同
時
期
に
二
つ
の
地
区
が
相
談
し

な
が
ら
建
て
た
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら

も
自
然
石
で
痛
み
は
な
い
。 

こ
ち
ら
の
碑
の
横
に
は
地
蔵
堂
が

あ
り
、
前
の
道
路
は
拡
幅
、
舗
装
さ

れ
て
、
有
福
温
泉
な
ど
に
向
か
う
道

と
し
て
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
４
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ164/幅39/奥行41 
台石１段目 
 高さ28/幅72/奥行40 

台石２段目 
 高さ63/幅198/奥行不明 
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【江津市４８】江津市跡市町徳田 切通し 井明府 

所在地 江津市跡市町徳田 K298から徒歩約７００㍍ 切通し 

北緯３４°５７′４４．２７″／東経１３２°１４′１６．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市４９】江津市跡市町生り畑 元中学校前 泰雲院 

所在地 江津市跡市町生り畑 元中学校前 K300沿い 

北緯３４°５7′０８．４３″／東経１３２°１３′０８．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

目
田
川
沿
い
の
県
道
２
９
８
号
沿

い
に
車
を
止
め
て
、
な
だ
ら
か
な
山

道
を
約
７
０
０
㍍
登
る
と
、
峠
は
山

を
切
り
開
い
て
道
路
が
つ
け
て
あ

り
、
そ
の
切
割
り
の
右
側
の
斜
面
に

立
っ
て
い
る
。
か
な
り
急
な
斜
面
で

前
に
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
写
真

は
下
の
道
か
ら
撮
影
し
た
。 

 

自
然
石
の
碑
は
途
中
で
割
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
割
れ
て
は
お

ら
ず
、
も
と
も
と
こ
う
い
う
形
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
形

に
も
見
え
る
。 

 

今
は
人
家
も
な
い
地
域
だ
が
、
地
図

を
見
る
と
田
ん
ぼ
も
か
な
り
あ
っ

た
よ
う
で
、
そ
れ
な
り
の
集
落
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ160/幅108/奥行22 
台石１段目 
 高さ29/幅142/奥行不明 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
二
年
十
一
月

建
之
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

現
地
は
跡
市
町
と
有
福
温
泉
町
を

つ
な
ぐ
県
道
３
０
０
号
沿
い
。
道
路

向
い
に
は
以
前
は
中
学
校
が
あ
り
、

地
域
の
要
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

崖
を
削
っ
て
平
地
を
造
り
、
地
蔵

堂
、
井
戸
公
碑
が
立
つ
。
碑
の
前
に

は
１
対
の
石
灯
籠
も
あ
る
。 

 

白
っ
ぽ
い
大
き
な
自
然
石
に
「
泰
雲

院
」
の
３
文
字
だ
け
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
彫
っ
て
あ
り
、
ほ
か
に
は
何
も

文
字
が
な
い
。 

 

「
こ
こ
か
ら
跡
市
」
と
の
標
識
の
意

味
も
込
め
て
こ
の
場
所
に
建
て
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ174/幅60/奥行37 
台石１段目 
 高さ12/幅120/奥行不明 
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【江津市５０】江津市跡市町金口 島田氏宅入口 なし 

所在地 江津市跡市町金口 島田氏宅入口 山道法面 

北緯３５°０２′２１．００″／東経１３２°１９′５８．７６″ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市５１】江津市跡市町大久保 興福庵 正明碑（新碑） 

所在地 江津市跡市町大久保 興福庵 

北緯３４°５７′２４．００″／東経１３２°１４′３１．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
有
福
温

泉
町
に
近
い
。
現
在
は
人
通
り
の
な

い
山
道
の
斜
面
に
、
何
も
文
字
の
な

い
自
然
石
が
立
っ
て
い
る
。 

 

硬
い
石
で
、
台
石
が
２
段
据
え
ら

れ
、
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。 

 

山
道
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
の
島
田

さ
ん
が
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
り

「
と
き
ど
き
草
刈
り
し
て
い
る
が
、

今
は
で
き
て
な
く
て
申
し
訳
な
い
」

と
言
っ
て
自
宅
か
ら
草
刈
り
機
を

持
ち
出
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
写
真

の
よ
う
に
き
れ
い
な
姿
に
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ205/幅67/奥行50 
台石１段目 
 高さ19/幅132/奥行137 

台石２段目 
 高さ32/幅203/奥行219 

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
碑
／
明
治
二
十
九

年
十
月
二
十
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

興
福
庵
は
昭
和
時
代
に
倒
壊
し
、
現

在
は
参
道
の
存
在
も
不
明
確
に
な

っ
て
い
る
。
今
回
、
地
元
の
皆
さ
ん

が
草
刈
り
し
て
道
を
つ
け
て
く
だ

さ
っ
て
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

地
は
瓦
や
柱
な
ど
が
散
乱
し
て
い

る
状
態
。
碑
石
は
文
字
が
あ
る
面
を

下
に
し
て
倒
れ
て
い
る
た
め
、
「
石

見
潟
第
七
号
」
の
記
載
を
転
記
し

た
。
基
礎
に
埋
ま
っ
て
い
た
部
分
も

含
め
て
２
㍍
以
上
あ
り
、
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
規
模
の
大
き
い
台
石

と
共
に
、
存
在
感
の
あ
る
石
碑
だ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２ 

０
２
３
年
１ 

月
12
日
） 

碑石 高さ100/幅54/奥行20 
台石１段目 
 高さ32/幅102/奥行不明 

台石２段目 
 高さ29/幅162/奥行不明 

右側の大きな石が碑石。左側には 
２段の台石が当時のまま残っている。 
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【江津市５２】江津市跡市町大久保 興福庵下 なし（旧碑） 

所在地 江津市市町大久保 興福庵下（参道法面） 

北緯３４°５７′２４．４７″／東経１３２°１４′３２．０４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市５３】江津市跡市町出り原 モチノ木横 井戸君之碑 

所在地 江津市跡市町出り原 交差点の辻高手 モチノ木横 

北緯３４°５６′２０．７８″／東経１３２°１３′４３．８２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
文
字
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

「
石
見
潟
第
七
号
」
で
は
興
福
庵
下

に
旧
碑
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
参
道
沿
い
の
山
側
に

あ
る
と
推
定
さ
れ
た
が
、
参
道
が
は

っ
き
り
し
な
い
た
め
、
興
福
庵
の
正

面
か
ら
斜
め
下
に
降
り
る
道
を
探

し
な
が
ら
南
側
と
北
側
を
捜
索
。
草

を
刈
り
な
が
ら
進
む
と
、
北
側
を
降

り
る
斜
面
に
そ
れ
ら
し
き
石
を
発

見
。
周
り
の
草
木
と
土
を
取
り
除
い

て
確
認
し
、
石
見
潟
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
石
碑
と
断
定
し
た
。 

そ
の
昔
、
こ
の
石
を
井
戸
公
碑
と
し

て
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
興
福
庵
に

お
参
り
し
て
い
た
方
々
や
地
元
の

方
が
、
さ
ら
に
き
ち
ん
と
し
た
石
碑

を
、
と
境
内
に
大
き
な
碑
（
№
51
）

を
建
立
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
３
年
１
月
12
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
） 

【
建
立
者
】
（
多
く
の
氏
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
五
年
八
月
健
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
表
屋
重
信
／
森
川

政
信
／
二
本
木
伊
作
／
中
屋
定
一
／

大
清
一
／
半
沢
清
太
郎
／
三
国
村
太

郎
／
江
木
健
一
［
同
左
面
］
平
原
良
一

／
松
ヶ
前
石
太
／
崎
子
山
亀
太
／
大

向
為
次
／
三
原
杦 

［
同
右
面
］
棚
畑
兼
太
／
鷹
月
亀
吉
／
貝

行
菊
太
／
髙
瀬
房
一
／
大
野
ヤ
房
太

／
平
原
表
与
一 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

出
り
原
の
交
差
点
の
辻
に
大
き
な

モ
チ
ノ
木
が
あ
り
、
そ
の
木
に
抱
か

れ
る
よ
う
に
、
道
路
の
一
段
高
手
に

碑
が
立
っ
て
い
る
。
規
模
は
小
さ
い

方
だ
が
、
猫
足
に
な
っ
た
一
段
目
を

含
み
台
石
が
三
段
あ
る
。
福
光
石
と

思
わ
れ
る
が
傷
み
は
な
く
、
文
字
も

は
っ
き
り
読
め
る
、
周
囲
は
き
れ
い

に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ90/幅47/奥行19 

前頁下の地図（№51と同じ場所） 

拡大図（下） 
左下が№51、
右上が№52 
の碑の場所 

碑石 高さ60/幅25/奥行25 
台石１段目 
 高さ17/幅40/奥行40 

台石２段目 
 高さ17/幅46/奥行46 

台石３段目 
 高さ17/幅61/奥行不明 
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【江津市５４】江津市有福温泉町堂庭 福泉寺向い 正明君碑 

所在地 江津市有福温泉町堂庭 福泉寺向い 民家の庭 

北緯３４°５６′４８．５３″／東経１３２°１１′５４．１６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市５５】江津市有福温泉町湯谷 たじまや駐車場 なし 

所在地 江津市有福温泉町湯谷 たじまや駐車場 

北緯３４°５６′２１．２０″／東経１３２°１１′５８．１２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
君
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

福
泉
寺
の
向
い
、
直
線
で
約
90
㍍
に

あ
る
民
家
の
庭
に
立
つ
。
「
石
見
潟

第
七
号
」
で
は
「
福
泉
寺
参
道
入
口
」

と
な
っ
て
い
る
。 

自
然
石
の
碑
石
に
「
正
明
君
碑
」
の

４
文
字
が
大
き
く
彫
ら
れ
、
ほ
か
に

は
文
字
が
全
く
な
い
。
台
石
の
後
ろ

部
分
は
石
積
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
前
と

横
を
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
と
し
て
い
る
。 

写
真
の
左
奥
に
見
え
る
茶
色
の
大

き
な
屋
根
が
福
泉
寺
。 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

文
字
の
全
く
な
い
、
自
然
石
の
硬
そ

う
な
石
。
温
泉
街
の
少
し
外
れ
の
道

路
沿
い
、
た
じ
ま
や
駐
車
場
の
左
に

上
へ
の
坂
道
が
あ
り
、
そ
の
横
の
斜

面
を
一
部
平
ら
に
し
て
こ
の
碑
が

立
つ
。
文
字
が
な
く
情
報
が
な
い

が
、
こ
こ
で
は
昔
か
ら
井
戸
公
碑
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。 

「
石
見
潟
第
七
号
」
に
は
「
有
馬
屋

前
」
と
書
い
て
あ
り
、
ほ
か
に
も
同

町
で
は
「
本
明
宅
前
」「
ス
ス
玉
前
」

な
ど
の
表
記
が
あ
る
が
、
今
の
地
図

で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

で
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
調

査
を
進
め
、
全
基
発
見
で
き
た
。 

 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ167/幅91/奥行33 
台石１段目 
 高さ20/幅159/奥行159 

台石２段目（ブロック） 
 高さ97/幅248/奥行216 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ92/幅50/奥行22 
台石１段目 
 高さ19/幅不明/奥行不明 


